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    「六畳一間の自室で朝目覚めたら、固い枕が女の子の膝ひざ枕まくらに変わっていた」


    　何を言っているか、わからないと思う。


    　でもね、朝目覚めたら中学生ぐらいの女の子が、僕に膝枕していたんだよ。


    　亜あ麻ま色の髪が朝日で透き通っていて、薄く青い瞳ひとみで僕を覗のぞきこんでいたんだ。顔立ちはあどけなさがたくさん残っていて、天使みたいに愛らしい。


    　着物姿に割かつ烹ぽう着ぎと古風な格好の──九く段だん下したあるてが僕を甘やかしていた。


    「おはようございます。優ゆう斗とさん」


    「なんで部屋に侵入して、なんで膝枕しているわけ……？」


    「自分に合っている枕で寝ないと首を痛めます。優斗さんの調子が崩れてしまいます」


    「さも、自分の膝はジャストフィットするという、この物言い……！」


    　目覚めの甘やかし一発で、僕は一気に目が覚める。あるてと甘やかす甘やかされないで攻防を続け、なんとかして部屋を出て行ってもらう。


    　いい大人が、女の子に甘えるわけにはいかないのだ。


    　僕の名前は四しノ宮みや優斗。


    　自立した立派な大人に憧あこがれる高校二年生だ。


    　幼い頃に家族を亡くした天涯孤独の僕は、誰にも頼らず生きていた。


    　そんな僕だが、ひょんなことから学生寮に住むことになったんだ。


    　慣れない共同生活に苦労しながら、美少女のハグや添い寝やら、美女の監禁やらオムツプレイの果てに、僕は「寂しいくせに、大人になったつもりの子供」だと、「差し伸べられた手に気づかないアホ」だって痛感したのが、先日までの流れだ。


    　あれ？　かい摘つまんで話すと、何な故ぜそう悟さとったのか理解に苦しむな……。


    　まあ、僕に色々気づかせてくれた、あるてには感謝している。


    　だからといって僕が甘えるかは別問題なわけで、それにあの甘やかしは妙な魔力も備わっているというか……下へ手たに甘えるのは危険な気がする。


    　とりあえず朝食を取り、自室前の共同ルームへ顔を出し、座ざ布ぶ団とんにぐったりと座った。


    「はあ、目覚めは気持ちよか……疲れたよ」


    　用意した冷水を飲み、顔の熱を冷ました僕は、十畳以上ある共同ルームを見渡す。


    　すでに全員が食卓についた。


    　あるても含め、長テーブルに並んだ和食を思い思いに食べていた。


    　僕の正面にいるのは、三さん条じよう音ね子こさん。


    　セミロングの黒髪は毛先がウェーブ状で、白いブラウスに上品なスカートといつも綺き麗れいな格好の人。三条さんは大盛りご飯を片手に持ち、心配そうに尋ねてくる。


    「優ゆうちゃん、顔が真っ赤だったよ？　大丈夫、風邪引いてない？　優ちゃんは空回りしながら頑張るところがあるので、身体からだも頭も気をつけなきゃいけないよー」


    「空回りは余計な一言だし、頭は無駄な一言だよ。それに風邪は引いてないよ」


    　見た目は優しいお姉さん。僕を怖いぐらい気にかけてくれる。


    　実際、僕を長年ストーカーしていた人だ。


    　想いが暴走して僕を監禁した危ない人でもある。


    　どうしてそんな人と共同生活しているか説明すると──なんでだ？


    　考えるほどわからない……みんなは変わった隣人として扱っているけど。


    「今度は難しそうな表情。わかるよ優ちゃん……デルタと一緒に生活できて嬉うれしいけれど、こんなにも素敵な女性にモデルチェンジしたから、戸と惑まどっているんだよね？」


    「戸惑っているけど意味が違うよ。自分に都合のいい解釈をする人だし、困惑しているよ」


    　デルタは、僕が幼い頃に飼っていた黒猫の名前だ。


    　童話みたいだが、三条さんの正体はその黒猫だったりする。幼い頃の僕と寂しさを共有し合い、大人になって、ずっと二人だけで暮らすようお願いしに人間の姿で現れた。


    　童話って暗い側面があるよね……。なんで僕はそんなファンタジーを受け容いれているのか、やっぱり考えれば考えるほどわからない……。


    　当の三さん条じようさんは大型テレビから流れるストーカー犯罪の報を聞いていた。


    「ねえ優ゆうちゃん。相手を思いやらないストーカー犯って酷ひどくない？　相手の気持ちを無視して、自分の我を押しとおすばかりで……相手が迷惑だと思わないのかな？」


    「思わないんじゃないかな。思ってなさそうだし、思いやればいいって問題でもないし」


    　三条さんは世を憂うれうような瞳ひとみだ。


    　どの口でそれを言うのかと僕は呆あきれていたが、


    「まあまあ、ええやない四しノ宮みや君」


    　はす向かいの一いち之の瀬せ弥や栄さかが僕を宥なだめた。


    　一之瀬さんは、僕が通う高校の同じ二年生で特進科（僕は進学科）の生徒だ。


    　品行方正・学業優秀・容姿端麗といい感じの四字熟語を雑に並べるだけで、それが一之瀬さんとなりえる。


    「人の振り見て我わが振り直せ。自分を客観視できなくても、他人の行いに思うことがあれば、それは成長の証や」


    「それは、そうかもだけどさ」


    　さも人格者のような諭さとし方で納得いかない。


    　たしかに一之瀬さんは優等生だよ？　長い栗色の髪を二つ結びで前に垂らし、端正な顔立ちは人形のようで美人系だ。学校での清楚な佇たたずまいに、特進科のアイドルとして持て囃はやされているのも当然理解できるし……僕もそう理解していた。


    「なんで一之瀬さんは僕を諭しながら、椎しい茸たけを僕の皿に移してくるの？」


    「うち、椎茸苦手やし」


    　寮での一之瀬さんは気の緩んだジャージ姿だ。


    　いつも気張った格好でいろとは言わないし、それで品格も決まるとは思わないが、寮での一之瀬さんはだらしないし、そして甘やかしを求めてくる。


    「おかーさんが作ってくれた料理を残すわけにはいかんやろー」


    「その感謝の気持ちがあれば自分で食べられるんじゃ？」


    「感謝でも椎茸の牙が城じようは崩せへんもん。お給料も感謝だけじゃ嬉うれしないやろ？　だから、うちと持ちつ持たれつな関係になろー。等価交換の法則ってしっとう？　四ノ宮君は椎茸を錬成する魔術師……細菌の錬金術師やー」


    　甘やかされ大好きな一之瀬さんは、嬉しそうに笑った。


    　僕は甘やかすのが大好きな人間じゃないんだけどなあ。


    「僕が与えるか奪われるばかりで、対価が支払われないんですが」


    「それもまた人の真理」


    「僕の真理ではないです。僕以外に頼んでよ」


    「普段甘やかさない人が甘やかすのがオツなんよ。さー、うちを甘やかせ」


    「だからって僕に皿を押しつけないでよ」


    　一いち之の瀬せさんは皿ごと椎しい茸たけを押しつけようとしてきたが、テレビから「親元を離れない子供」のニュースが流れて、一之瀬さんは手を止めた。


    「親元を離れない子供か……まったく、甘ったれはあかんね。子供は自立してなんぼやとうちは思う。子供は、いつか一人で立って歩かなあかんのに」


    「八や重え桜ざくらは一之瀬さん担当だよね。僕に全部任せていないでツッコミを入れてよ」


    　僕の隣にいる八重桜門もん司じへ呼びかける。


    「あん？　俺は別に弥や栄さか担当じゃねぇぞ」


    　八重桜は目を細めた。


    　同じ二年生で普通科の八重桜は、目つきが悪いので睨にらまれると少し怯ひるむ。体格もよく、アッシュレッドの髪を後ろに流し、学生服は着崩しているので見た目は不良。


    「弥栄は誰担当でもねえよ。誰でもツッコミを入れていい権利があるし、別に入れなくてもいい。まあアレだ。頑張れ」


    「そんな、おざなりな。お互いに持ちつ持たれつになろ？　担当を決めようよ」


    「弥栄かお前は……俺は新聞を読みたいんだよ」


    　朝食を終えた八重桜は、美しい正座で新聞を開いた。


    　堂の入った姿で違和感はない。八重桜曰く「以前の習慣」だそうで、やめると落ち着かないのだとか。


    「……学校一の不良で通ってるくせに」


    「不良はバイクで突っ走るか、学校の窓ガラスを割るかだけの存在でもねーだろ」


    　八重桜は新聞をめくり、眉まゆをひそめた。


    「暴走族の対立が原因で近隣住民に迷惑か。ったく、ろくな奴やつ等らじゃねーな」


    「八重桜って、ほんと良識的だよね」


    　担当決めは流されたし、僕は諦あきらめて箸はしを取る。


    　最近は、僕も寮生達と一緒に食事するようになっていた。


    　あるてとの攻防に負け続けたのもあるし、僕自身変わりたい気持ちがあったからだ。


    　でも、性根は変わってない。


    　相変わらず共同生活は苦手な部分が多い。他人を頼るのも抵抗がある。


    　亡くなった雄ゆう三ぞう爺じいのように一人で生きたいという願望は健在だ。


    　和なごやかな会話の中でも、一歩引いてしまう自分を少なからず感じていた。


    （誰が悪いってわけじゃないけど……悪いとしたら、頑固な僕か）


    　味み噌そ汁を啜すすりながらニュースをぼんやり眺める。


    　今度はツンデレ特集とかで「貴方あなたの側そばにこんなツンデレさんはいませんか？」というテロップが表示されている。それもずいぶんツンデレを誇張した内容だった。


    「こんな露骨なツンデレいるわけないじゃん。恥ずかしくて素直になれず、口が悪くなるって何かの病気だよ。だいたい、男のツンデレなんて見苦しいだけだろう」


    　僕が茶々を入れると、食卓が一瞬静まり返る。


    「優ゆうちゃん、他人のふり見て我わがふり直そう？」


    「四しノ宮みや君、自分が見えてへんわ」


    「客観的視点を養おうぜ」


    「な、なんで僕の時だけ総ツッコミなんだよ！」


    　声を荒らげた僕は、生温かい目で見守られる。


    　言い訳しようとした僕の口へ、上座にいたあるてが箸はしで魚の身を突っこんだ。


    「優ゆう斗とさんは恥ずかしがり屋さんなだけですよねー」


    　無理なく、優しく僕の舌へ運ぶ高等技術。


    　魚の味が舌で広がり、温かい気持ちになりかけた僕は悪態を吐つく。


    「そ、そういうのは本当に迷惑というか……だ、だいたい、みんなの前でさ」


    「はい、わかっています」


    　甘やかすのが大好きなあるては笑顔で流した。


    　僕は顔が赤くなっていないか、窓ガラスに映った自分の姿を盗み見る。わかりやすいぐらいに赤面していた。


    　あるての甘やかし技術が向上しているせいか、最近いっそう気の休む暇ひまがない。


    　冷水を飲んで頭を冷やしていると、ふと視線を感じる。


    　──一いち之の瀬せさんは不満そうに僕を見ていた。


    「えっと、どうしたの？」


    「心当たりあるんちゃうの？」


    　一之瀬さんの言葉にトゲがある。


    「……僕が甘やかさないのはいつものことじゃないか」


    「四ノ宮君、自覚があるならあとは改善するだけやで」


    「改悪にしか思えないんだけど、椎しい茸たけぐらい自分で食べなよ」


    「ぶー、四ノ宮君のケチンボ侍ー」


    　一之瀬さんは椎茸を恐る恐る箸はしで摘まみ、鼻を摘つまんで一気に食べた。


    　あるてに褒ほめられ、一之瀬さんは機嫌を直していたが、他にも文句があるようなあの眼まな差ざしが少し気にかかった。
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    　三さん条じようさんが日ひ和より寮りように入寮して時が経ち、五月になった。


    　ＧＷが間近だからか、浮かれた心を映すように空は上天気。


    　春の陽気が熱を帯び、長袖そででは汗ばむ日もある。


    　そんな季節の変わり目でも、日和寮の中は涼しい風がとおり抜けて快適だった。


    　住宅街を離れた、小高い丘にあるからか。塀へい代わりの石垣が城郭のように寮を取り囲み、頭一つ抜きでた高さにあるからか。敷地の木々が壁となり、熱気を防ぐからか。


    　理由は定かではないが、いいとこの避暑地みたい。昔は民宿でも営んでいたのかも。


    　玄関前にいた僕は、日和寮を見上げた。


    　古い木造二階建ての学生寮は、外壁はところどころ塗装が剥はげているが、改装箇所がいくつか散見される。玄関は真新しいガラス戸だし、玄関横の「日和寮」と達筆に描かれた看板も新しいものだったな。


    「日和寮も謎なぞが多いよなあ」


    　学生寮にしてはよく手入れされていると思う。大きい学校だけに寮への予算が潤沢なのだとは思うけど、それでもこの物件に対して僕達の家賃はかなり破格だ。


    　その辺りの事情をあるてに尋ねていいものかと、僕は頬ほおをかいた。


    　というのも、日和寮には三つの決まりごとがある。


    　一つ。みんな仲良く。


    　二つ。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばい。


    　三つ。秘密厳守。


    　保育園かなと思える決まりごとだが、わりかし守らされる。


    　喧嘩両成敗が下される時には、とても恐ろしく恥ずかしい罰が待っているのだ。


    　特に注意するべきは秘密厳守なんだよな。いまいち理解できなかった決まりで、当初は僕も引っかかりを覚えた。しかし、他の寮生にも事情がありそうなことや、正体が化け猫の三条さんが特に何も言われず生活しているので、意味がある決まりごとだと納得してきた。


    　日和寮を改めて見直しながら、平和そうに過ごしている三条さんの姿を思い出す。


    　……学校に行くか。藪やぶを突いて、あるての罰が飛び出てきては困る。


    　そうして背伸びをした僕は、


    「優ゆう斗とさーん、おはよーございますー。みなさんはもう待っていますよー」


    　片手でメガホンを作った、笑顔のあるてに呼ばれた。


    　通りへ続く坂の前で、一いち之の瀬せさんと八や重え桜ざくらに三条さんがいる。


    　また「おかーさんタイム（ハグ）」と思ったが、どうも様子が違う。


    　一いち之の瀬せさん達はシートに座り、あるてはその正面で立っていた。


    　大岡裁きが始まりそうで逃げようとしたが、とことこ駆け寄ってきたあるてに手を握られて、あれやこれやと僕は靴くつを脱がされ、シートへ座らされた。


    　たくさんの疑問符が頭に浮かび、僕は隣の八や重え桜ざくらへ尋ねる。


    「これは何？　ピクニックじゃなさそうだし、おかーさんタイムでもないよね？」


    「……多分、母の日が近いから元気なんじゃねーかな」


    　八重桜の声が重苦しい。


    　元気なのは喜ばしいが、あるての元気は過剰な愛へ昇華する。


    　つまりはそういうことなのだと理解した直後、あるてはとうとうと語り始めた。


    「今年は入寮者が少なく、四月当初は空き室が目立っていました。ですが、優ゆう斗とさんと音ね子こさんのお二人が入寮して、この日ひ和より寮りようも賑やかになりました。楽しいお二人なので、おかーさんもお世話に少し頑張りすぎたのか、一時は避けられもしました」


    「僕は立派な大人なので」「音子さんは気高い猫なので」


    　三さん条じようさんと変にハモる。悔しい。


    「わかっています。おかーさんとは見守るもの……過干渉は成長の妨げになります。おかーさんとはぐぐーっと我慢しなければいけない忍耐の人なのです」


    　あるては瞼まぶたを固く閉じて、耐え忍ぶ表情を僕達に示し、


    「──ですが、無理でした」


    　日本晴れのような笑顔を向けた。


    　僕が白い目で見ると、あるては頬ほおを紅潮させる。


    「違うのです。これには仕方のない理由がありまして」


    「その仕方のない理由をどうぞ」


    　僕が尋ねると、あるての瞳ひとみが輝いた。


    「あのあの！　母の日が近いですよね？　私、嬉うれしくて嬉しくて」


    「母の日に嬉しくなるイベントでもあるの？」


    「はいっ。日和寮の卒寮生が集まって、母の日会を開いてくれるのです。生まれた時からおかーさんである私にとって、母の日は誕生日も同然です。忙しい中……みなさん集まってくれて、久々にみなさんと会える大事な日でもあるのです！」


    　あるては興奮気味に拳こぶしを上下に振った。


    　近々開催される「母の日会」が理由で、あるての元気が溢あふれたわけか。


    「だから、おかーさんの元気が活火山なんです。お裾すそ分けする責務があるのです」


    「わーい、おかーさんタイムＡＣＴ２やー」


    「おかーさんタイムＡＣＴ２!?」


    　一之瀬さんが盛大に拍手をしながら言ったので、僕は大声を出してしまう。


    　どういうことかと八や重え桜ざくらへ説明を求めるが──すでに姿がない。


    　あるての甘やかしを器用に避ける八重桜が問答無用で逃げるなんて……それほどの事態なのか。あるいは、よほどの危険を察したとか。


    　僕が二の足を踏んでいると、寂しそうなあるてが一いち之の瀬せさんの真正面に立った。


    「門もん司じさんは不良さんですものね、仕方ありません……メンツは大事です。気を取り直しましょう。それでは、最近いっぱい寂しい思いをさせている弥や栄さかさんからです」


    「そんなことないよ。おかーさんが側そばにいてくれるだけで、うち幸せや」


    　一之瀬さんは微ほほ笑えんだが、どこか力がない。


    　そんな一之瀬さんを、あるてはぎゅっと抱き寄せた。
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    「弥栄さんがいっぱい頑張れるように愛情注入ですー」


    「……ふぐぅ」


    　ふぐ？　河ふ豚ぐ？　ハグにしては不釣つり合いな感嘆詞。


    　だって、いつものハグじゃない。座り姿勢の一之瀬さんを、あるては抱きしめている。


    　つまりだ。一之瀬さんの顔が、あるてのお胸へダイレクトイン。


    「あるての『あ』は愛していますの『あ』ー♪　いっぱいいっぱい愛していますー♪」


    「……はい、いっぱい愛情を貰もらいました。今日もいっぱい頑張れます」


    　一之瀬さんは標準語に切り替えて、立ち上がった。


    　清せい雅がなオーラを身に纏まとい、花咲く乙女おとめのように僕へ微ほほ笑えむ。


    「四しノ宮みや君、いつも困らせてごめんなさい。あなたの優しさに甘えて、ついワガママを言ってしまうの。謝罪代わりではありませんが、今日は二人で親しん睦ぼく会をしましょう」


    　僕に謝るなんて、今日は中身まで別人みたいだ。


    「ダーゲンバッツのチョコ味を、パイントで買っておいて下さいね」


    　全然変わってねえ。


    　僕へくっそ高いアイスを奢おごるように言って、エセ優等生はお淑しとやかに去りやがった。


    「次はお仕事に一生懸命の優ゆう斗とさんの番ですよー」


    　僕は逃げた。


    　あれは駄目だ、刺激が強すぎる。自分を保っていられる自信がないよ！


    　──が、すぐに失速。


    「いってえ!?」


    　派手にズッコケた僕は、左右の靴くつ紐ひもが結ばれていたのに気づく。


    　だ、誰の仕し業わざだ!?　八や重え桜ざくらはこんな狡ずるい真ま似ねはしない。一いち之の瀬せさんはもっと悪質だ。


    　三さん条じようさんがいない。ま、まさか……これは三条さんの仕業か？


    「あ、あの馬ば鹿か猫、時間稼ぎのために僕を生いけ贄にえにしやがったっ！」


    　そう叫ぶと「馬鹿猫じゃないもん。優ゆうちゃん酷ひどいー」と徐々に遠くなっていく声を聞いた。


    「生贄……そうですよね。おかーさん、少し押しが強すぎますよね」


    　あるては眉まゆを八の字にした。さすがに、三人にも逃げられるのは堪こたえるみたい。


    「少しどころか、かなり、いや、もう、あーっ」


    　あるての肩が小さくなったように見えて、僕は観念した。


    　正直かなり苦手だが、あるてには正攻法が一番だと思い、靴紐を直した僕は歩み寄る。


    「あのさ、あるての甘やかしは苦手だけど……き、嫌いじゃない」


    「優斗さん……」


    「僕を気にかけてくれるのは……嬉うれしいけれど、やっぱり、距離感の近い接し方は心まで踏みこまれるようで……駄目だ。別に、あ、あるてのことが嫌いなわけじゃなくてさ」


    　緊張のせいか、指が震えたので背中に隠す。


    「だから、その……生贄なんて言ったけど、あの、悪い意味じゃなくて！」


    「はい、わかっています」


    　あるての瞳ひとみが潤うるんでいた。


    　正直に話したのが、功を奏したみたいだ。


    「心の成長は人によって歩み方が違います。おかーさん、気持ちが抑えられずに構いすぎましたね。優斗さんには優斗さんの距離感があります。それは守らなければいけません」


    「わかってくれたんだ！」


    「はい！　優ゆう斗とさん！」


    　感極まったあるては、通じ合った心を確かめるように僕をそっと抱きしめた。


    　──これ、いつものハグだ。おかーさんタイムだ。


    「もーっ！　もーっ！」


    「ふふ、牛さんの真ま似ねですか？　優斗さんはお茶目さんです。おかーさん、優斗さんが真まっ直すぐに話してくれて、とっても嬉うれしかったです」


    　あるては硬直した僕を優しく抱きしめる。


    　あるてのハグの何が苦手って、甘い果くだ物ものの匂いが鼻をくすぐるし、着物越しでも女の子の体温がしっかりと伝わってきたりと、そして何よりだ。


    　胸がまっ平じゃなくて、それなりにあるから苦手なんだ！


    　柔らかい感触は健全な高校生として意識しまくるわけで、


    「おかーさんに甘えて下さいね？」


    　顔面真っ赤になったであろう僕は、牛の物真似を響かせた。


    



    



    　僕の通う、法ほう西せい大学附属高等学校の規模はかなり大きい。


    　高校専用のグラウンドが三つもあり、学業運動共に優秀な成績を修める者が多くて、「特進・進学・普通」と学力に適したカリキュラムもあるので入学の間口は広い。県内でも、人気の高い学校だ。


    　生徒数が多いため、同学年でも初めて見かける顔なんてザラだ。


    　極力目立ちたくなかった僕は、周囲へ溶けこむのに適した環境でもあったのだが。


    「源げん氏じ君、渡わた辺なべ先生が呼んでいたよ」


    　昼食中、クラスの女子にそう言われる。


    「……僕の名前は源氏じゃなくてさ」


    「え？　あ、ああ。そうだったよね。えーっと、えーっと……」


    　説明するのも虚しいと思い、僕はしぶしぶ職員室へ向かった。


    　学校での僕のあだ名は「源氏君」だ。


    　その由来は、見た目中学生のあるてが学校にお弁当を届けにきて、自称「おかーさん」であると誇張したせいだ。悪いタイミングが重なり、「年下の女の子をお母さんと呼び、自分の母として育ててる人」と誤解され、光ひかる源げん氏じ的キャラのあだ名が流れた。


    　おかげで僕は有名だ。


    　影が薄い存在だったせいか「源氏」をガチで苗字だと思っている子もいる始末。


    　だが、僕にそんな趣味はない。


    　それにあるての見た目は中学生だが、年上のハズだ。


    　若き日の母さんと、今と変わらない姿のあるてが一緒に写った写真を僕は目にしている。おそらく、三さん条じようさんと同系列な存在とは思う。母さんの話を聞いてみたくはあるが、決まりごともあるし、なかなか機会がない。


    　ここで重要なのは、僕に光ひかる源げん氏じ的な趣味はないということ。


    　僕より年上ならば、僕がおかーさんタイムで赤面したり、膝ひざ枕まくらで慌てたり、「あーん」されて少しほっこりしたとしても、それは年上の包容力に対する照れなわけだ。年上ならば物の弾みで甘えてしまい、おかーさんと呼んでしまっても全然変じゃない。


    　源げん氏じ君というあだ名はまったくの見当違い。


    　僕は自立を目指す健全な大人なのだ。


    　職員室の渡わた辺なべ先生の席へ向かうと、僕はプリントの束を渡された。


    「業ごうがね。深いと思うのよ」


    「え？　業？　また唐突ですね」


    　担任の渡辺先生は、若いのに化け粧しようっけがなく地味な格好で眼鏡めがねなのに、変に色気があるせいか一部の生徒に人気がある。


    　そんな渡辺先生に目をつけられ、よくお呼び出しを食らうのが僕の立ち位置。


    「業よ業ー。同じ男子高校生として、四しノ宮みや君はどう思うかなって」


    　独特な調子の渡辺先生が語りだす。


    「ある生徒がね『見た目は美少女ですが、古代の錬金術師で中身は男なんです。自分の身体からだを錬成して美少女になったんです。でも男です。でも可か愛わいいんです！　僕の心が盗まれたんです。この場合、僕はそっちの趣味になるのでしょうか？』って雑談交じりの相談」


    「二次元の話ですか？」


    「二次元の話ね」


    　生徒の相談を聞く人とは知っていたが、なんでも聞くな。


    「錬成したのなら身体は女の子なんですよね？　哲学ですか？」


    「んんー、その子も難しく考えていたかな。現実に照らすことができる問題でもあるし、繊細な面があるから先生こう言ってあげたの。『古来よりその問題はある。水をかぶって美少女になる男はありかなしか？　それはＴＳジャンルと言って──』」


    「その知識は頭に入れたくないです」


    「そう？　まあ、簡単に言ってあげたの。『見た目に左右される時はある』って」


    「見た目に……左右されるんですか？」


    　さっきまでの自分の考えを全否定されたようで、僕は遠回しに尋ねる。


    「あの、友達が言ってたんですが、見た目は中学生ぐらいでも中身は年上で……そんな子の母親みたいな甘やかしに、つい赤面したり、ほっこりしたりしても……変じゃないですよね？　見た目はそうですが、年上のなせる包容力があってこその話ですし」


    「二次元の話よね？」


    「二次元の話です。あと友達が言っていた話です」


    　努めて真顔で言った。


    「つまり見た目は幼いまま、年上の包容力を持ったお母さんが欲しいってこと？」


    「え!?　いや、そういうわけじゃっ」


    　強く否定しようと声が大きくなり、僕は職員室で注目を集めた。


    　渡わた辺なべ先生の瞳ひとみが妖あやしく輝き、僕をつぶさに観察する。


    「──四しノ宮みや君、業ごうが深いわね」


    　嫌な汗が頬ほおを伝う。弁明が難しいな。秘密厳守を破ることになるし。


    　僕は話を切り上げるために退散しようとして、


    「四ノ宮君へ今日のアドバイスー。なあなあな関係はダメよー。学生の時はね」


    　渡辺先生が今日のアドバイスを送った。


    　それで何かを変えろと強要はされない。あくまでとりとめのない雑談がメインで、最後のアドバイスはオマケみたいなものだ。どうするかは僕に任せている。


    　お気楽で繊細な雑談。それが距離感を気にする僕への配慮なのだとわかった。


    　僕の心の変化を感じたのか、呼び出し回数は少し減っている。


    「……便利な生徒君としての扱いは変わってないよーだけど」


    　変化と言えばもう一つ。


    　目下、僕を深く悩ませる問題だ。


    　プリントを抱かかえて廊下を歩いていると、正面から黒髪眼鏡めがねの男達が鴨の行進みたいにやって来る。学業優秀な特進科の男達で、一いち之の瀬せさんを崇あがめている連中だ。


    　一之瀬さんは先頭で品よく笑っている。


    　寮内とは別人で、背景に白いシクラメンが咲いているように見える乙女おとめっぷり。


    　僕が脇に逸それて集団をやり過ごそうとすると、一之瀬さんが手を振った。


    　わざとらしく僕へ微ほほ笑えんで、わざとらしく愛情たっぷりに。


    　特進科の男達が、いっせいに僕を見た。


    　僕を殺すような視線が突き刺さる。


    （ああ、全員殺気立っているよ……。一之瀬さんも、自分の行為が周りにどう影響を与えるか知っているだろうに……わざとらしくじゃなく、わざとだよなあ）


    　このところ、一之瀬さんの様子がおかしい。


    　甘やかしを求めてくるのはいつものことだけど、やけに僕に集中して甘やかしを求めてくるような。あるてが近くにいる時でも、僕にそう訴えることもある。


    　僕が拒否するから、こうして学校で嫌がらせするのかな。


    （何を考えているのか……よくわからないや）


    　僕は他人のふりでこの場を離れようとし、


    「つれない態度です」


    　一いち之の瀬せさんの言葉に、特進科の男達は僕を呪のろうように睨にらんできた。


    



    



    　ファミレスでのアルバイトを終えて、帰路に着く。


    　暗い夜道をコンビニ弁当（あるてには朝、夕食は準備しなくていいと断りを入れた。悲しい顔をされた）を抱かかえて歩くのはアパート生活の時と変わらない。


    　ただ、夜分と呼ぶにはまだ早い時間で僕は帰宅できた。生活費の負担が楽になったので、生活に余裕が出てきている。今日のアルバイトも早めに切り上げられた。


    　問題は明後日あさつて、三日から始まるＧＷ……大型連休中の飲食業は地獄だ。


    　朝からお客さんの回転数が高く、休む暇ひまなく動き続けなきゃいけない。家族連れが多いためか店が騒がしい。丸一日忙しくて、清掃と発注をする余裕がなく、サービスも少しずつ低下するためか、ＧＷ終盤にはお客さんの怒号が上がることも多い。


    　そして、四月に心機一転とアルバイトを始めた人が辞める時期だ。


    　うちの店長は「生き残りを育てるのが醍醐味」とブラック思考で、新人を忙しいＧＷにフルタイムで入れたがるが、今年は同僚の奥様達が止めた。人手不足は困るのだ。


    　なので今年は全員で負担し、連勤というわけじゃない。


    　変化しつつある日常を感じながら、日ひ和より寮りようへ帰宅した。


    　さっさと自室に戻ろうとしたが、自室前の共同ルームが騒がしかったので立ち止まる。


    　共同ルームでは長テーブルを挟み、一之瀬さんと八や重え桜ざくらが口論していた。


    「桜さくらちゃん、なんでそんなに酷ひどく怒るん!?　うち、女の子やで!?」


    「酷く怒るようなことをするからだろーが！　あと桜ちゃん呼ぶな！」


    　口論の原因は謎なぞだが、まちがいなく一之瀬さんが悪いハズだ。


    　額ひたいに血管を浮かべた八重桜に、被害者ぶる一之瀬さん。加害者と被害者の絵面が逆転している見慣れた光景だ。


    　少し違うのは、三さん条じようさんが居い心ごこ地ち悪そうに二人の間にいたことだった。


    「音ね子こお姉ちゃん助けてーなー。うちが悪くないって証明してーなー」


    「知らないよ。音子さん関係ないし」


    　嘘うそくさい泣き顔の一之瀬さんに縋すがられ、三条さんはそっぽを向く。


    　三条さんは他の寮生に興味がない態度をとる。


    「あ！　おかえり優ゆうちゃん！　朝はごめんね。音子さんとしたことが、我わが身可か愛わいさに」


    　いつも我が身可愛い三条さんは安心したように笑った。


    　僕以外には懐なつかないのかな。あるてには比較的態度が柔らかいようだけど。


    「音ね子こお姉ちゃんに見捨てられた……もう生きていかれへん……」


    　頭を垂れた一いち之の瀬せさんを、三条さんは厳しい目で咎とがめる。


    「……あのね？　厳しいことを言うけれど、今のままじゃ弥や栄さかちゃんは野の良らで生きていけないよ？　野良の世界は厳しいよ？　自分だけが頼りなんだよ？」


    　元野良猫が人間相手に野良の厳しさを語っている。


    　人はいつか野生に帰れと言いたいのか。


    「……せやね、音子お姉ちゃんの言う通りや。あーあ……うち、音子お姉ちゃんみたいな強い人になりたかったなあ。厳しい野良でも気高く生きる音子お姉ちゃんに……」


    「ま、まあ？　音子さんは強すぎた感あるので、簡単に真ま似ねできないかな」


    「うち、音子お姉ちゃんみたいな素敵な女性になりかった」


    　三さん条じようさんの頬ほおがヒクついた。プライド高いし、褒ほめられると弱いのかな。


    　嬉うれしいのかチョロ猫。


    　三条さんは両腕を組み、「親分は子分の面倒を見るもの……日ひ和より寮りようは音子さんの縄張り的なとこあるし……喧けん嘩かを治める音子さんはカッコイイ的な？」とぶつくさ言ったあと──。


    　三条さんは毅き然ぜんとした態度で、八や重え桜ざくらと向かい合う。


    「門もん司じちゃん、女の子を虐いじめるのはよくないと思うの」


    　僕は呆あきれ、八重桜は困惑していた。


    「門司ちゃん、ちゃんと聞いてるの!?」


    「あん……？」


    　八重桜の眼光が鋭い。そりゃそーだろうさ。


    　気け圧おされた三条さんだが、視線を彷徨さまよわせながらも食い下がる。


    「そうやって、女の子を睨にらみつけるのもよくないと思うの！　前にも言ったけれど、弥栄ちゃんは女の子、音子さんは素敵な女性……優しく扱わないと駄目でしょう！」


    「そーだな。前もそーやって横槍を入れやがったな」


    　三条さんが一之瀬さんにノせられて喧嘩を止めるのは、これが初めてじゃない。


    「あ、あの時は言いすぎたし、音子さんも反省して──」


    「反省した結果、俺の部屋のドアノブにカレイの干物を吊るしたのか？」


    「お詫びの印だよ。門司ちゃんは狩りが苦手そうだったので」


    「……魚くせーんだよっ！」


    「そ、それの何が悪いの!?　お魚だよ!?　人間でも食べやすいように干物だよっ!?　なんで怒るの!?　門司ちゃんの怒りどころがサッパリわからないっ！」


    　三条さんの逆ギレに、八重桜は苦々しい表情だ。


    　なんかゴメン……。あれでも昔は本当に愛らしい猫だったんだよ……。


    「わーった。もういい、アンタは引っこんでくれ」


    　八や重え桜ざくらが乱暴に手を振ると、三さん条じようさんが過剰に怯おびえた。


    「ふ、不良でもボーリョクはよくないと思います！　でも、音ね子こさん人間相手に後れはとらないので。音子さんには手刀がありますので」


    　三条さんは手刀で十字を切り、八重桜は心底辛つらそうに眉み間けんを押さえた。


    　黒幕の一いち之の瀬せさんは安全圏から「音子お姉ちゃんの手刀は大地を割く」とか「日ひ和より寮りようの大おお山やま倍ます達たつ」とか煽あおるので、気をよくした三条さんが手刀速度を上げていく。


    「見逃しちゃうよー。音子さんのおっそろしく速い手刀を見逃しちゃうよー」


    「手刀で八重桜が倒れたら、三条さんの非道は僕が見逃さないよ。というか暴力に訴えるな」


    　さすがに喧けん嘩かを止めに入った。


    　手刀ポーズで固まった三条さんは僕へ抗議する。


    「で、でも、音子さんは素敵なお姉ちゃんとしての責任が！」


    「今まで僕以外にお姉さんキャラをしていた？　してないよね？　だいたい、今の三条さんは悪戯いたずらに場を引っかき回す面倒な人にしか見えないよ。面倒の化身だよ」


    　僕がハッキリ言うと、三条さんは涙目になった。


    　三条さんは救いを求めるように一之瀬さんへ視線を移す。


    「音子お姉ちゃんは素敵なお姉ちゃんしとうよ？　素敵の化身や」


    　おのれ堕落の化身め。まだ三条さんを操ろうとする気か。


    　僕と一之瀬さんと八重桜。それぞれの視線に追い詰められた三条さんは、見苦しいぐらいにあたふたした。


    「ね、音子さんはー……音子さんはー」


    　三条さんは手刀をぶんぶん振り回したあと、


    「優ゆうちゃんはアホー！」


    　僕が悪いことにして共同ルームを飛び出した。


    　三条さんは勢いよく扉を開けて、僕の部屋へ消える。


    「優ちゃん『は』ってなんだよ！　せめて『の』にしろよ！　僕をアホそのものにするな！　というか僕の部屋に入らない！」


    　また僕の布ふ団とんを占領するつもりか。こうなったら気が済むまで布団から出てきやしない。


    「……今日も共同ルームで寝るしかないか」


    　疲れからか肩が重い。


    　八重桜は怒る気も失せたようで……というか焦燥している。


    　一応、三条さんのおかげ（せい）で喧嘩は治まった。


    　ここ最近の一之瀬さんと八重桜の喧嘩はグダグダで終わる。


    　三条さんは一之瀬さんにコントロールされ、喧嘩のたびに八重桜へけしかけられていた。独自の論理を展開し、次の行動が読めないので、八重桜には天敵らしい。


    　一人勝ちの一いち之の瀬せさんは鼻歌中だ。お気楽そうにスマホを弄いじっているよ……。


    「喧けん嘩かですか？　喧嘩はいけませんよー」


    　そんな中、遅れてあるてがひょっこり現れた。


    「喧嘩なのかな……喧嘩にもなっていないような……」


    　喧嘩未満のなあなあな幕切れだ。


    　首を捻ひねりながら僕は荷物を置きに部屋へ戻ろうとし、あるてに袖そでを引っ張られる。


    　あるては片かた頬ほほを膨らまし、僕のコンビニ袋を不満そうに見ていた。


    「いや、今日は何時に帰れるかわからないから自分で用意するって、朝に言ったじゃないか。あるてを待たすわけにもいかないし、ご飯を冷ますのも悪いし」


    「私はいつまでも待ちますし、冷めるのがご不満というなら──」


    　新婚カップルかよと、内心で照れた。


    「優ゆう斗とさん、電子レンジって知っていますか……？」


    　あるては真剣な表情だ。僕を馬ば鹿かにしているんじゃないのがすぐわかった。


    　遠回しに「私のご飯は温め直すことができる」と言いたいのだ。


    「……コンビニ弁当も電子レンジで温められるんだよ？」


    「文明の利器に負けましたっ」


    「文明の利器で勝とうとしたじゃないか」


    　そうやって普段のやり取りをしていると、


    「おかーさん。おかーさん、ひざまくらー」


    　僕等の会話に割りこむように、うつ伏せの一之瀬さんが両手足をバタつかせた。


    　あるてはとことこ駆け寄って「はいはい、どうしました」と一之瀬さんを膝ひざ枕まくらする。


    よくもまあ、堂々と甘えられるもんだなあ。


    「あんねあんね。四しノ宮みや君がうちと距離を開けんねん」


    「優斗さんは恥ずかしがり屋さんですからねー。頑固さんでもあります」


    　本人の前であけすけな話をしないで欲しい。


    「でも優斗さんは優しい人です。特に、心を許した人には真しん摯しですよ」


    「せやねん。幼おさな馴な染じみには頭が上がらんようやし、なんだかんだで音ね子こお姉ちゃんには甘いの。でも……うちには冷たい。他人のように接するの」


    「今はまだ。ですが、いつかきっとです」


    「そうなん？　毎日うちを甘やかしくれる？　うちの好きな物を用意して、しんどい時は慰めてくれて、うちが暇ひまな時は一緒に遊んで、うちの理想の四ノ宮君になってくれる？」


    「はい、優斗さんなら、きっと」


    「そっかあ。勉強頑張って出世して、うちを養ってくれる四ノ宮君は優しいなあ」


    　いかん。僕への期待が膨らんで、僕の預かり知らない四ノ宮君になったぞ。


    　放っておくと大変なことになりそうだ。


    「誰が未来こみで甘やかすか。僕織りこみ済みの将来設計はやめてくれ」


    「うちの知っている四しノ宮みや君はそんなこと言わへん！」


    「僕のよく知る僕はそうだよ。こちとら、僕との付き合いは生まれてからだぞ」


    「うちを騙だましていたん？　ダーゲンバッツも用意してくれへんし！」


    　あるての膝に甘えながら、一いち之の瀬せさんは足をバタつかせた。


    「高いんだよ。パイントサイズなんて買ったら、一日のアルバイト代はあるじゃないか」


    「おかーさんおかーさん、お金を理由に四ノ宮君がうちと仲良くしてくれへん。金の切れ目が縁の切れ目なんやー」


    「今はまだ。ですが、いつかきっとです？」


    　あるてがチラと見てきたので、僕は目を逸そらす。金を払うのは僕なのに縁も何もないよ。


    　三さん条じようさんを支配下に置いたせいか、最近の一之瀬さんは調子にのっている。


    　ストッパー役の八や重え桜ざくらが機能しない今、目の上のたんごぶは僕になるわけで……。


    　だからか、虎こ視し眈たん々たんと僕を御そうとするのかな。


    　ほくそ笑む一之瀬さんの瞳ひとみに「次はお前だぞ」という意思が見えた気がした。


    　ふん、僕は絶対に隙すきを見せないぞ。絶対に一之瀬さんを甘やかさない。


    　──そう、絶対にだ。


    



    



    　その翌日のこと。僕は一階の浴場へ軽い足取りで向かっていた。


    　一階の浴場はいつも清潔で広く、湯船に浸つかれば魂が洗濯された気分になる至極のお風呂。


    　毎日の楽しみだが、難点なのは「男女共同」であり「時間制」なこと。


    　その時間も「月初めに時間の入れ替えがある」ようで、今月の連絡事項が書かれた手書きの用紙が、僕の部屋の扉に挟まれていた。男女平等で公平に時間を作るスタンスらしい。


    　時間は注意しなきゃな。なんせ、日ひ和より寮りようの女性陣は濃ゆい。


    　間違おうものなら僕は何をされるやらだ。


    「ま、僕に限ってそんな間違いするわけがないんだけどなー」


    



    　脱衣所の扉を開けた先には──半裸の一之瀬さんがいた。


    



    　下着姿の一之瀬さんが立っていた。


    　大きな瞳をパチクリさせて、闖ちん入にゆう者の僕を見定めている。


    　とても女の子女の子した可か愛わいい下着姿の一之瀬さんは、慎ましやかな形のよさそうなお椀を二つ、胸部に収めていた。


    　下半身の肉付きがよく、臀でん部ぶから太ふと腿ももにかけてのラインが蠱こ惑わく的。


    　ああ、一いち之の瀬せさんはお尻と足なんだな、と冷静でいる僕がいた。


    　徐々に自分のやらかしっぷりを自覚して、心臓が跳ねる。背筋に冷たい汗が流れるのに、目は熱いぐらいに痛く、冷気と熱気が同時に襲いかかり頭の中がぐちゃぐちゃだ。


    　普段動じない一之瀬さんが赤面したのを見て、


    「きゃ──」


    「うわあああああああああああああっ！」


    　僕は日ひ和より寮りように響き渡るほどの叫び声を上げた。


    



    　──そのすぐあとに、僕は共同ルームで土下座していた。


    　額ひたいを畳にこすりつけ、ジャージ姿の一之瀬さんへ平身低頭で謝っていた。


    「うちの心は寛大や。申し開きを聞こうやないか」


    「時間を間違えたようで、女子の時間に脱衣所へ入りました」


    「許さへん」


    　最大級のやらかしをした僕は、たいそう絵になる土下座中。


    　申し訳ない気持ちもあるが、もう一つ理由があり、一之瀬さんの下着姿が脳裏に焼きつきすぎていて視線をまともに合わせられなかった。


    「そ・れ・に・や！　なんで四しノ宮みや君が叫ぶん!?　逆やない！　ぎゃーくっ！」


    「きょ、恐怖のあまり」


    「うちの下着姿はホラー映像か！　その感想は失礼やと思わんの！」


    「すごく喜びました！」


    「そ、率直すぎるわ変態！　もっと言いようがあるやろ！」


    　顔が赤い一之瀬さんに、つま先で頭をぐりぐり踏まれた。


    　いつもなら怒髪天を衝つく行為だが、言い訳しようがないので僕はただただ震え声で謝る。


    「お美しい下着姿でありました。美の女神アフロディーテと見間違いました」


    　ぐりっとさらに頭を踏まれる。


    「セクハラやと思わんの！」


    「すいません。すいません。すいません」


    　さっきから汗が止まらない。脱衣所で女子と鉢合わせなんて男子高校生だし、正直ラッキースケベですよ。でもご時勢と一之瀬さんは、僕を簡単に許してはくれないだろう。


    「優ゆうちゃんも反省しているようだし、許してあげなよー」


    　騒ぎを聞きつけた三さん条じようさんが間を取り持ってくれる。


    　三条さんナイスフォローだ。素敵なお姉ちゃんしているよ。


    「音ね子こさんなんて全裸姿を何度も見られているよ。優ちゃんガン見して、その上で触ってくるんだよ。とんだ変態さんだけど、音ね子こさん大人の女性なので許しました」


    　それは黒猫時代の話だろーがっ。


    「あかんよ音子お姉ちゃん。変態は一度許せばつけあがる。ここは更生させるために罰を……何をして貰もらうか考えるべき」


    　絶対に隙すきを見せないつもりが、僕はノーガード状態だった。


    　全面的に僕が悪すぎて、言われたい放題でも黙って土下座するしかない。


    「……そうね。音子さんも女の子の裸を見るのは悪いと思うの。大罪だよ」


    　こ、この馬ば鹿か猫、手の平を返しやがった。


    　あわよくば「音子さんも何かして貰う」算段だな！


    　それとなく助け舟を出す八や重え桜ざくらはいない。事情を知った八重桜は首を静かに振って、弱肉強食の世界で負けたインパラを見るような目で去っていた。


    「けど、うちと四しノ宮みや君の仲や。手て酷ひどく扱うんは心が苦しなる」


    　一いち之の瀬せさんは僕の頭をひとしきり踏み終わると、僕の肩に手を置いた。


    「せやから四ノ宮君、明日うちとデートしよっか？」


    「デ、デート!?　う、嬉うれしいけれどシフトを確認しないとわからないかなー」


    　一之瀬さんとのデート。絶対にただのデートで終わるわけがないよ。


    　僕が悪いのは確かだが、なんとかして別の方法で許して貰わなきゃ。


    「明日はアルバイトないんやろ？　うち、しっとうよ」


    「え？　なんで、誰にも教えていないのに……」


    「ちょっと前に、この部屋にシフト表を忘れてたやん。四ノ宮君が確認しなくても、うちがちゃーんと覚えとうから大丈夫やで？」


    　一之瀬さんは魅力的に微ほほ笑えんだ。


    　使うタイミングではコロリとやられると思ったが、使われたタイミングが裏を感じずにはいられなく、僕はただただ引ひき攣つった笑みを返した。


    



    



    　五月三日。ＧＷ初日はデートで始まる。


    　デートの相手は特進科のアイドル一之瀬弥や栄さかだ。


    　アイドルの裏側を知る僕はとても偶像崇拝する気になれず、デートのことを忘れようと昨晩は早々に床につき、おかげで快眠だった。目覚めもよく、今日のためにコンディションを最高に合わせたと指摘されたでもしたら、遺憾の意を表明したいまである。


    　雷光閃ひらめき、「デス・マリア」と命名されそうなハリケーンが発生して、儲もうける桶屋が風ごと吹っ飛びそうな歴史的暴風雨にならないか願ったが──快晴だ。


    　雲一つありゃしませんよ。


    　ラフな私服に着替え、僕は日ひ和より寮りようの玄関で靴くつを履いた。


    　出発は別々だ。


    　一いち之の瀬せさんの「デートの雰囲気を味わえるように」という心憎い心配りだ。


    「優ゆう斗とさん。普段の気取らないお姿も素敵ですが、ここはおかーさんが選んだ服装で向かわれては如何いかがでしょう？　今日という日が、将来よい思い出になるかもですよー」


    「今日という日を将来へ繋つなげないために、僕はラフな格好で行くんだよ」


    　あるては経緯を知らないようだが、僕らが仲良くなるならと張り切っていた。


    　どこからか服を引っぱりだし、こうしておかーさんチョイスを披ひ露ろうしてくる。


    「この服を着た優斗さんはとても風流だと、おかーさんは思うのです」


    「京都の町並みなら、まあ」


    　あるてが満面の笑顔で見せびらかしたのは着物だ。


    　着替えれば僕は書生さんへ様変わり。


    「はっ!?　ひょっとして……おかーさんの感性は少々古いでしょうか？」


    「スタイルは確立しているかと。でもね、ＴＰＯが大事。とても大事」


    「てぃーぴぃーおー……たしかに、そのブランドではありません。ですが服の生き地じはとてもよいもので、時が経っても色褪あせない趣おもむきがあります。一度袖そで丈たけを測るだけでもー」


    　ＴＰＯはブランド名じゃない。


    「袖丈を確認するついでに、ハグするように見えるんだけど」


    　つついと近寄ったあるては、着物を持ち上げて顔を隠した。


    「そんなことはしません。今のおかーさんは寸法を測る職人なのです。仕事に私情は挟まない熟練の職人なのです。そこには仕事への誇りしかなく──」


    　僕はカーテンと化した着物を人差し指で下げる。


    「きゃん」


    　あるては頬ほおを紅あかく染め、目を逸そらしていた。


    　母の愛情云々抜きに、ただ単にハグが好きな子じゃなかろーな。


    「それじゃあ行ってくる。着物は機会がある時にね」


    「──優斗さん」


    　あるては眉まゆ尻を下げた。


    　何か言いたげにしていたが、意を決したように僕に告げる。


    「弥や栄さかさんのことを見てあげて下さいね」


    「……保護者が必要なほど、一之瀬さんは子供じゃないと思うけど」


    「はい、子供じゃありません。多感な女の子です。優斗さんの素振りを気にしたりする、可か愛わいい女の子です」


    　デートするならリードしなさいね、と言いたいのかな。


    「わかったよ。えっと、次の機会はもう少しお洒落しやれするよ」


    



    （弥や栄さかさんのことを見てあげて下さいね、か）


    　言葉の意味を考えながら、僕は日ひ和より寮りようをあとにした。


    　電車を乗り継いで都心へ向かう。


    　数十分。不安と一緒にガタゴト揺られ、地上を走る電車も気づけば地下に潜りこむ。そこから何駅か向かった先が目的地だ。


    　駅直結の複合施設に、僕はあっという間に到着してしまった。


    　二百以上の多様な店舗があり、緑との共存を謳うたった施設で都心部ながら木々が目立つ。映画館もあって、外を歩けば電気街や女性向けの大型ファッションビルもある。さらに歩けば、若者向けのファッション街だ。


    　地上へ上がり、中央広場の円柱を背にする。


    　集合十分前。待ち合わせには少し早いかな。


    　周囲は家族連れが目立ち、子供が小さな噴水で遊んでいた。


    　あんまり若者向けの場所じゃない。本当ならもう少し先の駅で降り、ファッション街へ向かう。同級生に出会う危険性を考えた僕は、都心に行きたがる一いち之の瀬せさんへ泣きを入れた。


    　そうやって情けない僕を思い返しながら待っていたが、


    「……遅い。連絡しても反応ないし」


    　かれこれ三十分以上は待たされていた。


    「ま、まさか、デートの駆け引き的なものとか!?　僕を恋のトラップに陥おとしいれる気じゃ!?」


    「そんなものは一切ありません。四しノ宮みや君が来る三十分前には着いて、喫茶店でコーヒーを飲みながら四ノ宮君が焦じれる様子をしばらく楽しんでいました」


    　すぐ隣に現れた一之瀬さんを睨にらむ。


    「手間かけた嫌がらせを……暇ひまなの？　律儀なの？」


    　……一之瀬さんは私服だった。いや、当たり前だけどさ。


    　ゆったりめのニットにタイトスカートといった、ふんわり春コーデ。外面の印象と服を合わせてきた一之瀬さんは、キャスケットを被かぶり眼鏡めがねをかけていた。
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    「どこかの誰宮ヘタレ君のせいで、仕方なく変装セットです」


    　一之瀬さんはふんわり微ほほ笑えみ、僕を責めた。


    「特進科の連中に刺されたかないの。痴情のもつれって警察に処理されたかないの」


    「石橋を叩くのも大切ですが、渡らなければ意味はありませんよ」


    「……なんで標準語？」


    「四ノ宮君の好みかと思いまして」


    　一瞬ドキッとしたが、一之瀬さんが異性の好みに合わせるいじらしい性格なハズがない。


    　僕が愉快な反応を見せそうだから、そんな至って単純で性格の悪い理由だ。


    　すごく可か愛わいいけど。うぐぐ。


    「その悔しそうな反応。さすが四しノ宮みや君、期待を裏切らない残念さ」


    　一いち之の瀬せさんは嬉うれしそうに笑った。擬態か自然かは見抜けない。


    「それでは行きましょうか。ここは人が多すぎて……お互いに人混みは苦手でしょう？」


    「僕はそうだけど、一之瀬さんは賑やかな場所が好きそうだよね。だから都心でのデートを提案したんじゃ？」


    「いつまでも呆ほうけた顔をしていないで、早く行きますよ」


    　一之瀬さんは質問には答えずに、先を歩いて行く。


    　だから都心でのデートを提案したんじゃと続けようとしたが、一之瀬さんが歩いて行く。


    　端正な横顔が、何かを誤ご魔ま化かしているように見えた。


    



    



    　ショーウィンドウを横目に、施設内を二人で歩く。


    　デート経験はないけれど、頑張ってリードすべきかどうかは考えた。


    　学校で偶像崇拝されている子とデートしているのに、緊張せず（意識はするが）にいられるのは、名ばかりのデートであると理解しているからだ。


    　一体何を要求されるんだかと、僕は高そうな服を一いち瞥べつする。


    　僕の不安そうな姿に、一いち之の瀬せさんは小さく息を吐いた。


    「心配しなくても洋服なんてねだりません。私達は学生で寮生活。お互いの金銭事情はある程度わかります。四しノ宮みや君が、実はお金持ちのケチンボだとしてもです。ダーゲンバッツを買ってくれない人だとしてもです」


    「何か言いたそうだね」


    「器が小さいとも、日ひ和より寮りようで一番子供だとも思っていません」


    「……僕が気にくわないならそう言っても構わないよ。かなり凹へこんでやるよ」


    　一之瀬さんが僕に顔を近づけた。


    「気にくわない人とデートすると思っています？」


    「う……い、いやでも、いい玩具おもちやだとは思っているよね？」


    「いいえ？　日和寮で一番遊び甲が斐いのある、面白い子供だなんて思っていません」


    　面白い玩具扱いかよ。


    　それになんだよ子供子供って、いやでも、さすがに三さん条じようさんよりは大人だよな？


    　僕がそう考えていると……うわあ、一之瀬さんニタニタ笑っている。


    　僕の考えはお見通しか。そこまで人を見られるのなら、他人との距離感は僕よりうまく計れるだろうに、僕の苦手な距離にわざと入っているよな。


    　……一歩引いている自分を感じる。


    「四ノ宮君、あそこに行ってみましょう」


    　一之瀬さんの嬌きよう笑しようと共に、僕の手が掴つかまれる。


    　僕の感情も安いもので、簡単に気を持っていかれた。


    「ま、待って！　別に手を繋つながなくてもいいじゃないか！　さすがに意義を申し立てるよ！」


    「お忘れのようなので言いますが、着替えを覗のぞいたのはどこの四ノ宮君でしたか？」


    「ここにいる四ノ宮君です」


    　連行されたのはアロマやハーブの専門店だった。


    　ハーブの小瓶が棚に並べられ、アロマキャンドル等が販売されている。ボディケア用品もあるので石せつ鹸けんの匂いが鼻につき、浴場での出来事を思い出して頬ほおが熱くなった。


    「アロマキャンドルはおかーさんが好きそうです。ハーブのことなら……桜さくらちゃんがこの場にいたら色々説明してくれそうですね。音ね子こお姉ちゃんは……花より団だん子ごでハーブティーを好むでしょうか」


    　全員の反応を想像する一之瀬さんは楽しそうだ。


    「そして、四ノ宮君はお値段を気にするお年頃」


    　ついに来た。ここから僕のお財さい布ふは貪むさぼられるんだ。


    　一之瀬さんに好き放題に毟むしられて、最終的にお星さまになった不ふ憫びんな財布を想像していると、若い女性店員さんが一いち之の瀬せさんに声をかけ、談笑が始まった。


    　僕が会話に入れずにいると、店員さんが話をふる。


    「素敵な彼女さんですねー。大切にしないと天罰が下りますよー刺されますよー」


    　え？　僕は彼氏に見られているの？


    「違います。知り合いです。たまたま知り合っただけの、たまたまな人です」


    　僕はマジのトーンで言った。


    　僕の態度に店員さんは次の言葉を失くしている。


    「彼、恥ずかしがり屋なんです。私がいくら下の名前で呼んでってお願いしても、全然呼んでくれなくて……。そうです、いいキッカケなので弥や栄さかって呼んで下さい」


    「一之瀬さん」


    　僕は素っ気なく言った。


    「四しノ宮みや君、ワンモア」


    「一之瀬さん」


    「ね？　恥ずかしがり屋でしょう？」


    　仲のいいカップルな感じにされた！


    　店員さんの僕達を見る目が温かい。意固地になって否定しても、僕が幼く見えるだけか。


    「一之瀬さんだって四ノ宮君呼びじゃないか！」


    「四ノ宮君は四ノ宮君です。『四ノ宮君』ってなんだか抜けた語感でしょう？」


    「ハハハ、日本中の四ノ宮姓の住所を調べてあげるから謝りにいこうぜ」


    　店員さんが喧嘩するほど仲いいですねといった感じで間に入る。


    「面白い彼氏さんですねー」


    「すごく抜けた性格で面白いんです。でも自分の夢に真まっ直すぐな熱い一面もあって、一生懸命に夢を追う姿に私は惹ひかれました」


    「彼氏さんの夢ーですかー？」


    　僕の夢ってなあに？　そんな話したっけ？　


    「人を笑顔にする素敵なお笑い芸人になりたいと……彼は毎日努力しているんですよ」


    　僕の夢はお笑い芸人。知らなかった。


    　日ひ和より寮りようでのツッコミの日々は糧かてとなっていた……わけあるかーい。


    「今日もデートなのにお笑い力を鍛えたいとかで、私にお題を振るようにお願いしているんです。例えば、そのお風呂にも飾れそうなアロマキャンドル。これを使って今から面白いギャグを披ひ露ろうしてくれますよ。お風呂で思い出し笑いしそうな、素敵なギャグをです」


    　無茶ぶり極まりすぎだろう。


    　しかし「お風呂」を強調して、僕に選択権はないと暗に脅している。


    「それは楽しみですねー。彼氏さんの素敵なギャグー」


    　店員さんはアロマキャンドルを僕に手渡した。


    　真偽はさておき、話の流れにのっかるつもりか。


    「落ちこんでいる時に彼のギャグを聞いた時……私、生きる活力を得たんです。彼のギャグは癒いやしに満ち、それでいて懐なつかしくて温かい。母なる海を連想します」


    　逃げ場はない。しかもハードルが上げられた。


    　どうせやるなら僕は華々しく散りたい──そうだよ、ギャグなんて簡単だ。勢いに任せ、語感のよい単語を並べればいいだけだ。わかりやすくキャッチーで、一瞬その意味を考える言葉の羅列。そして下ネタは避ける。相手は女性二人だし、何より品がない。


    　大人的知性を感じる単語で、かつ、子供染みたギャップを狙え。


    　そうして僕は、アロマキャンドルを天高く掲げた。


    



    「アロマキャンドルが、キャキャンドールッ！」


    



    　時が、確実に止まっていた。


    　店員さんは僕をガン見して、赤面した一いち之の瀬せさんは口元を隠した。


    　あれは共感性羞しゆう恥ちじゃない。ダダ滑りの僕に爆笑しかけて、声を押し殺しているんだ。


    　胃がシクシクする。やばい、泣きそう。


    「ア……アロマキャンドルが……キャキャンドール……」


    「ね？　素敵でしょう？　な、なんせ彼は……えふっ」


    　一之瀬さんの声が震えていた。というかむせやがった。


    「こほん、それでは私がギャグの解説をしましょう。まず、なぜ『キャキャンドール』だったのか？　語感のよい言葉を並べることだけを意識した四しノ宮みや君は──」


    　一之瀬さんは僕の思考を読んだようにギャグの解説に入る。


    　寒いギャグの説明なんて人格否定並みの所業だが、怒る気力すらなく、あとで「キャキャンドール君」として店で噂うわさされることに僕は涙した。


    



    



    　それからお店を三店舗ほど回り、全店舗で僕のギャグが冴さえわたった。


    　いや、三店以上回ったような……思い返すと記憶にノイズが走り、脳の自己防衛機能が働いてしまう。どこかのお店で僕は「リプライ十姉妹君」と噂されているのは確実だが。


    「下着売り場は、さすがに私のセクハラになりますね」


    「死ぬ……死ぬ……死ぬから……ここで待たせて……」


    　燃え尽きた僕は施設内のソファに座り、ひと休みついでにしばし別行動になった。


    　一応荷物番の役目を授かり、僕は脇に置いた一之瀬さんの手荷物を見る。


    　一いち之の瀬せさんはあるてへのお土産みやげ用にアロマキャンドルを買ったり、使い勝手のよい単語帳を買ったりと他には──これ以上は辛つらい記憶も思い出すので止めよう。


    　とりあえず派手めの物を買わせるわけでなく、全部一之瀬さんの自腹だ。


    　本当に普通のデー……お買い物だ。


    　いや全然普通じゃないけど。去り際の一之瀬さんの表情は輝いていたけど。


    　行く先々で一発ギャグをかます、そんなデートがあってたまるか。


    「一之瀬さんの考えが全然読めない……ほんと苦手だ」


    　僕の思考を読むし、距離感を気にせず弄いじり回すし。


    　他人の干渉を避け、誰にも頼らず生きたいと願う自分は変えたい。


    　それでも、雄ゆう三ぞう爺じいのように、一人で強く生きたいと願う僕もいた。


    　愛想笑いで返せなくなった自分が、以前より子供に思える。


    「どーしてこんなことに……お風呂の時間はちゃんと覚えていたハズなのになあ。だいたい、一之瀬さんと一緒にいるのを同級生にでも見られたら──」


    「優ゆう君？」


    　再度、時が止まったように感じた。


    　僕を「優君」で呼ぶのはこの世でただ一人──従妹いとこで幼おさな馴な染じみの神かん林ばやし真ま菜なだ。


    　正面にいる真菜はＴシャツにデニムパンツとシンプルな真菜らしい恰かつ好こうで、髪は珍しく下ろしている。本人はショートヘアが好きなのだが、少年に間違われるのが嫌で髪を伸ばしていたりする。それぐらい中性的で、性格もさっぱりしている。


    　何かと僕を心配してくれる、僕には勿体ない幼馴染だ。


    「今日は休み？　アルバイト漬けの優君が珍しいね」


    「あ、ああうん。今年のＧＷはわりと暇ひまになって……というか最近はアルバイトの時間を少し減らしているよ。べ、勉強する時間も欲しいしね」


    　自然と言い訳がましくなった。


    　よりにもよって、何で勘のいい真菜が現れるんだ。


    「勉強？　大学へ進学する気になったんだ」


    「進学は考えていないよ。でも一年の後半から成績が落ちてきたからさ、ちょっと──」


    　真菜越しに、一之瀬さんの姿が見えた。


    　少し離れた店舗案内の看板の後ろから僕の様子を伺っている。


    「ちょっと？」


    「ち、ちょっと、ちょっと、ちょっと、ちょっと、ちょーっと頑張りたいと思ってさ！」


    　慌てふためいた僕を見て、一之瀬さんは薄気味悪く微ほほ笑えんだ。


    　一之瀬さんは看板に指を這はわせ、お高そうなお肉の店で止める。


    （四しノ宮みや君。お肉が食べたい）


    　──伝わる。一いち之の瀬せさんの考えが読めてしまう。


    「そこまでちょっとを連呼されると、頑張る気がないように思えるんだけど」


    「い、一夜漬けで勉強してきたとか言いたいタイプなんだよ」


    （花の女子高生なら、体重と美容を気にして大根サラダでも食べてろよ！）


    　真ま菜なにバレないように、身振り手振りで一之瀬さんを追い払おうとする。


    「……優ゆう君、アロマに興味があったの？」


    　真菜が買い物袋を不思議そうに観察していた。


    　まずい。一之瀬さんとのデートバレはまだしも、至った経緯バレは非常にまずい。


    「ア、アロマキャンドルが、キャキャンドールッ！」


    「え……？　え？　優君？　え……？」


    　恥を完全に捨てきった僕の誤ご魔ま化かしギャグに、真菜はドン引きの表情だ。


    　僕に注意は引けたがかなり辛つらい……。でも、心が折れるわけにはいかない。


    「お笑い芸人を目指そうかなって、どうかな？　今の一発ギャグ」


    「両親が悲しむからやめなさい」


    　冷たい表情の真菜の背後で、一之瀬さんは看板を力強く指差した。


    （四しノ宮みや君。お肉が食べたい）


    （引っこんでろ！　真菜に脱衣所のことがバレでもしたら、僕はめちゃくちゃ怒られるんだよ！　両親を引き合いに出されて、こっちは心が折れる寸前なんだぞ!?）


    　僕の不審な動きに真菜は首を傾かしげ、背後を振り返る。全身が凍りつきそうだった。


    　一之瀬さんは看板の影に隠れたので助かったが、もう下へ手たに動けない。


    　真菜が僕へ向き直る。


    「あ、優君。忙しくないのなら、今度アタシの家で食事しない？」


    「え？　でも叔お父じさんがいい顔しないんじゃ？」


    　僕の未成年後見人は真菜の父親だ。


    　過去によい思い出がなく、良好な関係ではなかったが、最近挨あい拶さつしに行った。


    「お父さん色々思うところあったみたいで、今度優君を呼んで食事会をしないかって」


    「……叔父さんが、そんなことを言ったんだ」


    　僕が過去のしがらみを思い返していると、一之瀬さんは再度看板を指差して「四ノ宮君。お肉が食べたい」と邪念を送ってくる。


    　人が真ま面じ目めな話をしているのに、僕を窮地に追いこんで何が楽しいんだ。


    「優君、リクエストはある？　お母さんも奮発するって言ってたし、なんでも頼んでいいよ。そうは言っても、気軽にお願いできないよね……」


    　と、僕の反応に業ごうを煮やしたか、一之瀬さんが歩み寄ってきた。


    「お、お肉が食べたいかなっ！　お肉いいよね！　ジューシーでお高いやつ！」


    　一いち之の瀬せさんの圧力に負けて、僕は声高らかに叫ぶ。


    　ただ声のボリュームが大きすぎて、周囲の注目を集めてしまった。


    「あのさ、優ゆう君はお外で人の注目を集めるのが好きなの？」


    「……お笑い芸人には必要なスキルだよね」


    「アタシはお笑い芸人目指してないし、巻きこまないでね？　恥ずかしいんだから」


    　耳を赤くした真菜に、人差し指を突き立てられた。


    「そうだよね。恥ずかしいよね。白状すると僕もなんだ……」


    「優君のお願いごとだし、そこはちゃんと聞くけどさ。ねえ、引っ越ししてから優君おかしいよ？　いい変化もあるみたいだけど……大丈夫？」


    　心配かけてばかりの幼おさな馴な染じみへ「大丈夫だよ」と言ってやりたい。


    「うん……ほんと気をつけるよ……うん……」


    　でも、小躍りする一之瀬さんの姿を見て、僕は大丈夫と言葉にできなかった。


    



    



    　夕方前には日ひ和より寮りようへ帰宅できた。


    　僕は共同ルームに荷物を置くなり、畳へ倒れこむ。


    　精魂尽き果てました。真ま菜なと別れてからの無茶振りラッシュは思い出したくもない。


    　ここにいるのは出で涸がらしの出ノ宮優ゆう斗と君だ。


    　デート後半も絶好調だった一之瀬さんは同じように畳へ寝転がり、今は三さん条じようさんに足をマッサージされていた。


    　否、させていた。


    「音ね子こお姉ちゃん上手やわー。さすが野生の王やー」


    「そうね！　音子さんそーゆー野性味溢あふれるところあるからね！」


    　三条さんは不満も持たず、むしろ得意気に一之瀬さんの足を揉もんでいた。


    　マッサージに野生は関係ない……なんにせよ哀れ、三条さんも僕も。


    「綺き麗れいやし、強いし、可か愛わいいし、うちと全然違う。眩まぶしいなあ」


    「そうね！　音子さんはそーゆーお姉さんだしね！　なかなか評価されなかったけど！　猫のプライドを保ったまま、人間としての美を追求しちゃった感があるので！」


    　猫が猫なで声に籠ろう絡らくされていた。猫のプライドはいずこへ。


    　ほんと褒ほめられるのに弱いな。プライドが高いからこそ逆になのかな。


    「音子さんは素敵なお姉さんなので！　マッサージ頑張っちゃうよ！」


    　鼻息の荒い三条さんは完全に支配下に置かれていた。おそらく本人的には心を許したつもりはない。弱者の面倒を見ているつもりなんだ、アレで。傍かたわらから見たらまったくはそうは見えないけど。


    　最悪だ。一いち之の瀬せさんが日ひ和より寮りようで天下を取りつつある。


    （くっ、僕の心身を擦り減らし、御する目もく論ろ見みだろうがそうはさせるかっ）


    　最後の砦とりで（暫定）が踏ん張らなきゃ──そう気張った僕の頭がふんわり持ち上がる。


    「おかえりなさい。優ゆう斗とさん、弥や栄さかさん」


    　妙に嬉うれしそうなあるてが、僕に膝ひざ枕まくらしていた。


    「あんねあんね、今日はたくさん四しノ宮みや君にワガママ言っちゃった。四ノ宮君は優しくしてくれたけど、口も利けんぐらい疲れとうみたいで……だから労いたわって欲しいんよ」


    「おおー？　優斗さんは女の子を大事にする、ないすがいさんでしたか」


    　楽しそうな一之瀬さんを見て、あるてはニコニコ顔で僕と視線を合わせた。


    　あるての膝枕。


    　自立した大人が膝枕されていいわけないけど、今は抵抗する気力がない。


    「優斗さんは約束を守る優しい人です。おかーさん嬉しいです」


    　……約束ってなんだっけ？　


    　しかし、あったかいな。ハグの時もそうだけど、心も一緒に温かくなるこの感覚。あるての慈愛が伝わってくるようだ。首筋も痛くないし、低反発で柔らかいふとももが僕を吸いこむように密着する。


    　あるてのお膝は掃そう除じ機だー。その心はー驚くぐらいに吸いこむからー。なんてフフフ。


    　──これは危険だ。間違いなく僕を駄目にする膝枕。


    　脳内お花畑化した僕は、慌てて起き上がろうとした。


    　あれ？　あれれ？　あれれれ？


    　動かない？　動く気があるのに身体からだが持ち上がらないぞ!?


    　僕の肉体が、僕の魂が、全身全霊であるての膝を求めているのか!?


    「疲れた身体におかーさんの膝枕は効くやろー？」


    　一之瀬さんは計算通りといった口ぶりで、ニヤリと笑う。


    　まさか僕を膝枕の虜とりこにするため、疲れさせたのか？


    「せっかくうちが好みに合わせてあげても、態度を軟化させなかった四ノ宮君。それならそれでええの、そんな四ノ宮君は嫌いやない。でもうちは、うちのお仲間になってくれる四ノ宮君が好きやで？」


    　僕を自堕落仲間にする気だ。


    　僕を甘えん坊同志にして、金こん輪りん際ざいうるさく言わせない腹か！


    「気持ちいいですか？　優斗さんが頑張った分、おかーさんが褒ほめてあげますー」


    「うぉぉぉうぉぉぉぉ」


    　掠かすれ声で叫ぶ僕の頭を、あるてが幸せそうによしよし撫なでた。


    　背筋に電流が走り、全身が脱力する。


    　やばい蕩とろける。何コレ。無性に赤ちゃん言葉で話したくなってくりゅうっ。


    「あるての『あ』は愛していますの『あ』ー♪」「のぉぉぉのぉぉぉぉ」「音ね子こさんもっと頑張るよー音子さん素敵なお姉さんなので！」「あるての『る』はルコウソウの『る』ー♪」「ぬぉぉぉぬぉぉぉぉ」「音子さん頼りがいのあるお姉さんなので！」


    　混こん沌とんとしか言いようのない場で、一いち之の瀬せさんが勝ち誇ったように笑った。


    「おかーさんも、音子お姉ちゃんも、四しノ宮みや君もみんなみんなうち大好きやでー」


    



    「お前の天下はそこまでだ。弥や栄さか」


    



    　日ひ和より寮りようの最終防壁（本命）。


    　誰よりも常識人で不良なアンビバレンスの男──品のあるワイシャツ姿の八や重え桜ざくらが現れた。


    「ちっ……酷ひどい有様だな。だが、この悪夢は俺が終わらせるさ」


    　八重桜は主人公みたいな台詞せりふを吐いた。


    　頼もしい表情と相まって、僕が脇役のように思えてくる。


    「悪夢を終わらせるだって？　この状況を打開する手があるのか？」


    「……膝ひざ枕まくらされながら真剣な表情をされても気が抜けるんだが。ったく、さっさと起き上がれ、お前は簡単に堕おちる人間じゃないだろう？」


    「もちろんさ、僕の理解者がいて嬉うれしいよ」


    　──しかし僕は膝枕から離れられない。


    「駄目ですよー。優ゆう斗とさんはとってもお疲れなのですから、はい、なーでなで」


    「おぉぉぉおぉぉぉぉ、違うんだよぅぅぅ、これには理由がぁぁぁぁ」


    　八重桜は見限るような目をして、僕から視線を外した。


    　そして八重桜は、不敵な笑みを浮かべる一之瀬さんを見据える。


    「ふっふっふ。勝算があるよーやが、桜さくらちゃんはうちに勝てんよ」


    「勝つ必要はねえ、お前の天下を終わらせるだけで十分だ。っつーか桜ちゃん呼ぶな」


    「……音子お姉ちゃん！　アタックや！」


    　一之瀬さんのコマンドに反応して、ほどよく訓練された三さん条じようさんは「ステキナオネエチャンダカラ」と鳴いて攻撃姿勢へ移行したが、


    「喧けん嘩かは駄目ですよー。喧嘩両りよう成せい敗ばいですよー」


    　あるての一言ですぐに大人しく座った。


    　以前、喧嘩両成敗であるてに思いっきり撫なで回されて疲れていたしね。仕方ないね。


    「喧嘩をするつもりはねぇさ。俺は真実を明かしたいだけだ」


    「真実？　うちには事件を悪戯いたずらに混乱させとるよう見えるわ」


    「ふん……妙だとは思ってたんだ。優斗は抜けているが規則は守る。アホだが自分が不利になる真ま似ねは絶対にしねえ。『風呂の入れ替え時間を間違えて覚えた』なんて不自然なんだよ」


    「人間にミスはつきもんや。四しノ宮みや君を見ていればそれはわかるやろ。探偵さんは間違いを犯さない人間と言うなら別やけどな！」


    　子芝居が始まった。二人共ノリノリだ。仲いいよね。


    　でも、さりげなく僕をディスらないで欲しい。


    「八や重え桜ざくら、僕はあとで用紙を確認したよ。残念だけど、僕が間違えて覚えていた」


    「──そうだろうな」


    「そうだろう？　どういうことだよ八重桜！」


    　僕も声に熱が入ってしまった。三さん条じようさんに「優ゆうちゃんそれっぽい」だの、あるにて「みなさんお上手ですねー」と褒ほめられる。このだだ甘やかし環境。


    「俺が真実に気づけたのは……ぶっちゃけ偶然だ」


    　八重桜はそう言って、皺しわくちゃになった用紙を僕達に見せた。


    　膝ひざ枕まくら中なので若干見み辛づらい。


    「今月の連絡事項だ。玄関のゴミ箱に捨てられていた。捨てられたのは別におかしかねーが、優ゆう斗との行動が腑ふに落ちなかったからな……俺は用紙を調べて、とある事実に気づいた。この用紙は『入れ替えの時間が、間違って記述されている』」


    　共同ルームに衝撃がはしる。


    　天井付近に「!?」が表示されそうな勢いだ。


    「で、でも僕があとで用紙を見直した時は間違ってなかったよ!?」


    「すり替えたんだろうな」


    「つまり、僕が最初に確認した用紙は偽物……？　だから僕は時間を間違えた？」


    「そして、わざわざ寮母の筆跡まで似せた連絡事項を作って、自分に都合のよい状況を作る。俺はそんな馬ば鹿かげた真似をする大馬鹿野郎は、この日ひ和より寮りようで一人しか知らねぇ。最後の最後で詰めが甘かったようだな……そうだろうっ、弥や栄さかぁ！」


    　一いち之の瀬せさんに視線が集まる。


    　あるては特に驚いたようで、口元を両手で覆おおい隠した。


    「弥栄さん……」


    「……ごめんな、おかーさん。でも今はうちの口から何も語られへん」


    「弥栄さん……わかりました。おかーさんは信じて待ちます」


    　いやいや、雰囲気に流されないでよ。


    「誤ご魔ま化かすんじゃねーぞ弥栄。お前が仕組んだのはわかっている」


    「はっ！　その程度の小細工、うちにとっては日常茶飯事やろ！」


    「日常茶飯事にするんじゃねーよっ！」


    「それにや桜さくらちゃん！　真相を明かしたぐらいで、うちをやりこめたと思わんことやな！」


    「桜さくらちゃん呼ぶな！　ったく、俺は初めから勝つ必要はねえと言ったろうが」


    　八や重え桜ざくらは考えありげに僕を見る。


    　真相は明かされた。


    　僕はずっと手の平で踊らされていた。脱衣所で僕が一いち之の瀬せさん以外の人と鉢合わせする可能性もあったのに……その時はその時で、別の手段を考えていたのかな。


    　ふつふつと、喉のど元から頭にかけて熱が滾たぎる。


    　散々なデートの内容が、一気にフラッシュバックした。


    　──『アロマキャンドルが、キャキャンドール！』『これリプライ十姉妹だからー。これリプライ十姉妹だからー』『その単語帳、開いてる感じだよね』『バスケット☆シューズ！』


    「ふ、ふっざけんなよっ!?」


    　あまりの怒りで僕は膝ひざ枕まくらの呪じゆ縛ばくから解き放たれた。


    　僕は立ち上がり、涼しい顔の一之瀬さんへ怒鳴る。


    「ぼ、僕がどんな思いで、ギャグを披ひ露ろうしたと思っているんだ！　誰が夢はお笑い芸人だ！　吐血する思いで毎度ギャグを披露したくないよっ！」


    「マニア受けする芸人として成功しそうな気はするで」


    「ただでさえ狭き門なのに、さらに狭い客層狙いにいきたかねーよ！　くっだらないデートに付き合わせてさっ！」


    「くだらないってなんや！　面白かったやろ！」


    「一之瀬さんはなっ!?」


    　八重桜の気持ちが痛いほどわかる。


    　いつも白けた感じで喧けん嘩かを傍観していてゴメンナサイ。


    「それに四しノ宮みや君はうちの下着姿を見れたんやで！　一生もんの宝を得たに等しいやろ！　少しお返しを貰もらってもええやない！　うちも恥ずかしかってんで!?」


    「恥ずかしいなら最初からやるなよっ!?」


    　この子、まじで謝らねえっ！


    　冷静な大人であろうとする意識が全部吹っ飛び、僕は力の限り叫んだ。


    「一体何がしたいんだ！　嫌がらせしたいのなら人形相手にでもやってろよ！」


    「四ノ宮君こそ……何？　四ノ宮君はうちにとってなんなん？　友達でもないし、寮生なのにうちとは妙に距離を開けるし、おかーさん独占気味だし」


    　逆ギレかよと言いかけたが、真剣な表情に圧おされて僕は言葉を呑のんだ。


    　一之瀬さんと僕との関係。今はその話じゃないだろう。


    「──なんで四ノ宮君は、うちを甘やかしてくれへんの!?」


    　結局はそれじゃないかと僕が言い返す前に、


    「はい、喧嘩両りよう成せい敗ばいです」


    　あるてが両手を叩き、喧けん嘩かを終わらせた。


    　──そして日ひ和より寮りようの決まりごと。喧嘩両りよう成せい敗ばいがあるてのジャッジによって下される。


    　あるてが命じた罰は「相手を気持ちよくさせること」だった。


    　僕は一いち之の瀬せさんに触れて、気持ちよくさせようと指を這はわす。


    　すると一之瀬さんはピンク色な声を漏もらした。


    「四しノ宮みや君……あかんて、強すぎや……うち、うち……もうっ……」


    「言うと思ったし、照れないよ。余裕があるなら、もっと強くするけど？」


    　僕は一之瀬さんの肩を揉もんでいる。僕達はお互いを順番でマッサージしていた。


    　まずは、半日歩き回っていたお互いの疲れを癒いやしましょう、相手への思いやりを養いましょうと、あるての心遣いを察する罰だ。一之瀬さんの華きや奢しやな肩に指を食いこませるたび身体からだをくねらせるので、内心では恥ずかしかった。


    　一之瀬さんめ、わざと過剰反応しているな。


    「ちゃうねん。まじめに痛いねん。憎しみが伝わってくるんよ」


    「爺じいちゃんはこれぐらいが気持ちいいって言っていたよ」


    「女子高生の柔らかい肩と、お爺ちゃんの肩を比べるってなんなん!?　四ノ宮君は女の子に対する扱いが失礼すぎへん？」


    「足で僕をマッサージした人に言われたくないね」


    　一之瀬さんが振り返った。


    「なんでご褒ほう美びやと思えんの!?　四ノ宮君！　そういうところやで！」


    「どういうところだよ！　ご褒美に思える人間になって欲しいのか！」


    「ちょっとした主従関係になるだけやん！」


    「ちょっとでは済まない関係じゃないか！」


    　やいのやいの言ってしまい、また喧嘩両成敗にならないか不安になった。


    　あるては隣で朗ほがらかに笑っている。これは大丈夫らしい。


    　今回の件は、十割十分十厘一之瀬さんが悪いのに納得いかない。今は照れ臭さが勝っているが、一之瀬さんへの怒りが消えたわけじゃないぞ。


    　不満を訴えるようにあるてを見ると、納得したように頷うなずいた。


    「わかりました。おかさーんも優ゆう斗とさんをマッサージしてあげましょう！」


    「へ!?　ぼ、僕の視線はそういった意味じゃなくてさっ！」


    　そうして、マイペースなあるての甘やかし攻撃が炸裂した。


    



    



    　さて、あるてから裁きを受け、お互いの身体を揉んだ僕達は仲直りできたかというと。


    　共同ルームでの晩御飯中だ。


    　ジャージに着替えた一いち之の瀬せさんが、あるてに珍しく不満を述べた。


    「お、おかーさん。うちは椎しい茸たけ少なめって言ったやん」


    「そうなのですか？　優ゆう斗とさんが『一之瀬さんは苦手な物を克服したいらしくて、椎茸大盛りでお願い』とおっしゃっていましたので……弥や栄さかさんの頑張りを応援しますよ」


    　一之瀬さんの鋭い視線を、僕は素知らぬ顔で流した。


    「ところであるて、なんで僕に密着して食事をしているの？」


    「弥栄さんが『四しノ宮みや君はおかーさんの膝ひざ枕まくらの虜とりこになったらしく、甘え足りないのでもっと側そばにいて欲しいとボヤいていた』とおっしゃっていましたので」


    　僕の咎とがめる視線を、一之瀬さんは僕の皿へ椎茸を運びながら流した。


    「優斗さんは寂しがり屋さんですものね。おかーさんが側そばで見守ってあげます」


    「ち、近いって！　ほぼゼロ距離じゃないか！　見守りすぎだよ！」


    　あるてが頬ほおを擦さするので僕は身み悶もだえる。


    　そんな情けない僕を、仕掛けてきた一之瀬さんが何な故ぜかつまらなそうに見ていた。


    　それから、台所でのことだ。


    　自室の小型冷蔵庫と違い、共同ルーム隣の台所にある大型冷蔵庫は効きがよく、保管スペースも格段に広く、何かと便利なので寮生もわりと私物を入れている。


    　かくいう僕もデザートを置いていたのだが、


    「僕のアイスがなくなっている……っ」


    　冷凍庫を漁ってもアイスが見当たらない。


    「どーしたの優ゆうちゃん？　捜し物？」


    　三さん条じようさんが捜していた僕のアイスを食べながら声をかけた。


    「……加害者が被害者を煽あおって、傷害事件が発生したのを知っている？」


    「知らなーい。ねえねえ、このアイス美お味いしいよ。優ちゃんも今度食べてみなよ」


    「それは、僕の、アイスだ」


    「え？　カップに『音ね子こさん用』って書いてたよ？　誰が書いたのか知らないけど」


    　心当たりがすぐ浮かぶ。犯人の一之瀬さんは壁に凭もたれてニヤニヤしてやがった。


    　故意じゃないので三条さんへは怒りづらい。やってくれるじゃないか。


    　一之瀬さんは鼻歌を歌いながら僕の側を通りすぎ、冷蔵庫の扉を開く。


    「うちのプリンがなくなっている……!?」


    「あのプリンは弥栄ちゃんのなの？　フタに『三条さん用』って書いてたよ？」


    　晩御飯前に入れ違いで書いていたようだな。僕達は火花を散らすように睨にらみ合う。


    　その狭はざ間まで、三条さんは一人幸せそうにアイスを食べていた。


    



    　──そんな小競り合いが幾度も続いた。


    　あるてから喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいと言われないよう水面下で動き、相手に仕掛ける。


    　お互い怒らないラインを踏み越えないよう注意し、相手が苛いら立だつラインを見極めてやるので、子供じみているようで高度な戦術を必要とする。第三者を巻きこんでの政治的な様相も見せ、はたから見れば子供っぽいが、子供にはできない高度な喧嘩だ。


    　燻くすぶったフラストレーションが、さらに溜たまった気もするけど。


    　だからといって、ここで引き下がるのは大人じゃないのだ！


    　僕は次の一手をお風呂で模索するべく、脱衣所の扉に手を掛けた。


    「ほんまにその扉を開けてもええの？」


    　背後にいた一いち之の瀬せさんの言葉に、僕は指を止めた。


    「今は男子の時間だよ？　本物の用紙で確認している」


    「四しノ宮みや君がまた間違っているかも知れへんよ？　さっき渡された用紙が本物だって証拠はどこにあるん？　偽物だった場合、おかーさんの脱衣シーンや音ね子こお姉ちゃんのお風呂シーンを覗のぞくかも知れんよ？」


    「嬉うれし恥ずかしイベントが毎度あってたまるか。あ、いや、別に嬉しくはないよ……」


    「自分の記憶に自信があるなら開けたらええ」


    「言われなくても」


    　再度脱衣所の扉に手を掛けて、躊躇ためらった。


    （本当に僕の記憶は正しいのか？　新しい用紙は本物だったのか？）


    　考えれば考えるほど自分の記憶が信じられなくなってくる。


    「ふっふー、四ノ宮君の考えがわかるよ。記憶なんて曖あい昧まいなもの……そうして思考の迷路に陥るがええわ。四ノ宮君が日ひ和より寮りようのお風呂に入ることは二度とないんやー」


    「……何をやっているんだお前らは」


    　脱衣所の扉が開き、八や重え桜ざくらが現れた。


    「なんだ、八重桜か」


    　あれ、少しガッカリした僕がいる？


    「俺はお前らに子供じみた喧嘩をさせるために、真相を明かしたわけじゃねーんだがな」


    「うち、喧嘩なんかしとらんし」「子供じみた喧嘩じゃないし」


    　八重桜は深く息を吐いた。


    「ったく、変に長引かせているじゃねーか」


    「べっつにー、四ノ宮君の態度とかうち全然不満じゃないしー」


    　一之瀬さんは文句ありげに僕を見る。だから甘やかす気はないっての。


    　けどそういえば、八重桜と一之瀬さんの喧嘩は頻ひん繁ぱんにあるが長引かない。コツがあるのかもしれない。


    「しゃーねーな。とにかくお前らケリをさっさとつけろよ。舞台は用意してやるから」


    「ケリって、さすがに女の子相手にタイマンするわけには」


    「俺が不良だからって、なんでも暴力で解決すると思うなよ。鬱うつ憤ぷんを溜ためたままより、勝者を明確にしたほうがお互いにスッキリするだろ？」


    「そうかも知れないけど……内容は？　公平な勝負とかあるの？」


    「まあ、腕力勝負なら優ゆう斗との圧勝。学力勝負なら弥や栄さかに勝てる奴やつはいねえか」


    　八や重え桜ざくらは面倒臭そうに顎あごをかいた。


    「そうだな……母の日が近いし、母の日で勝負するのはどうだ？　母の日の贈り物で寮母が一番喜ぶ物を用意した者が勝ちだ。健全な勝負にもなるだろ」


    「あるてに贈り物？　母の日は再来週の日曜だし、勝負のケリがつくのに時間がかかるよ？」


    「準備期間も必要だし、その頃にはお互い頭も冷えてるだろーよ」


    　不毛な争いは一旦終わらせ、まともな勝負事へ変える気か。


    　さすが（自称）不良だ。実に紳士的な決闘で血が騒ぐ。


    「明確に勝敗がつくなら、それで構わないよ」


    「異論はないで、桜さくらちゃんにしてはええ案や」


    「桜ちゃん呼ぶなっつーの。話がまとまったなら、俺は部屋に戻るぞ」


    「でも、ちょーっと足らんわ。ルールを追加する」


    　八重桜が片眉まゆを上げた。


    「そう難しいことはあらへんよ。まず桜ちゃんも参加することがまず一つ。それと一番重要なのは『勝者が敗者に一つ命令できる』こと。シンプルやし、勝負も盛り上がるやろ？　勝者と敗者、もっと明確にすれば尾を引かんと思うんよ」


    　一いち之の瀬せさんが僕を横目で見る。


    「弥栄に都合のよすぎるルールじゃねーか」


    「八重桜が参加するのはともかく、ルール追加に僕も賛成だよ」


    　ただ勝つだけじゃ面白くないのは同意だ。


    　敗者を徹底的に負かして、僕に二度とちょっかいかけないようにしてやる。


    「なーんでも命令事を聞いてくれるようやで？　楽しみやわー」


    　一之瀬さんは冷笑した。


    「誰が素直に負けてやるなんて言ったよ」


    「わーったわーった、とりあえず落ち着け。ったく、俺もそれで参加してやるよ」


    　こうして三人の意見はまとまった。


    　母の日勝負──それは、三人の中で母の日にあるてが一番喜ぶ物を用意できた者が勝者となる。そして、勝者は敗者に一つだけ命令できる権利が与えられるのだ。


    　子供っぽい内容だが、そんな遊び心も時には必要だろう。


    　そうして僕は、仁義なき戦いに身を投じることになった。
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    　母の日勝負。それは、残酷で無慈悲な大人の喧けん嘩か（主観的感想）。


    　あのあと、一いち之の瀬せさんから命令事についての調整が入った。


    「あとで冷静になって、手心加えてまうのはツマランやん？　だったら先に命令事を紙に書こう。そんで封筒に入れて、勝敗が決したあとに開封する流れにしよー。そっちのほうが面白いやろ？　すぐ準備するわー」


    　ということで命令事を書いた紙を封筒に入れて（細工しそうな一之瀬さんは止めて、八や重え桜ざくらが準備した物）、信頼のできる人間に渡す流れになった。


    　が、日ひ和より寮りようで信頼できる人物は少ない。


    　僕達は台所の冷蔵庫前で「音ね子こさんの名前が書かれた食べ物、他にないかなー」とパブロフの猫と化した三さん条じようさんをスルーし、あるてに三つの封筒を渡した。


    「事情は存じませんが、この封筒を厳重に保管すればよいのですね」


    　事情は伏せた。本人をダシに勝負しているとは言い辛づらかった。


    　あるて以外に渡したかったが、候補が少なすぎる。


    「優ゆうちゃん優ちゃん！　音子さんの名前が書かれた食べ物、明日になったらあるかな!?」


    　訂正。候補がいなかった。


    　ちなみに封書に入れた僕の一之瀬さんへの命令事は「僕に深く干渉しないこと」だ。


    　八重桜用も同じ内容だったりする。


    　もう少しソフトな言い方をしたかったが、他に何も思いつかなかった。


    　八重桜に文句はないのだが、わりと真まっ直すぐに距離を詰めてくるので、先手を打つことにした。あの距離感は一応不良（キャラ）だからだろうか。


    　なんにせよ母の日は再来週の日曜なので時間はある。贈り物はゆっくり考えればいいさ。


    　そして、おやすみ直前になって僕は布ふ団とんから飛び起きた。


    「あるての喜ぶ物が全然わからない……」


    　自室のテーブルに肘ひじをついて、僕は頭を抱かかえた。


    「……母さんの時はどうしてたっけ？」


    　小さい頃だったし、単純に花を贈ればいいとタンポポを千ち切ぎって、「みやびおかあさんへ」と書いたメッセージカードを一緒に贈ったような。


    　母さんは喜んでくれたが、僕はもう大人だ。


    「さすがに子供の時と同じようにいかないよな」


    　よい案が落っこちていないか、部屋をぐるりと見渡す。


    　目立つのはローチェストの上にある中身のない写真立てと、黒猫のぬいぐるみぐらい。


    　質素で飾り気のない僕の部屋。ヒントなんてありやしない。


    　──あるても、何を渡しても喜ぶ気はする。


    　僕が一生懸命に作ったのなら、それこそ泥団だん子ごでも、三ツ星レストランの料理をふるまわれたように喜び、母親みたいに食べる振りをしてくれるハズ。それが本気なら、あるてはきちんと応えてくれる。


    　さすがに大おお袈げ裟さかな。


    　でも「優ゆう斗とさんの想いが詰まっています」と微ほほ笑えむあるてが容易に想像できた。


    「そんな思い出はプライスレスな話じゃなくてさ……っ」


    　頭をわしゃわしゃかいた。


    「だいたい……あの二人でも、あるては同じように喜ぶよな」


    　想いの力が等量ならば、勝敗は物理的ななにがしで決まる。


    　想いだけでは伝わらない。言葉にして相手にちゃんと伝わり、それが形になっていればなおいいに決まっている。だからこそ結婚指輪は存在する。


    （これ、僕の分ぶが悪いよなあ）


    　あるてと出会ってまだ間もない。


    　二人がいつから日ひ和より寮りように住んでいるか知らないが、僕よりはあるてに詳しいっぽい。


    　母の日の贈り物一発勝負じゃあ、僕が負けるのが目に見えている。


    （細かく好感度を稼ぐか？　あるての好みを探りながらとか）


    　すごく大人的でスマートな作戦だ。


    　勝負が決まるのは母の日なら、それまでの準備期間に何をしようが僕の勝手だ。


    （だから、八や重え桜ざくらは準備期間って言ったのかな）


    　好感度を稼ぐ作戦に出るのも見通したとか……考えすぎかな。


    　けど、一いち之の瀬せさんとの喧けん嘩かの熱は、作戦立案に注がれている。ただの喧嘩より建設的だ。


    （それが八重桜の思惑だったのかな。誰が大人で、誰が子供なのか……考えると嫌になるな）


    　両りよう頬ほほをぴしゃりと叩いた。


    　僕がこの考えに至ったのなら、一之瀬さんも同じ考えに至ったハズ。余計なことに考えあぐむ暇ひまはない。この準備期間から戦いは始まっている。ＧＷの空いた日は部屋に籠こもってパズルでもしようと考えていたが、そんな暇はない。


    　立ち上がった僕は上着を羽織る。深夜でも、駅近くのスーパーは営業していたな。


    「一之瀬さんにだけは絶対に負けたくない……っ」


    　そうして、僕はＧＷ二日目に備えた。


    



    



    　本日は晴天。好感度を稼ぐにはよい日和。


    　早朝の台所で、パジャマから着替えた僕は調理をしていた。


    　自室の簡易キッチンじゃなくて、共同ルーム隣の台所に僕はいる。


    　調理スペースや火力の問題で自室のコンロじゃ物足りなくて、僕は朝ぼらけの頃合いに起きだして朝食の準備を始めていた。食材は昨晩、自転車（日ひ和より寮りよう共有）で大型スーパーに買い出しに行った。


    　僕がパプリカを刻んでいると、


    「おおー？　おはようございますー？」


    　眠たそうなあるてが現れ、僕の調理姿とスーパーの袋を交互に見た。


    　朝も早いのに、やっぱり普段から早起きして仕事しているみたいだ。


    「おはよう、あるて。ご覧のとおり、今日の朝食は作らなくていいよ」


    「ですが──」


    「心配しなくても五人分ある。ちゃんと全員分の朝食を作っているよ」


    「優ゆう斗とさんが……？　五人分を……？」


    　あるては口元を両手で覆おおい、瞳ひとみを潤うるませる。


    　目元に涙を溜ためて、今にも泣きそうだ。


    「か、勝手に料理をしたのがマズかった？　何も泣きそうにならなくても」


    「嫌なわけありません。これは嬉うれしいからなんです。感動の涙です……優斗さんがみなさんのために朝食を作っているなんて」


    　厳密に言うとあるてのためなんだけど、あるては目元を拭い、嬉しさ半分幸せ半分な笑顔で駆け寄ってきた。


    　僕をハグっとする気だ。


    「待って待って待って！　調理中！　包丁を持っているからっ！」


    「はっ!?　そうでした。調理中にふざけない。家事の鉄則なのに私としたことが」


    　あるては恥ずかしそうに咳せき払いした。


    「優斗さん、早く包丁を置いて下さい」


    「包丁がなければよい話じゃないよね。結局ふざけるよね」


    「おかーさんは真剣です。マジでマジメなおかーさんなのです」　


    　あるては真剣には程遠い、柔らかい笑顔で指を一本立てた。


    「優斗さん、知っていますか？　『お母さん』の語源を」


    「あるて、知っている？　僕が一体今何をしているのか」


    「諸説ありますが、面白い点は『母』という文字には音読みにも訓読みにも『かあ』がありません。元々ある呼び方に、あとから母と当て字をしたのがわかります。それでは『かあ』はどこから来たのか？」


    「長くなる？　僕は調理中なんだけど」


    「長くなりますね！　それではかみ砕いて言いますとー、お母さんの語源は太陽です。つまり、一日はお母さんに始まり、お母さんに終わるのです！」


    　太陽のような眩まぶしい笑顔で、あるては両腕をいっぱい広げた。


    「あるて、僕は今、調理中」


    　調理中で押しきった。それで聞き分けてくれると思った。


    　実際あるては片かた頬ほほを膨らましたが、強硬手段には訴えなかった。


    　あるてはペンギンのように台所をうろついたあと、「それではお願いしますね」と言って、今度は嬉うれしさ半分寂しさ半分な表情で去った。


    （……ここで素直にハグを受け容いれていたら、母の日勝負に勝てるのかな）


    　そんなことを考えながら、僕は大きいフライパンをふるって調理していった。


    　共同ルームに料理を並べるころには、全員が揃そろっていた。


    　パエリア（海鮮多め）にフレッシュなサラダ付き。朝から少し重いかもだが僕の得意料理だし、これにはみんな感嘆するに違いない。


    　料理を見るなり、私服姿（一人ジャージ）の皆様は「はあ」と息を漏もらした。


    「はあ？　槍の雨が日ひ和より寮りように降り注いで、住むところがなくなったら俺は困るんだが」


    「はあ？　四しノ宮みや君、これでうちを懐かい柔じゆうしたつもり？」


    　感嘆の息じゃなかった。ため息寄りだった。


    「パエリアはねー、優ゆうちゃんの得意料理なんだよー」


    　得意料理だと三さん条じようさんへ教えたことはないが……まあ、置いておこう。


    「自信はあるよ？　高校生でパエリアを作れる人間はそういないんじゃないかなー」


    　僕は鼻高々に言った。


    「ま、まあ、作るのは久々だし？　スマホでレシピを見直したけど。スーパーの売れ残り食材だし、海鮮多めになったりはしたけど。五人分なので加減がわからなくて、若干味つけが大おお雑ざつ把ぱになったかもだけど。美お味いしいんじゃないかなー？」


    　一応ハードルは下げる。大人の予防線だ。


    　僕が促うながしたので、三人はスプーンを取った。


    　舌が肥えてそうな八や重え桜ざくらは「まあまあ」の評価。一いち之の瀬せさんは「こうして素直にうちを甘やかせばええのに、頑固やわー」と何な故ぜか人物を評価し、三条さんは「優ちゃん美味しいね！　優ちゃん美味しいね！」と高評価だが、食事は全部あの評価なので参考にならない。


    　総評はそこそこだ。


    　絶賛されるわけでもなく、マズイと批ひ難なんされるわけでもない。


    　……五人分だかんね。二人分ならね、美味しかったね。久々だしね、多少はね。


    　まあ別に？　本命に喜んで貰もらえればいいわけで？　評価は気にしてないし？


    　──さっきから反応のなかったあるては、少し困った表情でいた。


    「おかーさん、タコ苦手やで？」


    　一いち之の瀬せさんが残念そうな目で僕を見た。


    「え？　あ？　ご、ごめん……あるては好き嫌いなさそうなイメージがあってさ。聞けばよかったよね。ごめん、すぐにタコをスプーンで掬すくうよ」


    「四しノ宮みや君ちゃうの。タコの味が苦手やなくて、タコそのものが苦手なの。料理に使われるだけで食べられへんの。料理の出来に関係なくなー」


    　一之瀬さんが僕をたしなめた。


    　僕は恐る恐る顔を向けると、あるては申し訳なさそうに笑った。


    「すみません、せっかく優ゆう斗とさんに作っていただいたのに……。タコは悪魔の魚としての印象が強くて……文化の違いとはわかっているのですが」


    　僕はスプーンを置き、パエリアをぼんやり眺めた。


    　僕的には力作だったんだけどな……評価もそこそこだし、肝心のあるてには地雷料理となってしまった。色いろ艶あでやかなパプリカが、ままごとに使われる玩具おもちやの料理に見えてくる。


    （挽回しなきゃ。この状況を変えなきゃ。大人的に）


    　そう頭で考えても、気持ちは沈む。


    「あーんです」


    　そんな僕の様子を見て、あるてがスプーンでタコを掬い、僕へ差し出した。


    「い、今はそんな気分じゃ。そもそも、あーんは苦手だし……お、大人の立場としてもね」


    「そうなんですか？　優斗さんが苦手だったとは、おかーさん知りませんでした。私はいつも優斗さんの苦手なことをしてしまいますね」


    　いつも言っているじゃないかと、言葉を返せなかった。


    「これでおあいこです。痛み分けです」


    「……ん」


    　言いくるめられる形で僕はスプーンを受け容いれた。


    　僕の作った料理なのに、あるての料理と同じ温かみがあった。


    「優斗さんの心遣いでおかーさんはお腹がいっぱいです」


    「き、気持ちだけじゃお腹は膨れないし……しょ、食パンを焼いてくるよ」


    　幸せそうにあるてが微ほほ笑えみ、胸がすっと楽になる。


    　そんな僕を見て、一之瀬さんはまたまた不機嫌そうにしていた。


    　……僕が甘やかさないのも駄目で、僕が甘やかされるのも駄目なのかな。


    「えっと、一之瀬さんも食パンが欲しいのかな？　だったら用意するね」


    「……なんで当たり障さわりないように言うん？」


    　怒った口ぶりに僕は戸と惑まどったが、


    「つまり話の流れから考えて……音ね子こさんが全部食べていいんだよね？」


    　話の流れを三さん条じようさんがすべて持っていき、おかげで一いち之の瀬せさんとの会話が切れた。


    「ふーん……まあええ、あとで悔しい思いをするとええわー」


    　ただ、なんだか遺恨を残したみたいで不安が募った。


    



    



    　朝食は失敗したが、ここから挽回すればいい。


    　僕の作戦は変わらない、「あるての好みを探りながら、好感度を稼ぐ」だ。


    　あるての午前中の予定はそれとなく聞いてある。


    「今日ですか？　体力も余っているので午前中は大掃そう除じに決めました。共同ルーム隣に部屋がありますよね？　ずっと利用者がいなくて……二階の物置部屋と違って、節操なく物を置いたせいか散らかっているんです。そろそろ清掃しなければいけません」


    　今頃はその部屋で大掃除中。


    　大掃除なら人手が必要だ。あるての小さな身体からだじゃ苦労するハズ。


    　僕の得意分野で好感度を稼ぐなら今。失敗したが、それ以上に頑張ればいいだけの話だ。


    「大掃除なら服が汚れるかな？」


    　一応僕は学校指定のジャージに着替えた。


    　朝の失敗が頭をよぎるが僕は深呼吸し、そうして部屋の扉を開ける。


    「あるて、朝は迷惑をかけたし僕も大掃除を手伝──」


    「おおー？　今日の優ゆう斗とさんはひと味違いますねー」


    　体操着姿のあるてがいた。


    　大昔に廃すたれたはずのブルマ姿で、白い太ももを露出させている。胸元のゼッケンには「あるて」と名前が記入され、白いソックスがやけに眩まぶしい。


    　ひと味どころか、あるては隠し味が効きすぎていた。


    「おかーさんの仕事です。と言いたいですが、正直助かりました。見て下さい」


    　あるての「見て下さい」は積まれたダンボール箱や、使い方のわからない健康器具、海外の土産みやげみたいなオブジェと、生活に必要ない物ばかりの乱雑な部屋のことだとは理解していた。


    　だけど、僕はあるてに注目した。


    「卒寮生の置き土産が多く、なかなか捨てられなくて……溜たまっちゃいました」


    　普段は着物に割かつ烹ぽう着ぎだからか、肌の露出度が上がれば女の子な身体のラインを必要以上に意識してしまう。


    　いやいや、僕は仕事をしにきたんだろう？


    　うう、でも嫌になるぐらい気になる……。


    『四しノ宮みや君、業ごうが深いわね』


    　渡わた辺なべ先生の言葉が頭をよぎり、僕は頭を振った。


    「あるて、その恰かつ好こうは……？」


    　好奇心にも負けて、僕は尋ねてしまった。


    「この服ですか？　卒寮生の贈り物です。着られなくなったらしく、私に贈ってきました。動きやすく生き地じも洗いやすいので、大掃そう除じには丁度よいのですよ」


    「そんな子供のジャージを着る母親みたいなノリで……あれ？　名前もわざわざ書いたの？」


    「いえ、最初から書かれていました」


    　最初から書かれていた？　おかしくない？


    　そもそもブルマなんて何世代前だ。あまりしつこく聞くのは変態っぽいけど、気になるし。


    「……サイズもぴったりなようだけど？」


    「そういえば不思議ですね？　身体からだは私より大きい方でしたが……きっと、洗濯した時に縮んだのでしょう。洗濯あるあるです」


    「サイズぴったりに縮むミラクルは、そうないと思うのですが」


    　もしや以前、あるてに猫耳パジャマを贈った人物じゃないだろうな。


    「それではお掃除を始めましょうか。優ゆう斗とさんは力持ちさんなので助かります」


    　あるては僕に背中を向ける。サイズぴったりなブルマに、僕は思わず目を逸そらした。


    　あれが学生の体操着だった時代が考えられない……。


    「優斗さん？」


    「僕は業ごうが深くないぞ……これは遠い昔を慈いつくしむ気持ちであって……」


    　そう自分に言い聞かせて、手伝うことにした。


    　窓を開けて空気の入れ替えをしながら、重いダンボール箱を崩れないように積み直し、使わない小物は箱にまとめて押入れに片づけた。溜たまった埃ほこりを払い、そうやって二人で清掃しているわけだが、僕は気もそぞろで挙動不審だった。


    　原因はあるてだ。


    　あるてが屈かがんだり動き回るせいで、強調されるんですよ。諸々。


    「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん烈れつ在ざい前ぜん。臨兵闘者皆陣烈在前。臨兵闘者皆陣烈在前」


    「お経ですか？」


    「九く字じ護ご身しん法ぼうといって、中学生男子が覚える邪じや気き払いだよ」


    「え？　この部屋に邪気あります？」


    　無邪気に邪気を誘うあるては、部屋を見渡した。


    　ずっと動き回っているせいか身体が熱い。黙々と掃除していても気恥ずかしいし、突然ギャグを連発して恥を上塗りしまくりたくなる衝動に駆られる。


    　……でだ。緊張しているとやらかすもので、


    「優斗さん、このダンボール箱をお願いします」


    　あるてが重そうに持つ箱を、少し離れて受け取った。


    　そして、その箱がまずかった。


    「くっしゅんっ！」


    　あるてが埃ほこりに反応し、変に緊張していた僕は驚いて体勢を崩す。よろめいた僕はダンボールタワーへふらつき、そこからの流れは速かった。


    　崩れるタワー。小さな悲鳴。助ける僕。舞い散る埃。


    　──傍はたから見れば、あるてを押し倒している僕がいた。


    　密着してこそいないが、僕が両手であるての肩を掴つかんでいる構図なので、世間的に大変よろしくない事案だ。あるての乱れた髪や驚いた表情に、息ができない。


    「あ、ありゅてごまなし※※※っ！」


    　声にならない声が出た。


    　僕が懸命に息を整えていると、あるては僕の両りよう頬ほほに手を添えた。


    「大丈夫です、私は怪け我がをしていません。優ゆう斗とさんも怪我はありませんか？」


    　すべてを受け容いれるかのような表情に、落ち着いた声色。


    　心臓を撫なでられたような衝撃に、僕は身体からだを離して後ずさった。


    「大丈夫！　大丈夫！　大丈夫！　大丈夫の語源を知っている？　大丈夫は中国語で『立派な男子』という意味で、日本に伝来してしばらくはその意味だったんだよ！　僕は立派な男子で大人だからね！　ほんと大丈夫！　怪我はないよ！」


    　両手をぶるぶる振って取とり繕つくろう僕は、全然大丈夫じゃない（中国語的な意味で）。


    　部屋はダンボールの中身でしっちゃかめっちゃかだ。


    あるてに手間をかけさせて、僕は全然大丈夫じゃなかった（日本語的な意味で）。


    　結局、大掃そう除じは捗はかどらなかった。


    　好感度を稼ぐどころか仕事の邪魔になってしまった。穴があれば入りたいよ。


    「こんな日もありますよ。落ちこまないで下さいね。おかーさんはお風呂を掃除してきますので、ゆっくりお休み下さい」


    　あるては気にした様子もなく、次の仕事へ向かっていった。


    　追いかけるべきだが、失敗が続いたせいで尻込みする。相手に迷惑かけるのは僕の本位じゃない。だけど醜しゆう態たいを晒さらしたままなのは、立派な大人と思えない。


    　自室で数十分は悩んだあと、僕は意を決した。


    　一階の浴場を清掃しに行ったあるてを手伝うべく、風呂場の扉を開けた。


    　この時の僕はまだ、大いなる流れの中にいるのだと気づけなかった……。


    「あるて！　僕は大人だから失敗してもへこたれないよ。風呂掃除を手伝うよ──」


    「おおー？　今日の優斗さんはとても頑張り屋さんですねー」


    　業ごう──っと、風のような衝撃が僕を打った。


    　スクール水着姿のあるてがいましたよ。ハイ。


    　しかも恐らく、旧世代の遺産。旧スクール水着だよ。


    　体操着より布面積が少なく、胸元のゼッケンには「あるて」の文字。湯船の湯を抜き、シャワーで壁を洗っていたのか水着が濡れ、女の子なラインが際立っていた。


    「そんなにじっくり見て、この服も不思議ですか？　この服もその寮生にいただいたんです」


    「その寮生とは絶縁すべきじゃ？」


    　絶対に狙ってやっているぞ、その人。


    　僕のツッコミに、あるては少し怒った表情で近寄ってきた。


    「優ゆう斗とさん、人には人それぞれの価値感があります。たしかに、おかーさんをお着替えさせたがる困った癖はありましたが、自分の価値感を信じている方でした」


    「その人の価値観は信じないほうがいいかと……」


    「服飾が得意な方なんです。作った服をおかーさんによく着せてくれました……今は、ろりーたふぁっしょんなる界隈で、有名な服飾屋さんとして懸命に働いているのですよ」


    「自分の趣味に正直な人なのはわかった！　だからそこで止まって！」


    　水着で密着されでもしたら、僕の思考がトぶ。


    『四しノ宮みや君、一いち之の瀬せさんの時より反応が過剰じゃない？　業ごうが深いわね』


    　渡わた辺なべ先生の言葉が頭をよぎ……こんな台詞せりふは言ってねーよ。


    　頭の熱暴走で妄想が酷ひどい。落ち着けー、この動どう悸きはふいを突かれたからだー。


    「優斗さんには壁面や床のお掃そう除じを頼みましょうか」


    「任せてくれ。だからお互い離れて掃除しようね。危ないからね」


    「はい、掃除用具がぶつかっては危ないですものね」


    　珍しい格好に興味がいっただけでセーフと念じながら、掃除を始める。


    　僕がブラシで洗浄していく傍かたわらで、あるては手早く浴場を洗っていた。


    　仕事が早いな。しかし、それでいて雑じゃない。


    　手が早くて丁寧だ。日ひ和より寮りようの家事を取り仕切っているだけのことはある。忙しくて毎日細かく掃除はできないようだけど、それでも不衛生にはならないよう全体を管理している。


    　あの小さな身体からだでと感心しながら、白い四し肢しについ目が行った。


    「か、家事を全員に分担させないの？　三さん条じようさんには一部任せているようだけど」


    　照れを誤ご魔ま化かすように言った。


    「基本的に分担しませんが、音ね子こさんは特例ですね。入寮する方は独特な感性の人が多く、公平な作業分担が難しくて……得意不得意の差が大きいんです。例えば音子さんはお湯のシャワーは大丈夫ですが、水のシャワーは大の苦手です。水まきは嫌がりましたね」


    「自分が浴びるわけじゃないだろうに……あの猫……中途半端に猫要素を……」


    「それに、家事はおかーさんのお仕事なので」


    （僕も手伝おうか？　毎日じゃないし、気が向いた時になるけど）


    　簡単な言葉なのに、あるてとの距離感を無遠慮に詰めるように思えて、言えなかった。


    　さっきまでの温かい感情が冷めていき、戸と惑まどいを打ち消すようにブラシで力強く清掃していると──「きゅう」と小さな音が鳴る。


    　思わず鳴った方角を見ると、あるてが赤面していた。


    「……きゅう」


    　わざとらしく言ったので逆に察してしまう。


    「今のは……あるてのお腹の音？」


    　あるては頬ほおをさらに紅潮させて、僕に詰め寄ってくる。


    「きゅう。きゅう。きゅう」


    「そ、そうだよね！　あるても朝はしっかり食べるほうだよね！　お腹が減るよね！　ぶ、ブルマやスク水は平気なのに、お腹の鳴る音が恥ずかしいとは思わなかったんだよ！」


    「きゅう！　きゅう！　きゅう！」


    　川に迷いこんだアザラシと化したあるてがどんどん近づいてくる。


    　茹ゆだった顔で瞳ひとみを潤うるませ、僕の胸をぱたぱた叩いてきた。
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    「ご、ごめん！　恥ずかしいよね！　食パンだけだと余計にお腹が減るよね！　そ、そりゃあお腹が鳴るよね！」


    「ぱーえーりーあー！」


    　あるては大声で言った。あるての羞しゆう恥ちメーターは振り切れたようだが、僕だって言葉を選ぶ余裕がない。胸元まで迫られて、脳が焼き切れそうなんだよっ。


    「ごめん！　ごめんってば、と、とりあえずお互いに冷静になろう！」


    　後ずさって離れようとしたのが失敗だった。


    　僕はつるっと滑ってしまい──後頭部を床タイルにぶつけてしまった。


    



    



    「いたいのいたいのとんでいけー」


    「そ、それは要らないって！」


    　ズキズキする後頭部に、あるては手の平をかざした。


    「いたいのいたいのとんでいけー。優ゆう斗とさんは強い子ですー。泣かない子ですー」


    「そ、そんな子供をあやすような真ま似ねで痛みが引くわけ……引くわけが……」


    「いたいのいたいのとんでいけー。はい、これで大丈夫です」


    　本当に痛みが引いた。あるての笑顔に安心でもしたのか。


    　僕は子供か。自立した大人とは一体……情け恥ずかしい。


    　脱衣所で痛みに悶もだえていた僕は、水着姿のあるてに間近で治療されるハメになり、別の意味で悶えることにもなった。


    　少しコブになったようで、あるては申し訳なさそうに謝った。


    「本当にすみません。取り乱したばかりか怪け我がをさせてしまって……」


    「僕こそごめん……。お腹が鳴るぐらい量が足らなかったなんて」


    「きゅう」


    　日ひ和より寮りようのアザラシあるちゃんに、袖そでを引っぱられる。


    「僕は何も聞いていません。頭を打ったせいで記憶を失いました」


    「もー、優斗さんはぷれいぼーいじゃありませんね。でりかしーが大事ですよ？」


    　トゲのある声であるてはそっぽを向く、その反応は新鮮だ。


    　また失敗して、あるての機嫌も損ねてしまった。何もしなければ万事うまくいくのではと考えたが、こういう時に器用な八や重え桜ざくらを見ていると、僕の場合は言い訳にしかならないような。


    　結局、お風呂の掃そう除じも半端に終わった。


    　むしろ、あるての仕事を増やしている。


    　アルバイトではそう失敗しないのに……変に力が入っているのかな。


    　あるてと別れ、自室に戻った僕は懊おう悩のうとしながらジャージから着替える。


    「……空回ってはいないよね」


    　自分の声に力がない。次の行動へ移れないでいると扉がノックされる。


    　僕が返事をする前に扉が開き、着物に割かつ烹ぽう着ぎ姿のあるてが立っていた。


    　なんで僕は少し残念がっているんだ。


    「優ゆう斗とさん、お昼御飯ですよー」


    「う、うん、すぐに行くよ。けどもう昼食を作ったの？　えらく早いね」


    「それがですね──」


    　やけに嬉うれしそうなあるては僕を共同ルームに誘った。


    　食卓には、朝食と同じ光景が並んでいた。


    　パエリア（タコ抜き）にサラダ大盛りと、ほぼ同じラインナップ。


    「うちが作ったんやで？　すごいもんやろー」


    　一いち之の瀬せさんは両腕を組み、得意げに仁王立ちしていた。


    「僕に対する当てつけが、形になってあるんですけどー」


    「うちはただー、おかーさんが食べ損ねたパエリアを作ってあげたくなったんよ」


    　食卓のパエリアは、見た目でも完成度が高いのがわかる。


    「料理勝負を仕掛けて、僕に敗北感を与えたいように見えるんですけどー」


    「四しノ宮みや君がそう思うんなら、そうなんやろうな。四ノ宮君の中ではな！」


    「四ノ宮君の中以外でもそうだよ！」


    　僕達のやり取りは気にせず、みんな着席していた。


    　理由はどうあれ、凝こった料理を食べられるのなら文句はないらしい。


    「いいだろう、受けて立つよ。でもね、勝負に拘こだわるあまり同じ料理を出した時点で勝敗は決まったようなもの！　味に飽きるに決まっているさ！」


    　さあ！　実食するがいい！　そして僕を再評価する流れになーれ！


    　舌が肥えていそうな八や重え桜ざくらは「美う味まいな」の評価。あるては「ぱえりあー」と美お味いしそうに食べ、三さん条じようさんは「優ゆうちゃんすごく美味しいよ！　優ちゃんすごく美味しいよ！」と、聞いたことのない「すごく美味しい」を連呼した。


    　そういえば同じ料理の後出しは、料理漫画じゃ勝利フラグだったような……。


    「そ、そんな……あんな雑でいい加減な人間の作る料理が美味しいわけがないよ……っ」


    「四ノ宮君、それは敗者お決まりの台詞せりふやで？」


    　僕は慌ててパエリアを口にする。


    　……味がハッキリしている。僕と同じ海鮮多めなのに味のバランスがいい。見た目通りシーフードな味を引き出しながら、トマトの風味が舌に絡みつく。


    「……美味しい。え？　なんで？　え？　一之瀬さんの料理だよ？」


    「さっきからの失礼な発言は、期待していたとおりの負け犬面で許したる。あんね四ノ宮君。うちはやれないんじゃない、やらないだけなんよ？」


    「う、嘘うそだろう……料理は心じゃなかったの？　僕を負かすための料理が何な故ぜ!?」


    「四ノ宮君の料理も隠し味は下心やったよね」


    　本当に美お味いしいのが悔しい。


    「弥や栄さかはスペックたけぇーぞ」


    　八や重え桜ざくらはパエリアを呑のみこんでから言った。


    　その表情は少し苦々しく見える。過去に僕と似た経験があるのかな。


    「優ゆう斗とさんも家事が得意の頑張り屋さんですが、弥栄さんも家事が得意で料理はとても上手なんです。いつお嫁にいっても恥ずかしくありません」


    「家庭的とは言い難い性格なんだけど」


    「うちは手料理で胃袋を掴つかみ、結婚したあとは知らんぷり。豹ひよう変へんする妻になる気やし大丈夫」


    「全然大丈夫じゃないよ！　なんで豹変するんだよ！　幸せな家庭を築いていろよ！」


    「ふっふー、四しノ宮みや君のツッコミが心ここ地ちええわー」


    　料理勝負の勝敗は、みんなの美味しそうな表情が明らかにさせていた。


    （僕は失敗続きで、一いち之の瀬せさんには負かされて……まだだ。勝負は始まったばかりじゃないか）


    　臥が薪しん嘗しよう胆たん。僕は臥薪嘗パエリアな気分で料理を食らう。


    　うぐぐ、美味しいなあ。おかわり何杯もいけるなあ。一人暮らしの時は忙しくなってから料理はしなくなっていたが、それでも雄ゆう三ぞう爺じいと一緒に住んでいた時は自炊を頻ひん繁ぱんにしていたし、自信はあったのに……美味しいけれど色々落ちこむなあ。


    　美味しそうな僕にご満悦だろうと一之瀬さんを見れば、やけに落ち着きがない。


    「なあなあ四ノ宮君、味の評価を言うてみ？　評価を言うてみ？」


    「さっき言ったじゃないか。敗者をいたぶるのは勘弁してくれよ」


    　勝負中だし一之瀬さんの自由だけど……もう少し手加減して欲しい。


    　あまり内面にガシガシ踏みこまれると対応に困る。


    「わかってへんわ。料理は嘘うそ偽りなく真しん摯しに作ったんよ？　欲しい言葉ってあるやろ」


    「だからさっき言ったじゃないか……僕が改めて言葉にしたくないだけでわかるよね」


    　一之瀬さんは浮かない顔だ。


    　……僕が素直に褒ほめないのを気にしている？　いや、まさか。


    「わからんわー。言葉にしないとわからんこと多すぎてわからんなー」


    「……こんなに美味しく作れるなら、あるてを手伝ってあげれば？　普段怠けていないでさ」


    　褒めるのには悔しすぎたので、苦言を混ぜた。


    「ああー……うん……せやなー」


    　一之瀬さんは珍しく歯切れの悪い返答だ。


    　悪戯いたずらめいた笑みが一之瀬さんから消え、人形のような端正な顔立ちが色濃くなる。


    「一之瀬さん？」


    　心ここにあらずといった様子なので名前を呼んだ。


    　言葉を付け足そうとしたが──何な故ぜだろう？　一之瀬さんの心に踏み入りそうに思えて、僕は言葉を呑のむ。


    　僕は周囲を盗み見る。八や重え桜ざくらは行儀よく食事中。三さん条じようさんは幸せそうに食事中。


    　あるてはスプーンを置いて、僕達を静かに見守っていた。


    　……一いち之の瀬せさんの根っこに関わることなのかな。だったらと僕は──


    「早く食べないと冷めるよ一之瀬さん。せっかく……すごく美お味いしいんだからさ」


    　自炊経験のある身として、今度は素直に料理を褒ほめる。


    　そうすれば今の微妙な距離感が仕切り直せると思った。


    　褒めた上で普段の日常的な雰囲気に戻し、僕は一之瀬さんを避けた。


    　お互いに侵犯しない、居い心ごこ地ちのよい距離感に僕を収めた。


    　一歩引いた僕が気取られていないか様子を見れば、


    「美味しい言うのなら、ええけども……」


    　一之瀬さんは不満そうな表情で僕を見ていた。


    



    



    　午後もあるてを手伝うかは大いに悩んだ。


    　またしょーもない失敗をするんじゃないかと、次の一手に動けなかった。


    「まあ他で好感度を稼げばいいだけだし？　そもそも母の日の贈り物が重要なわけで？　失敗は成功の母と言うし？　母の日にちなんで僕は失敗しているわけだし」


    　立ち直りは早かった（個人比）。一時間くらい悩む程度で済んだ。


    　ただ反省は踏まえ、好感度稼ぎよりあるての好み探しを優先しよう。


    　そういうわけでインスピレーションを授かりに、商店街へ散歩しに行こうとしたのだが、日ひ和より寮りようの玄関先で三条さんと鉢合わせした。


    「優ゆうちゃん、お出かけ？　音ね子こさんも付いていっていい？」


    　箒ほうきを持った三条さんが子供っぽく笑う。


    　白いエプロン姿で胸元には「ＮＥＫＯ」と刺し繍しゆうされ、小さな黒猫が描かれていた。


    「パッと見は日和寮の寮母さんみたいだね」


    「え？　そう？　えへへ……まあ音子さんはお世話力りよく高いからね。あるてちゃんには悪いけれど、外見に滲にじんじゃうよね」


    「パッと見は日和寮の寮母さんみたいだね」


    「なんで二回も言ったの？」


    　照れ笑い中の三条さんはお気楽そう。寮生活には大分慣れたのかな。


    　入寮当時の三条さんは、常に居心地が悪そうにしていた。意味もなく僕の部屋へ何度も来たり、他の寮生との会話に参加しなかった。


    『おかーさんだけでは手が一杯なので、お掃そう除じを助けてくれると嬉うれしいです』


    　あるてのそんな提案で、三さん条じようさんは寮での居場所を作った。空あいた時間に、こうして掃き掃そう除じ等の簡単な作業を手伝っている。


    　お風呂の話から考えて、やっぱり意図があってのことか。


    　共同生活に限らず言えることだが、グループ内で疎外感を持つ子に役割を与えると、自分がいてもよいと居場所を感じ、精神が落ち着くのだとか。以前、真ま菜なが読んでいた保育関連の本にそんなことが書いていた。


    「音ね子こさん、ゆくゆくは日ひ和より寮りようの真の寮母さんになっちゃうかもー」


    「その頃には周りがよくよく見えるようになるといいね。お互いに」


    　三条さんの欠点は僕にも当て嵌はまる。指摘すれば自分を棚上げだよなあ。


    「まあ、少し出かけてくるよ。日和寮の自転車、誰も使ってないよね？」


    「え？　二人乗りは危ないよ？　警察に怒られちゃうよ？」


    　このまま付いてきそうだったので僕は断りを入れようとしたが、三条さんが怖いぐらいに真顔で思わず唾つばを呑のむ。


    「最近ね、優ゆうちゃんとお喋しやべりする回数が減ったと思うの」


    「お互い寮生になって、毎日話すようになったよね……」


    「最近、優ちゃんと目線を合わす機会が減ったと思うの」


    「前からそんなには目線が合っていなかったような……」


    「最近、優ちゃんが会話してくれない」


    　被害妄想入るし。


    　……僕は知っている。僕を隠し撮りした写真が、まだ処分されていないこと。僕の部屋の真上が三条さんの部屋で、布ふ団とんと枕を僕と同じ位置にしていること。


    　監禁の件は反省して謝ってくれたが、三条さんの根っこが変わったわけじゃない。


    「なんだ優ゆう斗と、出かけるのか？　自転車を使うなら、俺もあとで使いたいからすぐに帰って来て欲しいんだが」


    　緊張状態の中、いいタイミングで八や重え桜ざくらが玄関先から現れた。


    　学校指定のジャージを着て、全身泥だらけだ。


    「ちょ、ちょっと急用でね。八重桜、全身泥だらけだけど、どーしたの？」


    「ん？　外で弄いじっていた」


    　この場合は単車じゃなく、土を弄っていたが正解だ。


    「さっき、でけーのが届いてな。ただ相性が悪くて、土台ごと弄ってならしていた。あ、もちろん寮母の許可は取っているぜ」


    「風貌も相まって、話を聞く分には単車を弄っているように聞こえるよね」


    　大きな花が届いたけれど環境が悪いので、地面を弄ったってことかな。


    　お花趣味極まり、普段の座姿からしてお花を生ける人のようだし。


    「バイクも悪くはねーとは思うがな、今のところ必要がねーな」


    　なんにせよ助かった。


    　八や重え桜ざくらにとって天敵は三さん条じようさんだが、三条さんも八重桜が苦手だ。敵意を剥むき出しの（見た目をした）八重桜が、猫的な警戒心を煽あおるのか必要以上に怯おびえる。


    「あ、あのね。音ね子こさんね、頑張って……頑張ったから、そのね」


    「あん？」


    　なのだが、三条さんが八重桜に口を出した。


    　何事かと思えば、八重桜の全身から土がぱらぱらと落ちて玄関を汚している。


    「あー……土を払ってくりゃよかったな。悪かっ──」


    　八重桜が気まずそうに首の後ろへ手をやると、


    「ボ、ボーリョクはよくないと思います！」


    　暴力を振るわれると思ったのか、三条さんが箒ほうきを構えた。


    「門もん司じちゃんは不良だしボーリョク上等かも知れないけれど……音子さんは、月の光を浴びて見つめる感じの素敵な大人なの！　まず対話から始めるべきだと思うの！」


    「話を飛躍させるくせに、話し合う気が一切ない奴やつとわかりあえねーだろ」


    「け、けど音子さんは屈しないよ。平和のために闘うガンジーな側面があるので」


    　己の世界を展開する三条さんへ、八重桜は疲れた表情を見せた。


    「こんな時のために、音子さん手刀を鍛えているので。日々の美お味いしいご飯に感謝しながら、深夜に林で手刀を振っているので」


    「そーか、たまに夜中ニャーニャーうるせぇーのはお前か」


    　八重桜の静かな声に怒気が混じった。


    　会話も成立しないわ安眠妨害もされるわで、マジギレ寸前か。


    「さ、三条さん、僕の買い物に付き合ってよ！　自転車は八重桜が使いなよ！　僕達は歩いて商店街まで行くしさ！」


    　嫌な空気を強引に断ち切った。


    　残念な僕に、残念なお姉さんに、残念な不良に。それに、残念な優等生がこの寮にいる。


    　残念が集ってしまったから、それぞれの欠けた穴に引っかかり、頻ひん繁ぱんに衝突を起こすのかなと思いながら、猛る三条さんの背中を僕は押して行く。


    　こうして第三者の立場なら、冷静に対処できると思うんだけどな。


    　いざ自分のことになれば、上う手まくいかないのがままならなかった。


    



    



    　日ひ和より寮りようから、県境のほうへ向かうと古い商店街がある。


    　アーケードがないので見上げれば青空が広がり、商店街の入り口には古い看板がある。駅が近くて、ときおり踏切の音が聞こえたりと、昔ながらの商店街といった印象だ。アルバイト先や学校とも正反対の方角にあるので、僕はあまり利用しなかった。


    　物は安いし活気もあるので、あるてはよく来ているらしい。


    　僕も今度からそうしようかな。


    「お、姉ちゃん久々だな」「三さん条じようさんお久しぶりねー」「いい魚あるよー？」


    　少し驚いたのは、商店街で音ね子こさんがそこそこ有名だったことだ。


    　ただ、三条さんは興味がない感じで挨あい拶さつを交わしている。


    　愛想笑い一つもしない澄ました横顔は、黒猫デルタに酷こく似じしていた。


    「兄ちゃんは、弟さんかい？」


    　精肉店のおじさんに話しかけられたが、ちょっと返答に困る。


    　三条さんとはただの知り合いとは違うし、ただの寮生とも少し違う。だんまりした僕を見て、おじさんが困ったように首をかいたので、僕は話題逸そらしついでに尋ね返す。


    「あの……三条さんって、昔ここで悪さでもしたんですか？」


    「ん？　逆だ逆。昔この商店街を救ってくれたんだ。猫被害が酷ひどい時期があってな。猫の集団が商店街を荒らしていたところを、その姉ちゃんが追っ払ってくれたんだ」


    「あの三条さんが……!?　本当に悪さしてないんですよね？」


    「ああ。猫達の中に人間みてーに頭のいい黒猫の親玉がいてな……姉ちゃんがいない時を狙って集団で襲ってきやがった。猫に詳しい姉ちゃんからは、対策を授かったりしていたわけだ。ま、お礼に食事を奢おごらされたりはしたが……いい食いっぷりだったよ」


    　昔ここで悪さをしていたんだ。マッチポンプかよ。


    　なんとなく申し訳ないので高めの牛肉を購入し、福引券を貰もらった。


    　黒猫になって他の猫を扇動するのはよくないと三条さんを叱しかろうとしたが、なにぶん野の良らの厳しさがわからないので迷う。人間の常識で叱っていいものか。


    （……こんなだから一いち之の瀬せさんに、三条さんへなんだかんだで甘いって言われたのかな）


    　三条さんはコロッケを頬ほお張りながら散歩中。


    　美お味いしそうに平らげて、僕へ顔を向けた。


    「小耳に挟んだけど、母の日勝負中なんだよね？　商店街に勝利の秘訣でもあるの？」


    　はぐらかすか、少し悩んだ。


    「……あるてが喜ぶ贈り物のインスピレーションが浮かぶと思って」


    「直接聞けばいいじゃない。あるいは誰かに聞くとか」


    「勝負中だろう、フェアじゃないよ」


    「他人と深く関わりそうで嫌？　そうやって距離を開けたままのくせに関わろうとするんだ」


    　三条さんが僕と共感したかのように笑う。


    「そこは変わらないね。でも寂しいのは辛つらいよね。気持ちはわかるー」


    　どこか素っ気ない三さん条じようさんの姿は、僕の隣で面倒そうにしていたデルタを思い出させる。


    　商店街の人達にもその面を見せていたが、ドライな部分があるのかな。


    「ねえ、優ゆうちゃんはみんなともっと仲良くしないの？　みんなをどう思っているの？」


    「……三条さんは？　色々と理由をつけては楽しそうに話してるけど」


    　僕は答えを避けようと、同じ質問で切り返す。


    「音ね子こさんが面倒見ているだけだよー？　煩わずらわしいと感じるほうが多いなー。門もん司じちゃんは怖いし、弥や栄さかちゃんは甘えん坊だし、あるてちゃんはお節介だし」


    「変にプライドの高いお姉さんがそれを言うか」


    　三条さんがくすりと笑う。


    「……一人は寂しかった。でも一人は気楽だった。音子さんワガママな女性だねー」


    　戸と惑まどいに見えるハニカミ。自分の変化を快こころよく思わないのかな。


    　共依存を求める寂しがり屋で元ストーカー。三条さんはそんな危険な人だ。


    　でも、その内ふっと姿を消しそうな危うさもあると感じる。


    「三条さんは、ほんと危険人物だよね」


    　監禁された時、僕が三条さんとの共生を選んでも結局は破は綻たんしていたと思う。三条さんが姿を消すのが先か。姿を消しそうな三条さんに僕が耐えられなくなるのが先か。


    「音子さんは、ミステリアスでデンジャラスなお姉さんなので」


    「そうだね、頭デンジャラスで頭ミステリアスなお姉さんだね」


    　三条さんは妖よう艶えんに笑い、すぐに子供のような表情へ変えた。


    「そして勝負師でもあるのだー」


    　三条さんは僕の背中に回りこみ、急に後ろから押し始めた。


    　向かわされた方角、商店街の奥ではＧＷ福引き大会をやっていた。わりかし豪華景品が並んでいるし、やっぱり活気のある商店街なんだな。


    「三等の食事券っ、食事券っ、食事券っ」


    「勝負師のわりに庶民的。買い物で貰もらった分で回せるけど、何が当たっても怒らないでよ？」


    　景品のティッシュを無念そうに噛かむ三条さんを想像しながら、僕はガラガラを回した。


    　──そして、ハンドベルが大きく鳴る。


    



    



    　日ひ和より寮りようへ僕は凱がい旋せんした。


    　帰宅ではなく凱旋。がーいーせーん。成功を収めて帰ってくることー。


    　時刻は日の入り前、だったら僕はこの勝利を「暁あかつきの勝利」と名付けよう。僕の人生における歴史的快挙であり、一連の流れを単館系作品としてひっそり上映したい。


    　暁の勝利。そう勝ったんだ。僕は勝ってしまった。


    　母の日勝負──それは残酷で無慈悲な大人の喧けん嘩か（個人の感想）。


    　こんなにも圧倒的に勝利を収めるとは……さすが僕。さすが大人。一日の苦労はなんだったのかと思えたが最終的に勝てたらいいのだ。


    　僕は福引きの景品に手を触れる。


    「ふふ、ふふふ、ふふふふふ」


    「優ゆうちゃん優ちゃん。あのね、アホの優ちゃんがアホ面したら弁解の余地がないの」


    「三さん条じようさん三条さん。僕は『ふ』を何回言ったでしょーか？」


    　お馬ば鹿かの三条さんは、懸命に指を折って数え始めた。


    　ひとまず、共同ルームの座ざ布ぶ団とんで胡坐あぐらをかき、切り出すタイミングを考える。


    　僕は母の日まで待ってもいいし、すぐに決着をつけてもいい。一いち之の瀬せさんが最高に悔しがる姿を見られるのなら、母の日まで負け犬のふりも辞さない覚悟だ。


    「一回！」


    「問題文の『ふ』はカウントしないし、というか引っ掛け問題じゃないです」


    　うん、母の日まで黙っていよう。


    　それが一番効果的だし、一之瀬さんが何をしてきても余裕でいられるな。


    「四しノ宮みや君のアホ面が加速しとうよ？　アホの子は嫌いやなけど、アホすぎるとアホな場面でアホみたいに損する思うんよ。さあ問題、四ノ宮君は一体何な故ぜアホなのでしょーか？」


    　ナチュラルにリズミカルに一之瀬さんが僕を煽あおった。


    　いつの間にか全員集まっていて、自分の席でくつろいでいた。


    　いっそ、この場で打ち明けるか？　どうするかなー煽られたしなー言っちゃおうかなー。


    「優ちゃんねー、商店街の福引きで特賞のハワイ旅行を当てたんだよー」


    　三条さんは自慢げに言った。口止め料としてクレープを奢おごったのにおかしいな。


    　共同ルームがザワついた。


    　八や重え桜ざくらは「あれって客寄せ用じゃねーんだ。当たるんだ」と現実味ある感想で、あるては「優ゆう斗とさんはらっきーぼーいさんでしたか」と拍手して、一之瀬さんも「九チユウ蓮レン宝ポウ燈トウをあがった人間はどうなるか知っとう？」とさすがに褒ほめ……褒めてねーや。


    　僕は隠していたハワイ旅行の招待券をテーブルにしぶしぶ置く。


    「いいですねーはわい。おかーさんも行ってみたいです」


    　我わが事のように、あるては嬉うれしそうに笑った。


    　その笑顔が自分事に変わるとは夢にも思っていないだろうな。


    「だったらさ、僕の代わりに行ってきなよ」


    　譲渡可能な招待券なのは確認した。


    　母の日の贈り物が高価すぎると、逆にあるては喜ばない可能性がある。想いが重すぎて引かれるかもだ。だけど、これは違う。


    　なんせ景品だ。僕も気負わずに渡せることができるわけよ。


    「僕は海外に興味がないし。ほら？　母の日が近いじゃないか。あるてにはお世話になっているし、母の日の贈り物だよ」


    「四しノ宮みや君」


    「ペア旅行券だからあと一人誰か誘うことになるけれど、友達とか誘ってゆっくり羽を伸ばしてきたら？　いつも一生懸命に働いているんだしさ」


    「あんな、四ノ宮君」


    　一いち之の瀬せさんの声に、僕は我われに返る。


    　朝と同じように、あるては困ったように笑っていた。


    「私、あまり遠くへは行けなくて、海外だとなおさらです」


    「あ、あるてが旅行中は日ひ和より寮りようの家事は僕が全部やる。招待券も期日までに使えばいいんだから、あるての都合がよい日に海外旅行へ行けるよ？」


    「家事や時間の都合ではなく、私の個人的な都合です」


    　あるての微苦笑が見ていられず、僕は興味を引こうとした。


    　スマホを取り出し、ハワイの画像を見せびらかす。


    「海も綺き麗れいだし、日本人向けの施設が多いらしいしさ」


    「……優ゆう斗とさんのお気持ちはとってもとっても嬉うれしいです。私は行くことができませんが、他の方を誘ってはいかがでしょうか？」


    　推したい気持ちを我慢する。困らせるつもりで招待券を渡したいわけじゃない。


    　あるてに促うながされるまま、僕は寮生の顔を見た。


    「……パスポートの調達が面倒でな」


    「うちも似たようなもんー」


    「音ね子こさん偽造パスポートから始めなきゃいけないので……リスク高いので」


    　黒猫になってケージに入って預けられるのは、野の良らのプライドが許さないそうだ。


    　日和寮には訳ありが多いのなら、あるてもそうだと考えるべきだったのかな。僕はスマホに映る、ハワイの風景を無感動に眺めた。


    　一人で行っても仕方がないよな。一緒に旅行へ行く友達もいないし。


    「……金券ショップで換金できるかな」


    　僕が背中を曲げて呟つぶやくと、あるてが背後から覆おおい被かぶさった。


    「はわいは夕日が綺麗なのですねー」


    　僕の右肩に顎あごをのせて、スマホの画像を眺めてくる。


    　あるての顔が真横にある。耳元で囁ささやくように感想を述べるので、僕の体温が上昇した。


    「え？　え？　な、なにっ!?」


    「優斗さん、旅行の醍醐味を知っていますか？」


    　僕は目線を合わせようとしたが、あるての柔らかそうな唇くちびるに触れかけたので、僕はギプスで固定したように正面だけを見た。


    「しょ、食事とか、そこでしかない風景とか、相手がいれば……道中の会話とか？」


    「はい。そして、今の優ゆう斗とさんのように見知らぬ土地に思いを馳はせ、旅行の予定を色々と考えている時が一番楽しく、期待に胸を膨らませるのではないでしょうか？」


    「……いい旅を夢気分で空想しても糧かてにはならないよ」


    　引け目から、あるてを避けようとした。


    「おかーさんは楽しいです。だから優斗さん、はわいについて教えて下さい。そのふぁむこんで調べることができるのですよね？」


    「ふぁむこんじゃなくてスマホ。あるてがそれでいいなら、いいけどさ……」


    　あるてのフォローだと理解した。だからこそ悔しくて、温かくて、せめてあるてには普通に笑って貰もらおうと、スマホを操作してハワイの風景を見せた。


    「はわいーわいはー、綺き麗れいな風景ですねー」


    　あるての弾む声はこそばゆい。


    　気恥ずかしくて周囲の視線を気にしてみれば一いち之の瀬せさんと目が合った。


    「いや、その、素直になっているのは、海より深い理由があってね」


    「水たまりより浅い理由しかないやろ、ほんとおかーさんと仲がよくて羨うらやましいわ」


    　一之瀬さんはつまらなさそうに僕から目を逸そらした。


    



    



    　ＧＷ三日目。本日も快晴、なんの策も浮かぶことなし。


    　早朝に目覚めるなり、僕は自室のテーブルでノートを開き、あれこれ綿密な作戦を打ち立てたが、全部あるてにフォローされる未来が予知できた。


    　机に突っ伏し、額ひたいにノートを擦こすりつけても良案は浮かばない。


    「……慣れないことするから失敗するんじゃなかろうか」


    　だったら、以前のように他人との距離をしっかり取ればいい。


    　アパートの住人へ引っ越し祝いでも渡す気分で、贈り物を考えればいいじゃないか。


    「駄目だ。それじゃあ一之瀬さんには勝てない」


    　普段が普段なだけに、敗北後の一之瀬さんの命令を考えるだけで怖い。


    「誰かに頼るか……？」


    　そう考えるも実行するのはなかなか難しい。


    　だいたい、頼れる相手なんて少ない。常識人の八や重え桜ざくらも立場上は僕の敵だ。


    「八重桜が敵……？　いや、敵の敵は味方じゃないかっ」


    　大人的思考で閃ひらめきを得た僕は、自室の掃き出し窓からサンダルを履いて外へ出る。


    　いつもどおり、八や重え桜ざくらが花壇を弄いじっていた。


    　シルクっぽい黒い光沢の寝間着姿でアンプル（土の栄養剤らしい）を持つ姿は、どこぞのマフィアかと勘違いする。しました。僕は慣れたけど、三さん条じようさんが怖がるのも正直わかる。


    「おう。優ゆう斗とも花に水をやるか？　心が和なごむぞ」


    「花の水やりで和んでるついでにさ、いい情報を聞かない？　きっと心がさらに和むよ」


    　僕はさわやかな笑顔で愛想よくした。


    　最初の心象が大事だ。不快感を抱かせてはいけない。


    「……ろくでもなさそーだが」


    「そんなことはないって、なあ八重桜、母の日勝負で僕と手を組まない？」


    　八重桜が片眉まゆを上げた。


    「手を組む？　俺と優斗が？」


    「手を組むって言っても、有利な情報を提供し合うだけじゃないよ？　一いち之の瀬せさんが勝ちそうな時は八重桜か僕、どちらか片方が勝てるように協力する。むしろ、僕が八重桜を支援してもいい。ようは一之瀬さんが勝たなければいいんだよ」


    「お前にとって、それは『誰かに頼る』範はん疇ちゆうにならねーのか？」


    「談合だよ談合。政治的なお話だよ」


    「談合？　これがか？　ふん、物はいいようだな」


    　八重桜はつまらなそうに両手の土を払った。


    　僕は揉もみ手で八重桜に近づき、悪魔的微笑で勧誘する。


    「八重桜も一之瀬さんの横暴には困っているだろ？　一之瀬さんが勝ったらどんな命令事を僕達に下すかわかったもんじゃない。だったら、いい話と思わない？」


    「で、お前が考える自立した大人がそれか？」


    「え？　いま自立した大人がどーとか関係なくない？」


    　八重桜が嫌悪丸出しの表情で睨にらんだ。


    　僕は揉み手のまま固まり、目を泳がせる。


    「これはコミカルな自分を演出して……話を円滑に進めようと……」


    「円滑にならねーよ。クソ政治家みてーな真ま似ねはやめろ」


    「あ、あれ、何か変なこと言ったかな」


    「別に……つまんねーことしか言ってねえよ」


    　八重桜は腹立たしそうに髪をかきあげた。


    　予想だにしなかった反応に、僕の表情が強こわ張ばる。


    「……そこまで怒らなくても、ちょっとした冗談じゃん。僕と八重桜は──」


    「なんだ？　友達か？　お前の中ではちげーだろうが」


    「……同じ寮生には違いないし」


    「普段は他人として接しようとして、都合がよい時は寮生か？　そんな都合のよい他人がいてたまるかよ。母の日勝負の命令事、お前が書いた内容は『僕に干渉するな』だろう」


    　心臓が止まるかと思った。


    「なんでわかったのって顔だな。わかるわけーねだろ、カマかけだ。よくそれで談合だの、同じ寮生だとか言えたな。話にならねーよ、つまんねーことすんな」


    　八や重え桜ざくらは吐き捨てるように言って、大きく息を吐く。まるで全身に巡った怒気も吐き出しているようで、僕は声をかけられなかった。


    「……母の日勝負、そこまでやる気がなかった。別に俺が負けてもよかった。だが、話が変わった。俺も本気で勝負をやらせてもらう。悪く思うなよ」


    　八重桜は僕を一いち瞥べつすると、大股で部屋に戻っていく。


    　僕は寒さでも凌しのぐように手を擦り、しばらく動けなかった。


    



    



    　八重桜との喧けん嘩かは、精神的にかなり堪こたえた。


    　理不尽に怒る人間だとは思わないので、僕の非を探しては自己嫌悪する。いつまでも頭が切り替わらず、そのままファミレスのアルバイトへ向かい、ＧＷの忙さの中にもかかわらず僕は何度か上の空でいた。


    　おかげで店長からも、お客さんからも怒られる。


    　失敗とトラブルの連続で少し泣きそうだ……僕の癒いやしはどこ。


    　ふいに亜あ麻ま色の髪をした女の子が、ぼうっと脳内に浮かんだ。


    　頭を振るがイメージは止まらない。女の子は両腕を広げて、膝ひざ枕まくらを促うながす姿勢で「優ゆう斗とさーん、膝枕の時間ですよー」と甘い声で囁ささやいてくる。そんな超具体的なイメージ。


    　高校生がそんなことでどうする。しっかりしろ僕。今は仕事に集中だ。


    「ご注文を確認します──膝枕ですね？」


    　お仕事忙しそうだねと、お客さんが笑ってくれて助かった。


    　三時頃に次のシフトの人へ仕事を引き継いで店舗をあとにする。


    　去年のＧＷみたいにフルタイムで連勤したわけでもないのに、もうヘトヘトだ。


    「……八重桜と顔を合わせたくないなあ」


    　一いち之の瀬せさんとの喧嘩と違い、本気度が高い気がする。


    　普段は落ち着いた人間が本気で怒ったのだと思うと、余計にゲンナリした。


    （『一人は寂しかった。でも一人は気楽だった』か。三さん条じようさんの言葉が身に染みるよ……）


    　信号待ちの時間、スマホを取り出して連絡がないかぱっと目をとおす。


    　真ま菜なからラインで連絡があった。


    『優ゆう君が住んでいる寮に行っていい？』


    　胃がキュッとした。


    　……さ、最近怪しまれているし、下へ手たに断るのは逆効果かな？


    『ＧＷ中はみんな忙しいし、寮全体がバタバタしているから今は厳しいかな。大丈夫な時間はないか確認してみるよ』


    　よし、きちんとしたお返事だ。最低でも一いち之の瀬せさんと三さん条じようさんがいない時間帯を狙わなきゃな。


    　一之瀬さんは真ま菜なに何を吹きこむかわからないし、三条さんは言うに及ばずだ。


    　胃が二つ以上あれば片方に穴が空いても平気なのにと考えながら、日ひ和より寮りように帰宅した僕は、今朝のこともあって誰にも会わないよう自室に引きこもろうとした。


    　だけど共同ルームがきゃっきゃといつも以上に姦かしましく、少し気になった僕は様子を伺う。


    　そこには一之瀬さんと三条さんと──真菜がいた。


    　胃がギュルギュルする。会わせたくなかった三人が集合だ。


    「四しノ宮みや君の性格は昔からなんですね」


    「そーなの。抜けているわりに頑固だし、変なところでお人好しだし」


    　ジャージ姿の一之瀬さん（口調はお淑しとやかモードだ）と真菜が談笑している。


    　真菜は学校に立ち寄ったのか制服で、女子三人組は座ざ布ぶ団とんに座って畳に置いたお茶菓子を囲み、和わ気き藹あい々あいとしていた。


    「優ゆうちゃんは子供の頃からそうだよー」


    「三条さん、子供の頃からの知り合いなんですか？　あの……アタシの気のせいかも知れませんが、以前、どこかでお会いしませんでした？」


    「うーん？　直接に顔を合わせたことはなかったかな？」


    　あの元ストーカー、また含みのあることを。警戒心強いくせに真菜と比較的打ち解けた感じなのは、僕と一緒に真菜を観察していて慣れているからだろうか。


    　だいたい、アンタは小学校に潜入して、真菜と僕の担任をやっていただろーが。


    「あ、優ちゃんおかえりなさーい」


    　三条さんは平和そうに手を振った。


    　一之瀬さんは僕を視線で招き、真菜は無言で畳を指差した。


    「た、ただいまー。いや、なんだ、真菜、あれだね。もう来てるとは思わなかったよ。いや、ほんと、早かったね……」


    　僕は震える足で歩み寄って、指差された畳に正座した。


    「優君に時間を与えるのはよくないかなって、考え直して」


    「ははは、はは……なんだよそれ。僕、全然信頼ないのな」


    「ＧＷ中はみんな忙しいし、寮全体がバタバタしているから今は厳しいかな。大丈夫な時間はないか確認してみるよ」


    　真ま菜なはスマホの文章をスラスラと読みあげた。


    　普段の表情すぎて、胃が締めつけられる。


    「四しノ宮みや君、私は別に忙しくはありませんが？」「音ね子こさんも暇ひまだよー？」


    　女子三人の視線に肩が縮こまる。


    　完全に嘘うそつきの僕を責める流れだ。いや、実際に嘘はついたけど事情がさ！


    「優ゆう君が一いち之の瀬せさんとお知り合いだった事情はわかった。でも、黙っていたのはなんで？　意図があったの？　三さん条じようさんとも昔からのお知り合いのようだけど？」


    「深い事情があったんですよ。四ノ宮君は照れ屋な面がありますし」


    「音子さん綺き麗れいすぎるからねー。気後れしちゃったのかなー」


    　やましいことは一切なかったのに、故意と天然であった風にされていく。


    「ま、真菜。二人とはもう仲良くなった感じなの……？」


    「共通の話題があるからね。優君の失敗談をいっぱい聞かされちゃった」


    「悪いとは思いましたが、四ノ宮君を話のネタにさせて貰もらいました」


    「優ちゃんには笑い話たくさんあるよねー」


    　女子組が和なごやかに笑った。仲がよさそうだ。真菜も怒ってないし、杞き憂ゆうだったかな。


    「で、優君……お風呂を覗のぞいた件について、言い分を聞きたいのだけど」


    　胃がギュルンギュルンする。


    　カエルのように胃が口から飛び出して、洗浄できるんじゃないかと思えた。硬直した身体からだに鞭むち打って、僕は両手を畳につけた。


    　あとは深々と頭を下げるだけ……土下座だ。


    「その反応、本当なんだ」


    　真ま菜なの侮ぶ蔑べつする声が、僕の頭に浴びせられた。
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    「すべてがすべて事実じゃないです。弁解させて貰もらうと──」


    「そうですよ、四しノ宮みや君は女子の時間に脱衣所に入っただけで、正確には覗のぞいたわけではありません。毎月、連絡事項を渡した紙を寮生に配るのですが、どうも間違って覚えていたみたいで……私も驚きましたが、謝ってくれましたよ」


    　真実が九に嘘うそが一の、すばらしい嘘だ。くっそ批ひ難なんしてやりたい。


    　だが優等生一いち之の瀬せさんを演じている限り、何を言っても僕が不利になる。


    「優ゆう君、そういうのは絶対に間違えないのにね」


    「それに、お詫びとしてショッピングモールでの買い物に付き合ってくれました。私、人混みは苦手なんですが……それを察した四ノ宮君がギャグで笑わせてくれました」


    「ショッピングモール……あの時かなあ」


    　あの日、誤ご魔ま化かしたことが完全にバレた。


    　タイミング的に、僕に裏があったとしか思えない流れだ。


    「真菜、あれは誤魔化そうとしたわけじゃないんだ。言うに言えない事情があって」


    　両手が震えている。頬ほおを伝う汗が止まらない。


    　やめてくれ……真菜は怒らせると本当に怖いんだよ……。


    「優ちゃんは変態さんなところあるからね、仕方ないよ。音ね子こさんも全裸姿を何度も見られているもん。しかも優ちゃんガン見して、その上で触ってくるんだよ。でも、音子さんは大人の女性なので許しました」


    　天然。よい時と悪い時で、意味の落差が激しい言葉。


    　ビクビクしながら盗み見た真菜の表情は、怖いぐらい穏やかだった。


    「──優君。寮暮らしも、一人暮らしもやめよっか」


    　一直線な真菜の物言いに、空気が断裂したのを感じた。


    　肌がピリピリする。うぶ毛は逆立つし、手の震えが全身にまで回った。この有無を言わさぬ圧力は雄ゆう三ぞう爺じい譲り。真菜がガチ切れた今、僕の選択肢は限られる。


    　一之瀬さんもびびったのか、真菜と距離を開けた。


    　空気を読まない三さん条じようさんは真菜へ食ってかかる。


    「優ちゃんがここにいられなくなるじゃない！　そんなの音子さんが──」


    「黙っててくれます？」


    「はい、黙ります」


    　真ま菜なの圧に負け、三さん条じようさんは顔を青くさせた。


    　ただならぬ空気を今更感じ取ったのか、三条さんはキョロキョロした。


    「ちょ、ちょっと用事を思い出したので、音ね子こさん席を離れるね」


    「個人的にお伺いしたい件がありますので、あとでゆっくりお話しましょう？」


    「ね、音子さん忙しいので、寮のお手伝いに命を捧げた女性だからっ！」


    　三条さんは慌てて立ち上がり、共同ルームから逃げていった。


    　普段は場をかき回す人だけど、今は避雷針役としてこの場にいて欲しい……。


    「雄ゆう三ぞうお爺じいちゃんが優ゆう君を一人暮らしさせた時の条件、覚えている？」


    「僕が立派に自立できるか」


    「できてないよね。色んな人から心配されても一人でいようとして……あの雄三お爺ちゃんがアタシに見張るようお願いしたんだよ？　で、この体ていたらくは何？」


    　雄三爺じい、真菜に頼んでいたんだ。


    　僕は畳へ額ひたいを沈ませて、真菜に懇願する。


    「……僕、他に行くところがないのですが」


    「アタシの家に来ればいいじゃない」


    「叔お父じさんがよい顔しないよ。喧けん嘩かするかも」


    「今の優君なら腕力で勝てる」


    「物理的な問題ではなくてね」


    　他人様の家庭を腕力で崩壊させたら、一生引き摺ってしまう。


    「このまま下半身がダラしない生活されても、見るに耐えないからさ」


    　真菜はポケットからスマホを取り出し、しばらく操作していた。


    　そしてフリーダイヤルが拡大された画面を、僕に突きつける。


    「はい、引っ越し会社の電話番号。早いほうがいいよね？」


    　真菜は本気で言っている。


    　こうなったら何を言っても無駄だ。僕がしなくても真菜が電話する。雄三爺の頑固な面は僕に受け継がれたかもだが、乱暴にも思えるあの気きつ風ぷのよさは真菜へだ。


    　普段は客観的な常識人だが、怒るとその面をよく覗のぞかせる。


    「あ、あの、か、神かん林ばやしさん……」


    　一いち之の瀬せさんがフォローしかけたが、真菜の鋭い視線に屈した。


    　ちょっと僕を困らせる算段だったんだろうが、相手が悪すぎるんすよ……。


    　グッバイ日ひ和より寮りよう。ありがとう日和寮。あるてに甘やかされたり、膝ひざ枕まくらやあーんでほっこりしたり、あるての体操服や水着姿にドキドキしたりと色々あったなあ。


    　……なんか、真菜の言うとおりの体たらくな気がしてきた。


    「喧嘩はいけませんよー」


    　獰どう猛もうな獣みたいなオーラを放つ真ま菜なを、あるてが横から抱きしめた。


    「へ!?　あ、あなたは!?」


    「日ひ和より寮りようでは決まりごとがあるんです。喧けん嘩かをしたら喧嘩両りよう成せい敗ばい、喧嘩を始める前ならおかーさんが口を出します。むしろ抱きしめます」


    「抱きしめなくていいじゃない！　アタシは真ま面じ目めな話をしているの！」


    　あるては真菜の圧を難なく流し、ふんわりと抱きしめた。


    「おかーさんも真面目です」


    「わ、わかったからっ！　喧嘩しているわけじゃないから離れてよ！」


    　よく知らない女の子に母親みたいに抱きしめられ、真菜が赤面した。


    　最初は抵抗していたが、心ここ地ちよいのかどんどん身体からだを脱力させて、羞しゆう恥ちに耐え忍ぶように歯を食いしばっている。赤面した真菜を見るなんて何年ぶりだろうか。


    　というか、あるてのハグってやっぱり気持ちいいんだ。


    　激怒した真菜が大人しくなるぐらいだ。僕が慌てても全然変じゃない。


    　やっぱり包容力が尋常じゃないんだ！


    「優ゆう君、何をニヤニヤしているの……？」


    　真菜の鋭い視線に刺されて、僕は瞬時に真顔へ切り替えた。


    　あるては真菜を抱きしめたまま、優しい表情で語りかける。


    「優ゆう斗とさんは大丈夫です。信じてあげて下さい」


    「アタシは別に信じていないわけじゃ……」


    　真菜は視線を落として、なかなか顔を上げずにいたが、


    「……優君の失敗談、優君らしくて変なのばっかりだったよ。アタシ以外にそんな姿を見せること少なかったよね。だったら、それは、いいことなんだと思う」


    　仕方なさそうに息を吐き、出来の悪い弟を見る目で苦笑した。


    　申し訳なくて僕はもう一度額ひたいを畳に擦こすりつける。


    　僕の醜しゆう態たいを見られてご満足だろうと一いち之の瀬せさんを横目で睨にらむ──一之瀬さんは感情でも失ったかのように、無表情でじっと僕達を眺めていた。


    （……僕と真菜とのやり取りで、何か気に障さわったのかな？）


    　僕がそう考えていると、一之瀬さんはぼそりと呟つぶやく。


    「ズルイわ」


    　何に対してのズルイかわからず、今その表情をする意味がわからなかった。


    



    



    　僕の心が平穏を取り戻す頃には、すっかり夜更ふけになっていた。


    　精神値が底を割った僕は目を閉じて、自室の畳で死んだように倒れていた。


    　逃げたと思った三さん条じようさん。実際はあるてを呼びに行ったと、真ま菜なが去ったあとで三条さんがそう説明した。サンキュー三条さん。


    　でも真菜を爆発させた本人がドヤ顔なのは、少し責めたくなったよ。


    　ダラしないと怒られた僕の所業は、いつもの僕の空回りだと真菜は納得してくれた。三条さんの言動も、三条さんはアレな人と解釈させた。あるての存在を気にはしていたが。


    　真菜を納得させて帰宅させたあと、風呂の中で八や重え桜ざくらと鉢合わせして気まずく、僕は忘れ物を取りに行くふりで逃げてしまった。あんなことがあっても一いち之の瀬せさんは全然謝らなくて腹が立つし、三条さんはアレだし。


    　僕の精神が鳥の羽毛のように毟むしられる。


    　体力には自信があった。ファミレスで連勤していた時も、工事現場で搬入出のアルバイトで滝のような汗を流していた時も、店長や職人さんに怒られた時もここまで凹へこまなかった。


    　今は指一本でも動かすのが億おつ劫くうだ。


    「──さん」


    　何を間違えているのか、何か勘違いしているのか。


    　昔の僕なら人間関係でこんなにも疲ひ弊へいしなかった。


    「優ゆう──ん」


    　慣れないことをするから衝突が起きるんだ。


    　目を閉じて口を塞ふさぎ、何も聞こえないふりをして、そうして僕は誰かの他人でありたい。


    「むー」


    　雄ゆう三ぞう爺じいとの喧けん嘩かは平気だったのにな。


    　僕には他人との共同生活は向いていない。わかっていたのにさ。


    「てい」


    　そうだよ、僕は（膝ひざ枕まくら）結局（膝枕）一人で生きたいんだ（膝枕）。


    　おややー？　妙な雑念が入ったぞー？


    「なーでなで」


    「おぉぉぉおぉぉぉぉ」


    　あるてに頭を優しく撫なでられ、変な声が出た。


    　いつの間にか、僕はあるてに膝枕されている。


    「やっと気づいてくれました。おかーさん、無視は悲しいです」


    　片かた頬ほほを膨らましたあるてと至近距離で目が合い、顔が熱くなる。


    　柔らかく、まるで雲へと沈みそうなこの感触。精神疲労時の栄養補給、あるての膝枕は僕を駄目にする。


    　は、早くこの膝から離れないと、僕は自分を見失いそうだ。


    「まったく、立派な大人はこんな風に甘えないよ。いい加減に離してよ」


    　凛り々りしい表情で言いのけ、あるての自主性に期待した。


    「優ゆう斗とさんが膝ひざ枕まくらして欲しいって」


    「一度も言ったことはない。寝言でも言わないよう特に気を付けているよ」


    「おかーさんの夢の中で言っていました。夢は本人の深層心理が現れると言いますし」


    「あるての夢だよね？　夢と現実をごっちゃにしないで下さい」


    　あるては僕から離れてくれない。この温かさから逃がしてくれない。あるての自主性がそうさせるのなら仕方ない。あるてには迷惑をかけたし好きにさせよう。これは決して僕が望んだわけじゃなくて──そうやって、色々誤ご魔ま化かした。


    　疲れた時はあるての膝枕は本当に効く。大人だとか子供だとか、今は脇に置きたくなる。


    　……僕はあるてに期待しているのかな。


    　廃ビルの時のように僕の暗くら闇やみを晴らしてくれるのかも。


    「……なんで、一いち之の瀬せさんを怒らないの？　人を騙だましたりするのにさ」


    　無意識に、子供みたいな不平が口から飛び出していた。


    　本人のいない前で、本人が一番慕っている相手に肩を持って貰もらうような真ま似ね。いくら喧けん嘩かしているからって、そんなのは大人のやり口じゃない。


    「優斗さん、それは──」


    「ごめん！　今のは聞かなかったことにして！　今のは間違い！　本当に！」


    　言ったことを後悔し、僕は慌てて膝枕から逃れようとしたが。


    「えい」


    　あるては僕の身体からだを優しく引き寄せ、ぎゅっと胸で抱きしめた。


    　──おかーさんタイムＡＣＴ２だ。


    　顔いっぱいにあるての温ぬくもりが伝わり、僕は逃げる間もなく意識が呑のみこまれた。


    「少しずつ、少しずつですが、迷いながら頑張る優斗さんへ愛情充電です」


    　温かい水風船のような感触が着物越しでもわかる。


    　もう少し密着したら心臓の音まで聞こえそうだが、そんなことになったら僕の心臓が張り裂ける。甘い果くだ物ものの匂いが直に鼻を通っていき、頭が蕩とろけそうになった。


    「……ふ、ふぐぅ」


    　もがいたが、あるての胸の感触がさらに伝わったので大人しくした。


    　せめて手を使って抵抗しようとしたが、


    「とーんとんです。今日のおかーさんは本気です」


    　あるてに優しく背中をトントンと叩かれ、身体の硬直が一気に抜ける。


    　な、なんですかーその技ー。


    「優斗さん。この日ひ和より寮りようは今まで色んな方が入寮してきましたが、誰一人として同じ考えを持つ人はいませんでした」


    「……え？」


    　あるての愛情が溶けたような声に、僕は素直に耳を傾かたむける。


    「男女の違い。年齢の違い。国の違い。思想の違い。人間にとって衝突は日常茶飯事です」


    「……種族の違いもあるよーだしね」


    「おかーさんが変わり者だから引き寄せるのかもしれません」


    「自覚はあるんだ……っていい加減離してよ！」


    　再度背中をトントンとされて、僕は抵抗する力を奪われた。


    　むしろ自らあるてに体重を預けそうになり、迫りくる業ごうに抗あらがった。


    「みなさんにはみなさんの言い分があると思います。悲しみや怒り、それに至った痛みが私は理解できます。だから私は余程のことがない限り、喧けん嘩かは両りよう成せい敗ばいだと決めています。おかーさんは憎まれ役ですね」


    　自分を卑ひ下げした言い方に悲しくなった。


    「……あるてを憎む人はいないよ」


    　本音だった。


    　あるては僕を包むようにさらに抱きしめる。


    「人にはそれぞれの価値観があります。なんの変哲もないガラス細工が、自身の心を映す鏡のような品へ代わることもあるのです」


    「……だからって」


    　それ以上は言葉にしなかった。


    　僕は愚ぐ痴ちを吐きたいわけじゃない。


    「無理に多様性のある価値観を認めろとは言いません。誰しもが聖人君子である必要もありません。ですが、優ゆう斗とさんの側そばにいる他人は、まったくの赤の他人ではありません。弥や栄さかさんも優斗さんと同じ悩みを抱かかえています。優斗さん──それだけは覚えていて下さい」


    　あるては言い終えると、膝ひざ枕まくらへ切り替えてくれた。


    　少し感じた名な残ごり惜しさを恥じながら、あるての膝に頭を預ける。


    「……簡単には納得できないよ」


    　異なる価値観というのもわかるけど、一いち之の瀬せさんは少し横暴すぎるよ。


    　あるての柔らかくて気持ちいい膝の上で、僕は疲れた心を癒いやしていく。


    　刺激の強いおかーさんタイムＡＣＴ２のせいで、膝枕の抵抗がなくなっていたことに僕が気づくのはもう少しあと。


    　情けない僕の頭が子供のように撫なでられてからだった。
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    「僕の母の日の予定？」


    　あのあと、脱膝ひざ枕まくらできた僕は自室のテーブルで、あるてと向かい合っていた。


    　元々あるては僕に用件を伝えに来ただけで、膝枕する予定はなかったらしく、でも予定は未定なのでつい膝枕したのだとか。


    　流れるような膝枕ムーブがあるての中にあるらしい。


    「はい、卒寮生が開催する『母の日会』に、優ゆう斗とさんも参加しませんか？」


    「僕も参加していいんだ」


    「もちろんです！　いつも四月頭に寮生へ参加の確認を取っていますが、みなさん参加されますので優斗さんも参加すると思い、確認するのを忘れていました。大きな会場ですよー」


    　あるては両腕を広げて、大きな会場を表現した。


    　いかんせん身体からだが小さいので規模が伝わらないが、ほっこりする。


    「あるてと卒寮生メインの会だよね？　僕が行っても邪魔になるんじゃ」


    「いいえ、そんなことは決してありません。むしろ新しい寮生がどんな人物か気になる卒寮生も多いので、質問責めに合うと思いますよ」


    　それはそれで僕の苦手な空気だな。


    「一応確認。その母の日会は、魑ち魅み魍もう魎りようが集う百ひやつ鬼き夜や行ぎようの会じゃないよね？」


    　素朴な疑問を口にした。


    「卒寮生を化け物と言いたいのでしょうか。私をぬらりひょんと言いたいのでしょうか。おかーさん、優斗さんのお尻をぺんぺんするのもやぶさかではありません」


    「いやまあ、冗談じゃなくてね」


    　三さん条じようさんの件もある。


    　以前にも人の理ことわりから外れた寮生がいたとしたら？　むしろそっちがメインの会だとしたら？　僕は僕の日常を保てるのか？　あるても気になる部分は多いし……というか人の理から外れているってなんだよ。日常生活で使う言葉じゃないよ。


    　日常とは何か考えていると、あるてが真顔で接近してくる。


    「ぺ、ぺんぺんストップッ！　ご、ごめん、変な言い方だったよね!?」


    「優斗さんは私や日ひ和より寮りようへどんな印象を持っているのでしょうか。優斗さん、でりかしーですよ？　このところ、優斗さんにはでりかしー消失現象が発生しています」


    「科学反応みたいな言い方しなくても……まあ、言葉が足りてなかったです」


    　すんでのところでぺんぺんは回避する。この年になってお尻ぺんぺんされるのは情けない。


    　……そういえば二人は参加するのかな。


    「一いち之の瀬せさんと八や重え桜ざくらは参加するの？」


    「弥や栄さかさんも門もん司じさんも参加します。弥栄さんはお祝い事に目がないそうです。門司さんは社交を重んじるので催しごとは断りませんね。それから、音ね子こさんは美お味いしいご飯目当てで参加しますね。理由はそれぞれですね」


    「うん。三さん条じようさんは美味しいご飯目当てだよね」


    　参加は一度拒否したのに、食事に釣つられた三条さんのしまりのない顔が楽に想像できた。


    　理由はどうあれ、全員参加のようだ。


    「じゃあ僕も参加するよ、断る理由もないし」


    　この様子だと、母の日会で勝負が決まるように思える。それなら、母の日会に何が待ち構えていたとしても、僕は逃げ出すわけにはいかない。


    「優ゆう斗とさんが参加してくれて嬉うれしいです。ところで優斗さん、礼服はありますか？　制服でも問題ありませんが、ここは寮生全員、着物で統一するのもよいと思うのです」


    　あるてが寸法を測る素振りで近づいてきた。


    「何な故ぜ、にじり寄る」


    「……卒寮生のみなさんにも会えますし、おかーさんは楽しみで楽しみでー」


    「なるほどー、嬉しくてハグしたくなったのかー」


    「はいー」


    「最近さ、あるてがただのハグ魔に思えてきたのだけど」


    「そんなことはありませんが、そんなこともあります！」


    　刹せつ那なの攻防を繰り広げたあと、花丸笑顔のあるてに捕まり、僕はたくさん愛情お裾すそ分けハグをされた。ひどく疲れていたのに、元気になった僕がいる。おかーさんタイムＡＣＴ２で子供のように甘えてしまったが、あれは大人の油断というか。


    　うん、はい、気が楽になりました。ちゃんと感謝しなきゃだな。


    　……あるてには、勝負事抜きで贈り物を渡したい。これだけお世話になっているわけだし、一番喜ぶ物が用意できると僕も嬉しい。


    　現状、僕は失敗ばかりだが、なあに焦る必要はないさ。


    　母の日まで時間はたっぷりある。


    　──そう、僕のＧＷはまだ始まったばかりだ！


    



    　そして、なんの進展もなく、僕のＧＷは終わってしまった──。


    



    　アルバイトが忙しかった。この一言で僕の連休は表せる。


    　隙すき間ま時間で、あるてへの贈り物のことはちゃんと考えていた。


    　なのに、よい案が思い浮かばない。


    「これは重すぎだ」「これは僕の趣味じゃないか」「もっとあるての目線に立った贈り物を考えなきゃ」「僕の個性を引き出した贈り物とか？」「母の日用パズルゲームあるじゃん！　さすがネットの海は広い！」「……初心に帰ろう」


    　発想の一進一退を繰り返し、気づけば連休は終わっていた。


    　今日は月曜日。学校が始まる。


    　連休明けの登校ほど億おつ劫くうなものはないが、僕は別の意味でも億劫だった。


    「今週日曜日にはもう母の日だよ」


    　スズメがちゅんちゅん鳴く頃には起きだして、登校時間ギリギリまで考えられるようにはやばやと制服に着替え、お日様の光を浴びながら案を練っていた。


    　ねるねるねる練っていた。


    　駄目だ。考えれば考えるほど、思いつく案がどれも微妙に思えてくる。


    「……現状の最善策をブラッシュアップするべきかな」


    　ブラッシュアップ。仕事に生きる人みたいで大人っぽい。また使おう。


    　ひとまず、僕は最善策の表彰状をテーブルに広げた。


    『表彰状　おかーさんへ。


    　おかーさん、毎日ありがとう。


    　おかーさんが僕たちのためにがんばってくれるから、毎日が楽しいんだよ。


    　おかーさんの笑顔は太陽みたいにまぶしくて、いつもぼくの心があったかくなるんだ。


    　おかーさんのハグはやさしくて、ぼくもやさしい気持ちになれるんだよ。


    　おかーさんへの感謝をこめて、ここに表彰します。


    　これからもすてきなおかーさんでいてね。健康にはきをつけて　ゆうと』


    　うん。よい。素敵だと思う。


    　あるてが喜ぶ文面だ。変に重くならずに、あるてを労いたわる気持ちが随所に散りばめられている。簡易な文体なので、ダイレクトに文意が伝わるハズだ。


    「……でも、間違っている気もする」


    　具体的には指摘できないが、漠然とそう感じる。


    　ほんの些さ細さいな違和感だが、何かがおかしい。


    「優ゆう斗とさん、起きていますか？　開けますねー。開けましたー」


    「起きてるんですが、ドアに鍵かぎがないんですが、止める暇ひまがないんですが！」


    　僕は慌ててテーブルの下に表彰状を隠した。


    　すぐに扉が開かれ、眩まぶしい笑顔のあるてが現れる。僕が冷たい視線を送ると、あるてはうっかりしていましたとばかりに、開かれた扉へノックした。


    「今更ノックされても困るよ。まったく……おはよう」


    「おはようございます優斗さん。あのですね、すごく珍しいものが見られますよー」


    　今日も元気一杯のあるてに、僕は外へ連行された。


    　それは、八や重え桜ざくらの育てる花壇近くの林の中にあった。


    　多分、観葉植物か何かだと思う。


    　ふっくらした地面からパイナップルのヘタのような大きな葉が伸び、一メートルほどの塊になっている。特徴的なのは塊から、竹のような茎が空に真まっ直すぐに伸びて、三～四メートルほどの高さまで到達していた。


    　伸びた茎にはモヤシの群生みたいな黄色の花が、枝分かれして咲いている。


    　この花、ニュースで見たことがある。


    「リュウゼツランだな」


    　八重桜が代わりに言った。


    　花の周りには制服姿の八重桜と一いち之の瀬せさんが集まっていて、あるてと一緒にしげしげと花を眺めている。僕の隣にいる三さん条じようさんは「油で揚げたら美お味いしそう」と食へ繋つなげる発言をした。


    　すごく珍しい花なのに……花より油物さんめ。


    「桜さくらちゃん、これ数十年に一度咲く花なんやろー？」


    「桜ちゃん呼ぶなっつーの。まあ、そうだな。正確にはアオノリュウゼツラン、環境次第で開花の周期は変わるが……日本では数十年に一度だ」


    　僕より年上の花なのかなと、あるてを見た。


    「母の日の贈り物として、当日に咲いた姿を見せたかった……と言いたいが」


    　八重桜はかぶりを振った。


    「本当は、処分されるところを俺が引きとってな。最近植えたばかりで開花時期はまだまだ先のハズなんだ。環境が変われば咲くことはあるが……茎が伸びて開花までたった数日なわけがないんだが……」


    　八重桜は怪け訝げんな表情であるてに視線を移すが、あるては見たことのない大人びた表情で数十年に一度咲く花に釘くぎ付けになっていた。


    「ま、次に咲くのは数十年後だな」


    「……ここにいるみなさんと一緒に見るのは、この一度きりなのでしょうね」


    　しみじみと、心に響いたようにあるては言った。


    　まずい。あるての心がガッツリ掴つかまれた。


    　数十年周期の花が贈り物とか重すぎるかもだが、そもそも八重桜は贈り物として見せたわけじゃない。自分の趣味の範囲で、あるてが喜ぶ物を提供したわけだ。相手に気疲れさせずに心を掴み、母の日は母の日で贈り物を別に用意しているハズ。


    　これが不良のやることなのか……なんて恐ろしい奴やつ……。


    　どうしよう、あの表彰状は見劣りしないよね？　ギ、ギリいい勝負かな？


    「みなさんで一緒に写真を撮りましょうか」


    　あるてがぽんと両手を叩いた。


    「おかーさん、最近でじかめを勉強していまして、今がその成果を発揮する時です。リュウゼツランを背景に撮りましょう」


    　ほんわかした表情であるては提案した。


    　だけどその場は特にほんわかせず、僕としても気まずい仲の二人と写真を撮るのは避けたい。あるてのお願いごとだが、写真の時だけ器用に笑える自信がない。


    「あのさ、あるて」


    「優ゆう斗とさんの言いたいことはわかります。でじかめ──不便ですよね」


    「ううん？」


    「いっぱいお写真を撮ることができますが、かめら内でしか昔の写真を見られません。画面も小さいですし、いんすたんとかめらに比べると性能は遥はるかに落ちます……」


    　デジカメ業界に衝撃を与える発言だ。


    「カメラ内のデータを抜き取って、写真をプリントすることもできるんだよ？」


    「でじかめ便利です！」


    　撮影したそうなあるてには「登校時間になるよ」と押し切り、解散の流れになる。一いち之の瀬せさんと八や重え桜ざくらも異論はないようなので、あの二人も僕と写真は避けたいのかなと考えた。


    　振り返って眺めたリュウゼツランは、林の中でひときわ美しく咲いている。


    　あるての心を掴つかむハードルが大きく上がったなと、焦りが募った。


    



    



    　久々の学校、久々の源げん氏じ君呼ばわり、久々の渡わた辺なべ先生からのお呼び出しという久々欲張り三点セット。


    　連休を終えて何か変わるわけでもなく、学校での僕の扱いは変わらない。


    　というわけで陽気なお昼休み、僕は職員室で渡辺先生の前に立っていた。


    「四しノ宮みや君、ＧＷはどうだった？　楽しかった？」


    　渡辺先生は僕にプリントを渡しながら言った。


    「アルバイトで忙しかったです」


    「いいえ、四ノ宮君は忙しくない！　何な故ぜなら先生の方が仕事で忙しかったから！」


    「なんでそこを張り合うんスか」


    　渡辺先生は事務机に突っ伏し、顔半分を僕へ向ける。


    　気け怠だるい瞳ひとみで、不満そうにぶーぶーと鳴いた。


    「遊べるのは学生の時だけよ？　大人になったら我わが儘ままを言ってられないよ？　ああ若い男の子と身体からだが入れ替わらないかなー。遊び惚ほうけたあとは、本人との恋愛関係に発展させるのに」


    「大人なんですから荒こう唐とう無む稽けいな我儘を言わないで下さいよ」


    　ＧＷは仕事で相当疲れを溜ためたらしい。


    　仕事がなければ連休中は彼氏と旅行とかするつもりだったのかな。


    　大人としての経験が豊富そうな人だが。一応人生の先輩だし聞いてみるか。


    「……あの、人を祝う時に、高価な贈り物のほうがやっぱり喜ばれます？」


    　渡わた辺なべ先生が物珍しそうに僕を見て、身体からだを起こした。


    「受け取る人次第じゃない？　高価な指輪を貰もらって泣いて喜ぶ人と、泣いて喜んでネットオークション行きにする人もいるじゃない」


    「相手次第……ですよね」


    「その人にしかできない相手が喜ぶ正解の形はあると思うよ。あとタイミングが重要」


    　正解の形にタイミングか。参考にしよう。


    　個人的な用件も終え、僕はプリントを抱かかえ直して退出しようとすると、


    「今日のアドバイスー。上う手まくいくかは置いといて、普段はしないことをするのもアリ」


    　後押しするようなタイミングのいいアドバイスをされた。


    　こういうところは人生の先輩だなあと思いながら、職員室をあとにする。


    「でも、普段はしないことか」


    　リュウゼツランはあるての心を掴つかんだ。


    　お金に換算してアレ以上の物を贈ろうとするなら、高額になってしまう。両親と雄ゆう三ぞう爺じいの遺産を使えば買えないこともないが……あるてが喜ばないかな。


    　でも正解の形か。想いが変に重くならずに、あるての心を掴む方法はある。


    　それは自分の信条を百八十度曲げるが、好感度も大きく稼げるハズだ。


    「……根本的にズレている気が。いや、でも、負けたら命令事もあるし」


    　うん、やっぱり八や重え桜ざくらみたいに贈り物以外でのアドバンテージが欲しい。


    　次だ。次にあるてと会った時、計画を実行しよう。


    　今はただ、ゆるやかな時の流れに身を任せていよう……。


    　──放課後まで一瞬だった。急に時が加速したようだった。


    　いまだ覚悟できていない僕は、わざわざ遠回りして帰った。


    　ずるずると足を引き摺るようにして、何度も靴くつ紐ひもを直したりした。


    　占いサイトを梯はし子ごして、自分の星座を何度も確認した。


    『絶好調！』『考える前に即実行』『迷わず行けよ、行けばわかるってマジで』


    　自分の星座にまで退路を塞ふさがれる。


    　空が赤くなった頃には日ひ和より寮りようへ到着して、僕はまず自室に逃げようとした。


    　しかし自室に入る直前に、あるてとエンカウントしてしまう。


    「おかえりなさい優ゆう斗とさん、今日もお疲れ様でした」


    　ふんわりしたあるてのオーラに当てられて、僕は肩の力が抜けた。　


    　……タイミングは今だよな。よし言おう。言え、言うんだ。


    　何も告白するわけじゃない。ある意味そうだが、別に愛を告げるわけじゃないぞ。


    「優ゆう斗とさん？」


    　恥を切り捨て、僕は不器用に笑った。


    「今日は……つ、疲れたからさ……お、おかーさんに甘えていい……？」


    　あるての目が大きく見開かれた。


    　黙りこくった僕を凝視し、あるてはおっかなびっくり僕の周りを歩き出して、つくつく人差し指で突いてくる。


    　動物園の檻にいる肉食動物。こうやってウロウロしていた気がする……。


    「お、おかーさんに甘えていいかな……？」


    　もう一度言ってあげた。


    　一等星のように瞳ひとみを輝かせたあるては、頬ほおを紅潮させて自身を強く抱きしめた。抑えきれない感情に抗あらがっているようで、身体からだが少し震えている。


    「あの……あの、あの、優斗さん。もう一度、言ってもらってよろしいでしょうか？」


    「おかーさんに甘えてもいいですか……？」


    　あるては廊下の奥へ脱だつ兎とのごとく駆けた。


    「え!?　え!?　に、逃げたっ!?」


    　と思ったら、すぐに戻ってきて共同ルームであるては正座した。


    　興奮した様子で、ぺしぺしぺしぺし、と無言で畳を叩いている。


    　すごく、嬉うれしそうだ。


    「わ、わーい、おかーさんの膝ひざ枕まくらだー。嬉しいなー」


    　ま、まあ、膝枕ならまだ耐えられるか。


    　僕は作り笑いであるてに向かい、畳で横になる。そうして、僕はあるての膝に頭をのせようとして──太ももにがっちりと頭を挟まれた。


    　あるてを見上げる形で僕の頭が固定された。


    　僕が混乱していると、ゆるい表情のあるてが棒状の物を懐から取り出す。


    　おや？　耳かきじゃないぞ？


    「歯ブラシ……？」


    「はい、おかーさんが優斗さんの歯を磨いてあげます」


    「え？　歯磨きするタイミングじゃないよね？」


    　口を開けたのがまずかった。僕の口内に歯ブラシが滑りこむ。


    　突然の異物に驚いたが、口内へ押しこむのではなく、舌や歯に優しく絡みつくように挿入されたので歯ブラシはすぐに僕へ馴な染じんだ。


    　しかも、あるての太ももに頭はがっちりと挟まれている。


    「んんっ!?」


    　──なにこれぇ!?


    「しゃかしゃか磨いてあげますねー」


    　めちゃくちゃ嬉うれしそうなあるてが、歯ブラシを上下左右に動かした。


    　小さな女の子の太ももに挟まれ、僕は歯ブラシされている。


    　恥ち辱じよくに耐えきれず暴れようとしたが、心ここ地ちよいブラッシングは僕の抵抗力を奪う。あるてに人格まで支配されたようで、身も心も捧げたくなった。


    　太ももと歯ブラシの柔らか二重奏。最高の安らぎをアナタに。


    　これは、これこそが……歯科医世界のレボリューションやー。


    「歯は一生の友達ですー♪　おかーさんは一生、おかーさんですー♪」


    「うう、うううん！　うん！」


    　──はっ!?　これはいかん。ま、魔道に堕おちるっ！


    「わかっています。今は歯磨きの時間じゃない。そう言いたいのですね？」


    「ううんううん!?」


    　──そう言ったよね!?


    「おかーさん、優ゆう斗とさんが望むことではなく、私がしたいことを優先しちゃいました。おかーさん失格です。ですが優斗さんが私に甘えてくれて、嬉しくて嬉しくて……卒寮生のみなさんにも久々に会えますし、おかーさんは幸せものです」


    　後光が見えそうな眩まぶしい笑顔。


    　母の日会が迫り、幸せが高まっていたのもあってか、僕のお願いが心に響いたらしい。


    「ううん、うんうん！」


    　──も、もう十分だよっ！　これ以上は僕が駄目になってしまうっ！


    「その時はおかーさんが責任を持って更生させます」


    「……んんん！　ん！」


    　──なんでここは伝わるんだよ!?


    　予定通りだけど予想外すぎる。


    　あるてが喜びすぎて、甘やかしに歯止めが利いていない！


    「しゃかしゃかしゃかー♪　ごしごしー♪　おかーさんが磨いてあげますー♪」


    「えふぅ！　えふぅ！　えふぅ！」


    　強く跳ねのけられない！　気持ちよすぎて力が全然入らないぞ!?


    　こ、このままでは立派な大人とは言い難い、魔道の堕とし子になってしまう！


    「おかーさん、二階のお掃そう除じ終わったでー」


    　天の救いの声か、それとも悪魔の一いち之の瀬せさんの声か。


    　頭に三角巾を被かぶり、ジャージの上にエプロンを重ねた一之瀬さんが、共同ルームに顔を出した。おかげであるてが手を止めてくれる。


    「おおー、早いですねー。弥や栄さかさんは仕事ができる女性です。きゃりあうーまんです」


    「えへへー。で……アホの四しノ宮みや君は、なに情けない姿を晒さらしとうよ？」


    「……んんんんんーん？」


    　──人をアホ呼ばわりするな。だいたい誰が情けないって？


    「ほんまに情けないなあ」


    　それから、どうにかあるての太ももを脱した僕は、洗面所で口をゆすいで戻ってくる。


    　お掃そう除じ姿の一いち之の瀬せさんは僕を小馬ば鹿かにするように笑っていた。


    「なんだよ、その、エプロン姿は？」


    「うちの清掃スタイルや。別名『将来は素敵なお嫁さんが約束された、素朴なヒロインスタイル』、家事万能っぽくて優しい女の子感が演出できとうやろ？」


    「演出と言っているじゃないか。約束を反ほ故ごする気満々じゃないか」


    　一之瀬さんはエプロンの端はしを摘つまみ、僕に見せつけた。


    「どやー。惹ひかれるやろー」


    「はんっ……そんな恰好のどこが。はんっ……ただ着ればいいってもんじゃないね」


    「……露骨に反応しすぎちゃう？　四ノ宮君は母性の強そうな子がほんと好きやね」


    　一之瀬さんは呆あきれた様子で僕を見た。


    　ちゃんと否定したじゃないか。……可か愛わいいけど。


    「弥栄さんは二階のお掃除だけでなく、この部屋もお掃除してくれたのですよ。できるお嫁さんすたいるです。家庭だけでなく、きっと世界も制覇しちゃいます」


    　人を支配する。人をコキ使う。あの甘えん坊の一之瀬さんがお掃除？


    　おおかた八や重え桜ざくらの行動に焦り、贈り物だけでは分が悪いと思って、あるての好感度を得ようとしたのだろうな。なんて、あさましい人間だ。


    　ここは付け焼き刃の家事手伝いなぞ、重箱の隅を突いてやる。家事のベテランとしてな！


    　別に料理勝負のことを根に持ってないし。


    「一之瀬さん、この電話機台だけどさ──」


    　僕は人差し指で埃ほこりを掬すくおうとしたが。


    「あ、あれ、ツルツル？　綺き麗れい……だと……？」


    「ふっふー。部屋の隅までバッチリ清掃済み、畳が傷つかないように清掃もしとうよ」


    「弥栄さんは家事万能なのですよねー」


    　自慢の娘を愛めでるように、あるては一之瀬さんの頭を撫なでた。


    　あるてが前に言っていたことは真実だったのか……。天が二物以上与えるのはよくあることなので納得できるけど、与えていけない者に与えるのは承服しかねるぞ。


    「くっ……自分を曲げて掃除までして、恥ずかしくないのかよ？」


    「自分を百八十度折り曲げて、堕落した人間に言われとうないわ」


    一いち之の瀬せさんは口角を上げて、僕を嘲あざけった。


    「うちは日ひ和より寮りように貢献しとうよ？　自立した大人が歯磨きされて恥ずかしくないん？」　


    「お、大人だって歯医者に歯磨きされたりするだろ！」


    「そうですねー。優ゆう斗とさんの言うとおり、大人も歯医者さんで歯磨きされますねー」


    「おかーさんは歯医者さんちゃうわ！」


    「そうでした！　弥や栄さかさんの言うとおり、おかーさん歯医者さんじゃなかったです」


    　一之瀬さんは怨うらめしそうに僕を睨にらんでくる。


    「うちが懸命に掃そう除じしていたのに、あんな甘やかされてるわ、うちを甘やかさないわ……四しノ宮みや君なんなん!?　ほんまなんなん!?　四ノ宮君はなんなん星人なんっ!?」


    「なっ!?　なんなん星人を馬ば鹿かにするなよ……よくわからないけどさ」


    「大丈夫ですよ、弥栄さん。おかさーんはいつでも甘やかす心構えでいます」


    　あるて、両腕を構えてハグの型。


    　その常在母性な在り様はいかがなものか。


    「おかーさん……でも今は大丈夫やで、うちは強い子、できる子、やればできる弥栄ちゃんやもん。四ノ宮君みたいに甘えたがりで、なんもせーへん人間になりとうないし」


    「自己否定楽しい？」


    「四ノ宮君の『自立した立派な大人になる』なんて、無謀な自己実現よりは？」


    　僕達は牽けん制せいし合うように笑い、その側そばであるてもにっこり笑った。


    　あ、喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいを下す一歩手前の笑い方だ。


    「四ノ宮君！　うちと四ノ宮君の仲は!?」


    「お、お、おともぅだち……」


    　声が上うわ擦ずったが、お互い仲良く握手をして誤ご魔ま化かす。一之瀬さんには「……煮え切らん態度やわ」と爪を立てられはした。喧嘩中なのに何な故ぜ。


    　しかし一之瀬さんめ。自堕落な自分を曲げてまで、好感度を稼ぎにいくなんて滑こつ稽けいだぞ。


    　うん、僕も滑稽だったよね……。棚上げはよくないよね……。


    　ともかく、お互い敗者になる気がさらさらないのはわかった。


    　──一之瀬さんは、なんとしても僕に勝ちたいようだ。


    　そしてこれを境に、僕と一之瀬さんの争いは激化する。


    



    



    　月曜から五日間。僕達は隙すき間ま時間を勝利への布石に使うようになり、その度に衝突した。


    　これは、僕が台所を掃除し終えたあとのことだ。


    「重曹が便利やからって乱用せんといてくれる？　せっかくの重曹が宝の持ち腐れやわ」


    「重曹は無敵だよ。主婦のエクスカリバー重曹に欠点なんてないよ」


    「欠点があったのは四しノ宮みや君。ガスコンロに重曹を使ったあとで、ちゃんと水拭きせんかったやろ。白浮きが目立っとうたで？　ま、うちが後始末してあげたけどー？」


    「おのれー」


    「うちが後始末してあげたけどー？」


    「二回もー」


    　そして、一いち之の瀬せさんが二階の窓拭きを終えたあとのことだ。


    　得意満面な一之瀬さんへ、僕は煽あおってやる。


    「掃そう除じはできよるがー、銭勘定はできへんおわすなー」


    「下へ手たな関西弁やめてくれへん？　何が言いたいんよ」


    「一之瀬さんはコスト度外視で完かん璧ぺきを求めすぎなんだよ」


    　一之瀬さんが持つ、スプレーを指差した。


    「洗剤を使いすぎだ。一般のご家庭なら問題はないけど、ここは学生寮。そのペースで洗剤を使っていれば出費がかさむ。日ひ和より寮りようの財源を食いつぶしたいわけ？」


    「重曹を湯水の如く使った人間がよくゆーわ」


    「僕は違う。こうやってしわくちゃにした新聞紙を濡らして絞り、窓ガラスを拭けば安上がりだしエコロジー。新聞を折り畳んで拭けばガラスも傷つかないのさ！」


    　ふふ、掃除は僕のほうが得意のようだな。


    「おい、今日の新聞をしらねーか？」


    　使った新聞紙が今日の分だとわかり、八や重え桜ざくらに怒られもした。


    　さらにあるての好感度を稼ぐべく、強引に仕事を手伝おうとした。


    「あるて、今日の買い物は僕が行くよ。僕はやりくり上手だよ」


    「優ゆう斗とさんお気持ちは嬉うれしいのですが、今日はもう行きましたので」


    「明日のお買い物はうちが行く、うちはお買い物の達人やでー」


    「弥や栄さかさんお気持ちは嬉しいのですが、毎日お買い物に行く必要はありませんので」


    「よーし、次の買い物は誰が行くか、ジャンケンで決めようじゃないか」


    「ええやろー。うち、パーしか出さんで？　パーしか出さんからなー？」


    　高度な駆け引きを要するバトルが毎日繰り広げられた。


    　しかし、なんの手応えもなく時間だけが過ぎる。


    　お互いの表情に焦りが色濃く表れ始めて、その内に闘いの様相は相手のやる気をくじくように変化していく。


    　一之瀬さんが食器洗いを終えたあとのことだ。


    「あれれー？　このコップはちゃんと洗ったのかなー？」


    「洗剤も適量で水洗いも完璧。いちゃもんつけんといてくれる？」


    「これをこうして紙で拭いてやると……ほら、黒い汚れがこんなにも。いるんだよなー洗剤と水洗いで洗った気になる人。水洗いのあとは綺き麗れいに見えるけど、案外汚れは落ちていないもんだよ。飲食業あるあるだよー？　お客さんに怒られたりするんだよー？」


    「四しノ宮みや君の失敗自慢なら他でやりーや」


    　うざったらしそうな一いち之の瀬せさんの表情に、効果覿てき面めんと知る。


    　この調子で相手のやる気を削そごうとしたが、反撃はしっかり食らった。


    　僕が共同ルームの掃そう除じを終えたあとのことだ。


    「うわー、ないわー。畳の扱い方なってないわー」


    「なんだよ。ちゃんと目に沿って掃除機をかけたし、畳も雑巾で拭いただろう」


    「畳は基本『から拭き』やでー？　畳は水を吸収しやすいから水拭きすると表面膜が剥はがれて、傷みやすいの。ああー……職人さんが丹精を込めて作った畳が、アホの四ノ宮のせいで駄目になってまう。職人さんがほんと可か哀わい想そうやわー。泣けてくるわー」


    「その畳にジュースを零こぼしていた人間が何を言うか」


    　一之瀬さんの蔑さげすむ視線に、僕は歯切りした。


    　──争いは変わっていた。いかに相手の心を折るかに僕達は力を注ぐようになっていた。


    　八や重え桜ざくらという第三勢力は、僕達の闘争心を大いに刺激した。米ソ冷戦時代、もし二か国以外で冷戦に参戦する巨大国家があれば、第三次大戦が始まっていたという説が、僕の中で今思いついた。


    　お互いに負ける気は一切なく、そして限界は近かった。


    　一之瀬さんはキャラを曲げてのお手伝いに、日に日に生気を失くしていた。


    　僕は僕であるてにハグをお願いしたりして、自立精神を失いそうになっていた。


    　募る苛いら立だちをぶつけるように、僕達の会話はエスカレートしていた。


    「こんな雑な掃除を誰に仕込まれたんだか。さぞ甘い人物だったんだろうねー？」


    「四ノ宮君へ家事を教えた人、めっちゃくちゃ甘々の人物やったんやろうなー？」


    「お爺じいちゃんを馬ば鹿かにするな！　すっごく厳しい人なんだぞ!?」


    「お婆ばあちゃんを馬鹿にすんな！　めっちゃ厳しい人なんやで!?」


    



    「喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいです」


    



    　金曜日。学校から帰ってきて、玄関前で鉢合わせした僕達が言い争っていた時のことだ。


    　あるては夕焼け空に鶴つるの一声を響かせた。


    　あるても困っていたのだと思う。当初は、僕達は正面切って喧嘩しているわけじゃないし、むしろ家事手伝いをしていた。しかしその建前もどこへやら、学校から帰るなり着替えるのも忘れて口論をしてしまう僕達に、あるてはとうとう喧嘩両成敗を下した。


    「ここで頭を冷やして下さい」


    「そ、そんなおかーさん。これは喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいの中でも重い罰やん！」


    　一いち之の瀬せさんのすがる声も虚しく、僕達は一階の応接間に押しこめられた。


    　あるてと出会って以来、久々に入る和室だ。


    　部屋は収納棚があるぐらいで相変わらず生活感がない。けど、これがもっとも重い罰？


    「そこは、お二人が仲良くなるまで絶対に外へ出られない部屋です」


    　あるては扉の向こう側からそう言った。


    「いやいや。鍵かぎもないし、出ようと思ったら出られるよ」


    　僕はドアノブを掴つかんだが、力を入れても扉が開かない。


    「その部屋はおかーさん力ちからによって、お二人が仲良くなるまで絶対に外へ出られない部屋となりました。優ゆう斗とさんの腕力でも開くことはできないでしょう」


    「扉に小細工してまで変に演出しなくても……マジックの勉強でもしたの？」


    　僕は呆あきれながら応接間の窓を開けようとした。


    　あ、開かない？　おかしい。窓の鍵は内側だよな？


    　ぱっと見でも窓ガラスに細工はない。僕は窓に力をこめたのにビクともしないぞ。


    「……無駄やで、おかーさん力ちからが働いとうよ」


    　一之瀬さんは座ざ布ぶ団とんに女の子座りしながらうなだれていた。


    「もう一度言います。そこは、お二人が仲良くなるまで絶対に外へ出られない部屋です。仲良くなったお二人がドアノブに手をかけることにより、この扉は開かれます」


    「タネのないマジックだと!?」


    　ちょっと声が裏返る勢いで僕は叫んだ。


    　いやいやいやいや、あるては謎なぞが多いし、不思議な力を使っている気配はあったよ。


    　でも、使うにしても、もっと劇的なタイミングがあるだろう。寮生のくだらない争いを止めるために、人知を超えた力を普通使うかあ!?


    「……使う。あるてなら使う」


    「むー、おかーさん馬ば鹿かにされた気がします」


    「……一応聞くけどさ、この不思議な力に対しての弁明は？」


    「おかーさん力ちからです。すべてのおかーさんに自然と宿るものなのです」


    「大おお雑ざつ把ぱさんめー」


    　僕は用意されていた四枚の座布団の一つに仕方なく座った。


    　そう、座布団は四枚……僕と一之瀬さんで二枚。


    　頭を抱かかえている八や重え桜ざくらに、怯おびえた様子の三さん条じようさんで二枚だ。


    　二人はなんとなく通りかかった時に、あるてになんとなく見つかって、二人はなんとなくこの部屋に押しこめられた。二人も何度か喧嘩していたし、あるて的にも思うところがあったのだろうが、大おお雑ざつ把ぱに巻きこまれて少し可か哀わい想そう。


    　喧けん嘩かした者同士で二人きりにさせるより、四人なら変に荒れなくていいとは思うけど……。


    「おかーさんも心を鬼にして……いつもより厳しい喧嘩両りよう成せい敗ばいを言い渡しました」


    　あるての声はいつになく厳しい。


    「お菓子とジュースはちゃんと用意しました。そこで各々考えて下さい」


    　お菓子とジュースはテーブルに気前よく置かれていた。


    「あと、体調が悪くなったらすぐに声をかけて下さいね？　用事があるのならすぐにおかーさんを呼んで下さい。お菓子とジュースが足らない時も言って下さいね」


    　至れり、尽くせりだ……。


    「音楽が必要ならおかーさんが歌いましょう。お花で部屋を彩るのもいいですね」


    「ただのお茶会になるじゃないか」


    　しばらく返答はなかったが、離れる足音が聞こえた。僕達に任せる気になったらしい。


    　怒ってはないようだが、僕達の争いによっぽど困っていたのかな。


    　しかし、仲良くなるまで絶対に外へ出られない部屋か。


    　喧嘩両成敗の中でも重い罰らしいけど、サービスを行き届かせて罰もないような。


    　……う、室内の空気が重い。


    　一いち之の瀬せさんは不ふ貞て腐くされたように座り、八や重え桜ざくらは疲れた表情で両腕を組んでいる。俯うつむいた三さん条じようさんの塩せんべいを齧かじる音だけが、わびしく響いた。


    　顔は合わせていたが、ここ最近は気まずかった四人組が勢ぞろいだ。


    　この状況で仲良くならなきゃいけないのか……ごめん、きつい……。


    　お願い……誰か喋しやべって……。


    「弥や栄さかと優ゆう斗と、二人の喧嘩だろ。さっさと仲直りしろよ」


    　八重桜が痺しびれを切らし、僕達に向き合った。


    「喧嘩しとらん」「反りが合わないだけだよ」


    「この分だと当分出られなさそうだな」


    　再度、沈黙が訪れる。


    　いや、三条さんがせんべいを食べるペースを上げたので、バリバリとうるさい。


    　本当に自由なお姉さんだな。おかげで気が抜けたけどさ。


    「……あるては僕達に仲良くと言ったけど、八重桜と三条さんの関係も気にしているようだし、四人の中で『仲良くなった二人』なら誰でもよい可能性はないかな？　あるては……雑な部分があるし。もしかして、一之瀬さんと三条さんでドアノブに手をかけても開くんじゃ？」


    「……ありえなくはねーか。弥栄達は仲がいいじゃねーか、試してくれよ」


    　八重桜はドアノブを顎あごで差した。


    「音ね子こさんは孤高の存在なの。特定の誰かと仲がいいとかありえませんので」


    「今は三さん条じようさんだけが頼りなんだよ」


    「……そうね！　音ね子こさんと弥や栄さかちゃんは親分と子分な関係だけれど、そこに忠義の絆きずながあるかも知れないね。音子さん情が深いからなー」


    　名調子な三条さん。どちらが上でどちらが下かは言わぬが花か。


    「音子お姉ちゃんとは無理やわ」


    　三条さんは塩せんべいを手から落っことした。


    　目が若干潤うるんでいるし、地味に堪こたえたっぽい。


    「違うんよ。誤解せんといてな」


    「……ご、誤解なんて、音子さんぜーんぜん気にしてないし」


    「うちは純粋に音子お姉ちゃんを慕ってるんよ。だから物は試しでも、扉が開かなかった時……上うわっ面つらな関係だったと考えるだけで……うち、悲しいんや」


    　一いち之の瀬せさんは心苦しそうに言った。


    「……弥栄ちゃん。ううん、音子さんは平気だよ。子分の気持ちを汲くむのが親分の務め、音子さんは頼りがいのあるお姉さんだからね」


    　三条さんは塩せんべいを拾い、パキリと力強く噛かんで見せた。


    　多分頼れるお姉さんアピールだ。


    「音子お姉ちゃん、やっぱり素敵やわあ。素敵お姉ちゃんや」


    　一之瀬さん本音かなあ。慕っているようにはあんまり思えないし、さっきのも便利な駒こまだとバレないために先手を打ったように聞こえるけど。


    「……見た感じは仲いいよね」


    「そーゆー男子組はどうなん？　男子組で試したらええやん。仲は悪ないやろ？」


    　僕達は何も答えなかった。


    　僕も八や重え桜ざくらも無言でいて、また会話しにくい空気になる。


    「……この男共はー。息が合うなら仲がええってことちゃうの」


    　喧けん嘩かして以来、僕が八重桜を避けていたら会話する機会が極端に減った。


    　そのせいか、常に距離感を意識するようになった。


    「ここは初心に返ろうよ。一之瀬さんと八重桜はよく喧嘩するけど、喧嘩するほど仲がいいって言うし、それに喧嘩友達から始まるラブが──」


    「はっ倒すぞ」


    　八重桜は抑揚のない声で言った。


    　感情のない瞳ひとみの色に、心の底から嫌がっているのが悟さとれた。


    「ごめん……。口が滑ったというか、言葉を無駄に足したというか……」


    「ほんとっこの男共はー。美少女弥栄ちゃんが傷つくと思わんの」


    　一之瀬さんに飴あめ玉だまをぶつけられた。


    「ねえねえ、優ゆうちゃん。だったら優ちゃんと音ね子こさんが試そうよ。だって、二人はベストフレンド以上の関係だよ。扉を開くどころか吹っ飛ばせるよ」


    　三さん条じようさんが嬉き々きとして言ったので、僕は素っ気なく答える。


    「三条さんとは無理だよ」


    「……聞き間違いかなあ？　優ちゃんはそんなこと言わないよ、ずっと永遠に仲良しだよって言うよ。おかしいなあ喜ぶ場面なのになあ。今日の優ちゃんおかしいよ。ねえ？　ううん、最近ずっとおかしかった。本当なら優ちゃんはわたしにべったりだもん。ねえ？」


    　三条さんの瞳ひとみが恐ろしいほど淀よどんだ。


    　まずい。三条さんは基本ぼややんとした性格なので忘れかけるが、心を許した相手への思いが尋常じゃないのは、監禁事件で体験したじゃないか。


    「ち、違うんだって、あるての仲がいいってどの程度かと思ってさ。あるての基準が僕達とズレていたら扉が開かないかも知れないよね？　人によって仲がいい基準が違うしさ」


    　三条さんは顔を近づけて僕を観察する。


    「つまり優ちゃんは音子さんを家族と考えている？　たしかに家族判定だと開かないかも」


    　三条さんが都合よく解釈してくれた。


    　否定も肯定も怖いし、深く掘り下げないようにしよう。


    「おかーさん基準はゆるい思うで、出会ったその日にはもう仲がよいと考えそうやし」


    「俺達の基準で判定されるかも知れねーだろ」


    「うちは甘やかしてくれる人はみんな大好きやで、なあ桜さくらちゃんの基準は？」


    「桜ちゃん呼ぶなっての……下の名前で呼び合える関係ならそれで友達じゃねーの？」


    　そういえば八や重え桜ざくらは初対面時に下の名前を呼ばそうとしたな。


    　僕にはちょっと考えられない距離感だけど、八重桜らしい。　


    「音子さんは孤高で気高い女性だからなー、そんなの考えたことなかったなー」


    「まあ、取っつきにくい人だよね」


    　全然懐なつかない猫だったし。プライド高いし。


    「四しノ宮みや君は？」


    「え？　僕が何？」


    　一いち之の瀬せさんにふいを突かれて、言葉の意味がわからなかった。


    「何をとぼけてるの。四ノ宮君の仲のよい基準は何って？　会話の流れでわかるやろー」


    「僕は──」


    　どうなんだろう。


    　客観的に見れば、寮生とは仲がいいのかな。


    　言葉に詰まった僕へ、一之瀬さんが身体からだを近づけた。


    「神かん林ばやしさんとは仲がええよね？　それはなんでなん？」


    「それは、幼おさな馴な染じみだから」


    「音ね子こお姉ちゃんとは？　あんなことがあっても仲がいいと言えるの？」


    　一いち之の瀬せさんが矢継ぎ早に質問するので、考える余裕がない。


    「三さん条じようさんとは昔馴染みだし、仲がいいか悪いかで言ったら、仲がいいと思うよ」


    　家族と言わなかったし怒るかなと思ったが、三条さんは嬉うれしそうにせんべいを食べていた。


    一之瀬さんは真剣な表情だ。この質問は一之瀬さんにとって大事なのだと察しの悪い僕でもさすがにわかった。真ま菜なに三条さんと順に来たら、次は一之瀬さんかな。


    一之瀬さんへどう返答すればいいか悩んでいると、


    「おかーさんとは？」


    　それ以上に困る質問をされた。


    「あるてとは……あるては、嫌いじゃないし」


    「仲がええよね。すっごく」


    　それが罪だと言いたそうな口ぶりだ。


    「あるてには普段からお世話になっているし、その……感謝もしているし、そ、そういう面があるかも知れないけれど、だからって別にやましいことはなくて、仲がいいと言われたら難しいよ。それはある一面でしかなくて」


    　何に対しての言い訳かわからなかった。


    「──楽しくやっているなら、それはもう仲がええんちゃうの？　四しノ宮みや君は、みんなのことをどう思っているん？」


    　みんなが僕を見つめていた。


    　たしかに日ひ和より寮りようで楽しく話せる僕はいる。


    　でも誰にも頼りたくないと、どこかで一歩引く自分もいた。


    　他人の干渉を嫌悪しているわけじゃない。自分一人の力で立てないと前に進めなくなる気がして、必要以上に干渉されるのは避けたかった。それが孤独を恐れるゆえの逃避行為だと気づいた今でも、性根はなかなか変わらない。


    　両親の事故。親しん戚せきをたらい回しにされた日々。


    　そして目立たないように息を潜めた学校生活。


    　この場で必要のない記憶を蒸し返し、意味もなく愛想笑いをしたくなった。


    「──四ノ宮君」


    　はっと我われに返る。


    「その顔、癖になっとうから気をつけたほうがええよ」


    　どんな顔だよと言おうとして、急には声が出せなかった。


    　それぐらい沈んでいたのだと自覚した。


    「……思いついたんだけど、あるての大おお雑ざつ把ぱな性格も考慮してさ。僕は仲良くならないと絶対に出られない部屋なんて、そんなピンポイントな力がこの世に存在するとは思えない。だから表面上は仲良くするフリをすれば案外扉が開くんじゃないかな？」


    　話題逸そらしが嘘うそみたいに饒じよう舌ぜつだった。


    　僕の不自然さは指摘されず、みんな話に乗ってくれた。


    　ただ、誰が仲良くするフリをするかでまた一揉もめする。その内に「どうすれば仲良くならずに仲良くなれるか？」などと思考実験のような話に飛躍し、僕達の真剣な十代（三さん条じようさんは不明）のしゃべり場は、話が大いに脱線した。


    　仲がよいの基準が違う四人だ。話が噛かみ合うわけがない。


    　話し合いの結果「畳を持ち上げれば脱出できるんじゃね？」と短絡的で、意外に合理的な物理手段に訴えようとしたところで、


    「晩御飯ですよー」


    　あるてが朗ほがらかな笑顔と共に扉を開けた。


    　仲よくなるかはさておき、ゆっくり話し合う場を設けたかったのかな。別の意図があるかもしれないが、閉じこめた張本人がこうも簡単に開けてしまうので気が抜ける。


    　でも、僕達のことをちゃんと見てくれている。


    　今はそんなあるての気楽な距離感が、僕にとって嬉うれしかった。


    　それなのに、きちんと質問に答えられない僕が冷たい人間に思えてくる。気分が晴れないまま部屋を出ようとすると、


    「……ほんまハッキリせんなー」


    　一いち之の瀬せさんに不機嫌そうに呟つぶやかれた。


    　なんで一之瀬さんが僕に自分とのことを聞かなかったのは、尋ねなかった。


    



    



    　仲よくならないと絶対に出られない部屋の一件以降、僕はボンヤリしていた。


    　何をするにしても気持ちが定まらず、考えがまとまらない。


    　母の日は明後日あさつてだ。


    　湯船に一時間はいたが、よい案は浮かばない。


    　今週、僕がしたことは一之瀬さんとのお手伝いバトル。それであるてが喜んだかと言えば、むしろ困らせたぐらいで最終的には喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいが下された。


    「……一人で考えても何も浮かばないか」


    　パジャマに着替えた僕は、自室のテーブルに肘ひじを突いた。


    　相談相手は思いついたが、誰かを頼りたくない僕の信条とは関係なしに頼みづらい。


    さっきからずっと、スマホの画面は連絡先で止まっている。


    「せめて、もう少し時間があればなあ」


    　僕がスマホを放り投げると、扉がノックされた。


    「優ゆう斗とさんいらっしゃいますか？　開けますねー」


    「確認してから開けるのが早いって！　ノックの意味がないじゃないか！　お母さんかよ！」


    「おかーさんです」


    「おかーさんだった……」


    　僕は急いで立ち上がり、侵入される前に止めに行く。


    　苦言を呈そうとしたが、あるての桃色の浴衣姿に目を奪われた。


    「みなさんお待ちしていますよ。あとは優斗さんだけです」


    　風呂上がりなのか、離れていてもシャンプーの匂いがする。


    　ちょっと頭がクラっとしたが、浴衣姿が珍しいわけであり決して業ごうではない。ネバー。


    「……待ってるって何かあった？　ごめん、聞き逃したよ」


    「伝えたのは今なので、聞き逃してはいないと思います」


    「みんなが集まっているなら、最後の一人も不安になって行くと思ってない？　そうやって外堀を埋めてから来るのは卑ひ怯きようだよ。でも行く、だって不安だもの」


    　行くだけ行って問題があれば断ればいいか。


    　共同ルームにほいほい付いていくと、布ふ団とんが五組、横に敷かれていた。


    　さらには寮生全員が、パジャマ姿だったりする。


    　僕と目線を合わせない一いち之の瀬せさんは髪を下ろし、半袖そでショートパンツ姿だ。少し怯おびえた表情の三さん条じようさんは、ゆったりした長袖のルームウェアを着ている。疲れた表情の八や重え桜ざくらはシルクっぽい黒のパジャマで、いつものマフィアスタイルだ。


    　日ひ和より寮りようパジャコレだ。


    　お布団も敷かれていたので、先が読めた僕はＵターンした。


    　しかし、あるてに腕を組まれる。

  


  [image: ]


  
    「優斗さん、今から『あるてぃめいとたいむ』です」


    「に、逃げないって……多分。というか、そのアルティメイトタイムってのは何？」


    「あるてぃめいとたいむ。それは私の名を冠するとおり『母の時間』を意味します」


    「究極的に間違っているよ。無理して横文字使わなくていいじゃないか」


    　腕に絡みついたあるてをなんとか振り解く。


    　おおかた「寝食共にすることでみなさんの親しん睦ぼくを深めるのです」とでも考え、最近何かと対立しがちな僕達へ大おお雑ざつ把ぱな手段に出たのだろう。


    「寝食共にすることでみなさんの親睦を深めるのです」


    　一字一句、間違いがなかった。


    「あるて、倫理のお話をしようか」


    「りんり？　優斗さんがたまに語る謎なぞの言葉ですか？」


    「大浴場を男女別時間制にしているのはなんのため？」


    「倫理の問題ですね……はっ!?」


    「よく知っているじゃないか」


    　その都度に認識を変える、便利な言語野があるてに備わっているらしい。


    「ですが、これは男女が同どう衾きんしているわけではありません。それぞれが、ふんわりお布ふ団とんで寝るのです。監視役としておかーさんもいます。何一つ問題ありませんよね？」


    「あるても倫理の対象だよ。ほら、二人も何か言ってあげなよ」


    　僕は女子組へ加勢を訴える。


    「おかーさんと一緒に寝られるのなら」「優ゆうちゃんと一緒に寝られるのなら」


    　駄目だ。この二人は常識を説いても、まず自分の常識を優先する。


    　ここは日ひ和より寮りようの最終防壁こと、八や重え桜ざくらの出番だ。


    「八重桜も何か言ってあげな──」


    　八重桜は寝ていた。


    　一番奥側の布団に潜りこみ、文句も言わずに目を瞑つむっていた。


    　な、何な故ぜに？　一番の良識人が……いや、まさか、グダグダ言ったところで結果が変わらないのなら、下へ手たに逆らわず、他の人と接しにくい場所を真っ先に取ったのでは？


    　被害を最小限に抑えている。なんて切り替えの早い不良だ。


    「くっ……こんなところで一緒にいられるか！　僕は自分の部屋に戻らせてもらうぞ！　フラグ的な意味じゃなく、倫理的な意味で！」


    「音ね子こさんタッコゥ！」


    　発音が無駄にいい三さん条じようさんは僕の腰に抱きつき、布ふ団とんに押し倒した。


    「こ、この馬ば鹿か猫！　大義名分を得たとばかりにタックルかますな！」


    「馬鹿猫は酷ひどいー。そんな優ゆうちゃんには枕攻撃ー」


    　嬉うれしそうな三条さんに枕でぽかぽか殴られる。


    「音子お姉ちゃんズルいわー、うちも四しノ宮みや君と親しん睦ぼくを深めたい。よっし、女子組と男子組に別れて枕投げの時間や」


    「男子組は僕一人しかいないじゃないか！　そ、そば殻枕を持ってくるなよ！」


    　ひとしきりボコボコにされたあと、流れのままに全員で寝るハメになる。


    　いつものお決まりパターンだが、僕は強く抵抗しなかった。


    



    　数時間後──真まっ暗くら闇やみの共同ルームで僕は寝転がっていた。


    　僕はいっこうに寝つけず、何度も寝返りした。


    　理由は諸々ある。


    　布団の順番は奥から順に、『八や重え桜ざくら→三条さん→僕→あるて→一いち之の瀬せさん』と女子二人に挟まれて落ち着かないのと、三条さんの寝言がうるさいのがあった。


    「ううん、音子さんもう食べられないよー」


    　ベタな寝言を言いながら、寝相の悪い三条さんは隣の八重桜を蹴けっていた。


    　ときおり、八重桜の苦しそうな声が漏もれる。


    　ほんとごめん……昔は寝顔もかわいい猫だったんだよ……。


    「え？　優ちゃんも食べていいの？　困ったなあ。で、でも仕方ないね。ここは冬山、身体からだを温めなきゃね。よ、よーし優ちゃんを食べちゃうよ」


    　カニバリズムな意味かエロティックな意味か、どちらにせよ十八禁な夢らしい。


    　三条さんとの距離感はもっと開けておこう。


    　寝つけない理由は主に三条さんのせいだが、それとは別のウェイトを占める理由もある。


    　僕はあるてへの贈り物のことを考えていた。


    （気持ちが素直に伝わる物でいいじゃないか）


    　その考えには至っているのに、贈り物の形がよりボンヤリとした。おぼろげな贈り物の形は気持ちが加わることで抽象的になり、陳腐に思える。ひどく冷めた自分を感じていた。


    　ズレは認識しているけど、それが何かは言語化できない。


    　あるてに申し訳ない気がして、僕は共同ルームで素直に横になっていた。


    （……そういえば、こんな風に大勢で寝るのいつ以来だろ）


    　僕が再度寝返りすると、隣のあるてが寝転がってくる。


    　あるても寝相が悪いようで、僕の胸に手を置いた。


    「すやあ」


    　愛らしい寝顔のあるてに目を奪われる。


    　手を払いのけようとしたが、心ここ地ちよくて、安心して、僕は戸と惑まどった。


    　しばらくこのままでいいかなとも考えたが、でもちょっとタイミングよすぎるかなとも考え直し、さっきまで寝相のよかったあるてに疑問が浮かぶ。


    「……もしかしてさ、起きてる？」


    　小声で聞いた。


    「すやあ」


    「おかーさんに甘えていい……？」


    「甘えていいですよー」


    　狸たぬき寝入りを解いたあるてが、僕の布ふ団とんにもぞもぞと入ってくる。


    　どーにかこーにかして布団から追い出せば、唇くちびるを尖とがらせたあるてが顔を出した。


    「むー、優ゆう斗とさんは嘘うそ吐つきさんです。おかーさんを謀たばかりました」


    「狸寝入りで僕を謀ろうとした人はどこの誰ですか？」


    「ここのおかーさんです」


    　悪びれもなくあるては笑い、僕の胸をぽんぽんと叩く。


    　何度も何度もゆっくりと、僕が寝つけるように胸を叩いてきた。


    「眠れませんか？」


    「子供みたいに扱わないでよ。別に、ちょっと……考えごとがあってさ」


    　僕は手を払いのけなかった。


    　ここで騒いでみんなを起こしたくないので甘んじで受ける。大人の気配りだ。


    「そうですね。構いすぎるのはよくないと思いつつ、優斗さんの悩む姿が愛いとおしくて構ってしまいました。おかーさんは悪女さんです」


    「悪女にさん付けする人、初めて見た」


    　呼吸に合わせように胸が叩かれる。


    　なんだか懐なつかしくて……リラックスしてきた。


    「悩むことはいいことです。悩むことで理想を大きく持てたりもします。少年よ大志を抱け、青年になっても大志を抱け、大人になっても大志を抱けです」


    「その子、ちゃんと大志を実現できてる？　理想ばかり追い求める大人になってない？」


    　あるてはクスクスと笑い、慈いつくしむように僕の胸を撫なでた。


    「おかーさんは優斗さんを見守っていますよ」


    　だからこそ悩んでもいた。


    　あるての真心が伝わるから、僕の信条は抜きにしても母の日は素直に祝いたい。そう思えるようになったのに、変に距離感を気にしている。つい勝負ばかり、自分のことばかり考える僕の胸中を察したのかは知らないが、あるてはしこりを取るように胸を叩く。


    「んーんー♪」


    　とてもとても静かな鼻歌と共に、胸を優しく叩かれる。


    　ウトウトしてきたせいか、自立した大人らしくない行為だよと訴える僕が消えていく。


    「……愛していますー」


    「……うん」


    　ああ、これ、誰かに見られたら申し開きできないな。


    　みんなが寝静まった時間帯でよかったとホッとしていれば、あるて越しに視線を感じた。


    　……一いち之の瀬せさんが起きている。


    　どこか一歩引いた表情で僕を観察していた。


    　嫌な汗がじんわりと噴き出た。僕への不満を溜ためられて、ろくでもない悪戯いたずらを仕掛けられては敵かなわないので、僕はあるてに言ってやった。


    「あるて、一之瀬さんも寝苦しそうだよ」


    　あるてが横を向くと、一之瀬さんは目を閉じた。


    「スヤア」


    　あからさまな態度にあるてはくすっと笑い、一之瀬さんの布ふ団とんへ寝転がっていった。


    「すやあ」


    「スヤアスヤア」


    「すやあすやあすやあ」


    　お互い狸たぬき寝入りしながら抱きしめ合っている。


    　驚くほどの茶番劇。まあ、あるては一之瀬さんに付きっきりになったようなので、安心して寝よう。うるさい寝言も聞こえなくなったことだし。


    　と、気配を感じて隣の布団へ視線をやる。


    　──三さん条じようさんにも見られていた。


    



    



    　次の日は最悪な目覚めだった。


    　爽やかな朝日とは裏腹に吐き気がした。


    　あるてのお胸ポンポンに感化された三条さんに、胸をトトトトトンと小刻みに叩かれていたので胃が大変気持ち悪い。あの馬ば鹿か猫、ほんと加減を知らない。


    　今日は土曜日。月二回の午前授業がある日だ。


    　法ほう西せい附属は進学校だけあってか、午前授業は小テストが実施されることが多い。


    　授業の理解度を測るためと、同大学進学への審査も含むので重要だったりする。


    　進学する気のない僕は土日をアルバイトに費やしたいのだが、授業をサボるわけにもいかないのでやむなしに学校へ行く。雄ゆう三ぞう爺じいとの約束もある。


    　とはいえ僕の頭は、悩み事とテストを器用に切り替えられる造りをしていない。


    　小テストには身が入らず、よろしくない結果だった。


    　休憩時間、一いち之の瀬せさんや八や重え桜ざくらとすれ違う。


    　特に挨あい拶さつもせずに、僕達は目線をしばし合わせるのみ。


    　気まずくなる前から、学校ではだいたいこんな距離感だったハズだ。大きな学校なので意識しなければ顔を合わすことはない。ふいに出会っても取り巻きや友人達と話しているので、声をかける暇ひまもなかった。


    　寮住まいを公表していない二人なので、この態度は別に不思議じゃない。


    　……違うか。少し前は、一之瀬さんは学校でも僕にちょっかいをかけていた気がする。


    　八重桜とも挨拶していたように思える。


    （喧けん嘩かしてからかな。この他人を強く意識した距離感は……）


    　学校での距離感と、寮での距離感の違いに全然慣れないし、落ち着かない。


    　もっと交流するべきなのか……答えの出ないテストを延々とやっているみたいだ。


    　午前授業が終わったので、駅前に向かう。


    　朝に連絡した真ま菜なと待ち合わせをしていた。


    　場所は、以前に三さん条じようさんから教えられた喫茶店。


    　店頭のモアイ像は相変わらず威圧感たっぷりで、店内は造花のツタがそこら中に絡んでジャングルみたい。ブレンド豆と香辛料の匂いが混ざった喫茶店は、お昼時なのにお客さんがまばらだ。でも、このいい加減さが癖になって、たまに一人で来たりする。


    　喫茶店のキッチン寄りの席に、先に着いた真菜が座っていた。


    　真菜はメニューを開き、難しい顔をしていたが、僕に気づいて顔を上げる。


    「優ゆう君、期間限定メニューがなんでフィッシュ＆チップスなの？」


    「いい加減な店で面白いだろう？　ちなみに本場の味を完全再現とかで、小麦粉の味がくどいぐらいにする白身魚を味わえるよ」


    「食欲をそそる説明じゃないんだけど……優君は嫌がらせのつもりでここに呼んだわけ？」


    　お気に召さないらしい。


    　真菜には贈り物の相談に乗ってもらうために連絡した。


    　もちろん、「あの子へ……母の日の贈り物をするの？　優君、贈り物の相談とは別に話したいことがあるのだけど」と恐れていた点を言われた。


    　不審者を見るような真菜の視線に耐えつつ、僕は正面に座る。


    「……それで、どういうのを考えているの？」


    「う、うん、いくつか案はあるんだけど少し違和感があってさ。真ま菜なの意見を聞きたいんだ」


    　僕が通学鞄かばんから表彰状を取り出すと、真菜は目を丸くさせた。


    　あの真菜がどんな風に褒ほめるか、そこは楽しみだな。


    「それじゃあ、一番の自信作を発表するよ」


    　僕は表彰状を広げ、壇上にいる気分で真菜へ語り聞かせる。


    「表彰状、おかーさんへ」


    「優ゆう君？」


    「おかーさん、毎日ありがとう。おかーさんが僕たちのためにがんばってくれるから、毎日が楽しいんだよ」


    「ちょっと」


    「おかーさんの笑顔は太陽みたいにまぶしくて──」


    「ちょっと待って」


    　真菜に表彰状を取りあげられた。


    　眉み間けんに皺しわを寄せた真菜は、表彰状ををつぶさに見ている。


    「口頭で伝えた時の感想を聞きたかったんだけど……まあいいや。簡単なテキストだし気持ちが伝わりやすいだろ？　あるても喜びそうな内容だけど、ちょっと違和感があるんだよなー。僕的にはそこを潰つぶして、ブラッシュアップすれば完かん璧ぺきになると思うんだ」


    「まず優君の頭をブラッシュアップしていい？」　


    　僕そのものに問題があるように切り捨てられた。


    「あ、頭ごなしに否定しくてもいいじゃないか」


    　真菜はテーブルに表彰状を広げ、心配そうに問いかける。


    「あのね、優君は年いくつですか？」


    「え？　じゅうろくさい、です……」


    「十六歳の男子高校生が、中学生くらいの女の子へ、母への感謝を記した表彰状を贈る。それも子供っぽく。優君がよくても、世間的には厳しい目を送るしかないわけ」


    「……もしかして、年齢の問題？」


    「社会や立場や常識の問題も追加」　


    　真菜は疲れたように眉間を押さえ、テーブルを指差した。


    「それで、他の案もあるんでしょう？　正直もう確認したくないけれど、優君が世間の冷たい視線に晒さらされるのも可か哀わい想そうだし、一応見る」


    「そこまで言わなくても……他は普通だよ」


    　僕はテーブルに「肩たたき券」や各種「お手伝い券」を置いた。


    「ありきたりだけどさ、母の日らしくはあるだろう？」


    「優君……『僕への肩たたき券』や『僕の部屋の掃そう除じ券』って何？」


    「もちろん、あるてが喜ぶことだよ」


    　真ま菜なはくわっと歯を剥むき出して、人差し指で僕の額ひたいを強く押した。


    「どこの世界に奉仕の権利を貰もらって喜ぶ人間がいるの!?」


    「よ、喜ぶんだって！　本当に！」


    「そうだとしても！　お世話させてあげるって何!?　年下の女の子へ自分に奉仕させる券を贈るなんて、客観的に見て最低最悪だよ!?　また引っ越しの話をされたい!?」


    　真菜の剣幕に竦すくみあがり、僕は両手を必死に左右へ振る。


    　テンパった頭を整理するように、僕は思いを吐き出していく。


    「な、何か違うとは思っていたよ！　あ、あるてが喜ぶ物を真剣に考えたら、ズレている気がして……でも、感謝しているからこそ喜んでもらえる物を贈りたくて……だから真菜に相談して……。あるてには……本当に感謝しているんだ……」


    　僕の声が細くなる。


    「そう……だよね。自分勝手すぎるよね……あるては僕を想ってくれてのことなのに……その想いを無下にしちゃっているよね……」


    　甘やかされるまま甘えれば好感度を稼げるなんて、真菜の言うとおり最低最悪だ。


    　僕が背中を丸めると、真菜は怒りのボルテージを下げた。


    　真菜は自分の席に深く座り、大きく息を吐いた。


    「……母の日みたいな贈り物にこだわる理由はわからないけどさ。何を贈るかで迷って、変な物を用意するよりはさ、まず先に常識的な物を用意しなよ。喜ぶかどうかは後回しにして、最初にカーネーションでも用意したら？」


    「……なるほど」


    　勝敗を気にして、無難な物は選択肢から外していたな。


    　カーネーションを渡したあとで本命を渡してもよいし、明日までに買っておこう。


    「用件はこれだけ？　ランチは奢おごってくれるんだよね」


    「ああ、うん。ランチの前に、本題がもう一つ」


    「アタシ、これ以上は優ゆう君のことで頭を使いたくないんだけど」


    　う、不機嫌そうだ。突然呼び出して、変な相談をふっかけたしな……。


    　これで機嫌を直してくれるといいけど。


    「あのさ……僕とハワイ旅行に行く気はない？」


    　僕は恐る恐るハワイへの招待券を渡した。


    　商店街の福引きの景品。金券にするよりは、心配かけてばかりの真菜へプレゼントするのが健全だと思い。こうして手渡したわけだが……。


    「えっと、真菜？」


    　真菜は招待券を持ったまま固まった。


    　だんだん真ま菜なの頬ほおが赤くなり、耳まで真っ赤になる。


    　ぶすっとした表情で目元がちょっと震えているし、あれ？　怒っている？


    「これ、何？」


    「こ、これは商店街の福引きで当たった物で……変な物じゃないよ!?　叔お母ばさん達へ譲るなり、売ってくれても、ぜ、全然かまわないからさ！」


    「そう、別にアタシと行く気はなかったか……まあ男の子と海外旅行なんて、お父さんが許さないからいいけどね」


    　真菜は一拍置いた。


    「でも、アタシだけ覚えているのがすごく腹が立つし、アタシだけ恥ずかしい思いをしたのがすごく腹が立ったので、優ゆう君も巻き添えにさせるね」


    　顔が真っ赤の真菜は、僕の額ひたいを何度も突いた。


    「アタシ達が小さい頃、優君は何度も言ったよね、『しんこん旅行はかいがいだよ。まなをはわいに連れていってあげる』って、それはそれはくどいぐらいに」


    「え？」


    　不機嫌そうに微ほほ笑えむ真菜の熱が、僕にも伝染する。


    「あっ。ああー……あああああぁぁー……」


    　沸騰した熱が頭のてっぺんまで昇り、僕はテーブルに顔をぶつけた。


    　は、恥ずかしすぎて真菜をまともに見られない。


    「その情けない顔と態度に免じて、さっきの醜しゆう態たいは許す」


    「……ありがとうございます」


    　最近になって、真菜と昔みたいに話せるようになったと思う。


    　ついでに大昔のことを思い出して、あまりの羞しゆう恥ちで呼吸が止まりかけたが……真菜へは素直にハワイの招待券を渡そうと思えたし、なんの苦労もなかった。


    　それは重ねてきた時間が違うからか、ずっと身近にいた従妹いとこだからなのか。


    　あるてや寮生との違いがわからなかった。


    



    



    　真菜とのランチを終えて、僕は日ひ和より寮りようへの帰路に着いた。


    　真菜は招待券の受け取りを渋っていたが、強引に押し切った。


    　善意の押し売りにはなっていないと思う。


    　林のアーチをくぐるように、日和寮へ続く坂を上る。


    　この坂にも慣れてきて日和寮へ里心でもついたのか、最近では一歩上るたびに安心感を得られていた。


    　林を抜けるそよ風は心ここ地ちよく、立ち止まって涼みたくなる。


    　耳をすませば、ほら小鳥──じゃなくて、三さん条じようさんの叫び声が聞こえてくる。


    「音ね子こさん、そーゆーの駄目だと思います！」


    　……またトラブルかな。


    　玄関前では、三条さんと八や重え桜ざくらが揉もめていた。


    　ＮＥＫＯエプロン姿の三条さんは居合の構えで箒ほうきを持ち、おそらく学校帰りの八重桜へ威い嚇かくしていた。


    「誤解だと言ってるだろーが」


    「あ、朝起きたら音子さんの布ふ団とんが門もん司じちゃんの布団の上にあったじゃない！　変だなって思ったけど……気づいたの。おやすみ中の音子さんにエッチなことしたでしょう！」


    「アンタの布団が俺の布団の上にあって、何な故ぜ、俺は変態扱いされるんだ」


    「門司ちゃんは布団を取りあげて、音子さんの美しい肢し体たいを眺めていたんでしょう？　そして耐えきれず、音子さんの匂いが染みついた布団で寝た！　はい、Ｑ・Ｅ・Ｄ！」


    　三条さんはキメ顔だ。なんであんな自信満々に自意識過剰でいられるのだろう。


    　八重桜は冷たい目で三条さんを見て、長い息を吐いた。


    「アンタが布団を蹴け飛ばしたんだろーが、寝相が悪すぎだ」


    「嘘うそを吐つかないで！　それに素敵なお姉さんへ寝相が悪すぎだって酷ひどいよ！　せっかくわかり合おうと歩み寄ったのに、なんで門司ちゃんは信頼を裏切るの？　悲しいよ！」


    　僕が見る限り、三条さんが歩み寄った気配はこれっぽっちもなかった。


    　感情がのると、自分が悲劇のヒロインだと錯覚するタイプかな……。


    　話がどんどん拗こじれそうなので、僕は二人へ近づいた。


    「嘘じゃないよ。三条さんの寝相は悪すぎだよ」


    「ゆ、優ゆうちゃん!?　あなたもなの!?」


    　三条さんは裏切り者でも見る目だ。おかげで気分はブルータス。


    「寝相も悪いし、寝言もうるさかったよ。よいところが何一つなかったよ」


    「しょ、証拠はあるの？　二人の証言だけじゃ証拠は不十分！　民主主義だけじゃ政治は成り立たない！　公平な裁判があって、初めて政まつりごとは為されるの！　そうドラマで言ってた！」


    「寝相の悪い三条さんをスマホで撮影した」


    　三条さんは箒を落とし、頬ほおに両手を添えて少し照れた。


    「……あとで、音子さんの恥ずかしい姿で楽しむために？」


    「あとで、うるさい三条さんを黙らせるために」


    　三条さんはやっと黙った。


    　しばらく大人しくしていたが、三条さんは両りよう頬ほほを膨らませ、


    「優ちゃんはいつだってアホー！」


    　そう叫んで日ひ和より寮りようへ駆けて行った。


    「人を年がら年中アホみたいに言うなよ！　まったく……」


    　また僕の部屋にある布ふ団とんに潜りこんだかなあ。


    　そうなると、宥なだめても気がすむまで動かない。かつて三さん条じようさんが距離感を計るのが上手な大人だと思っていたことは、遥はるか昔銀河の彼方かなたへ消し去りたいよ。


    　と、八や重え桜ざくらと目が合う。


    　揉もめ事に割って入ったはいいが、次の行動が浮かばない。


    　気まずいし、僕はこのまま無言で日ひ和より寮りようへ入ろうとしたが、


    「わりぃ、助かった。それと……前は悪かったな」


    　僕との喧けん嘩かのことだと、すぐわかった。


    　八重桜が真まっ直すぐ僕を見るので、謝罪の気持ちが一直線で伝わってくる。


    　そのスキル、ほんとズルイよなあ。僕には真ま似ねできないなあ。


    「別に……その……」


    　全然気にしてないし大丈夫だよ。謝らないでよ。そう続けようとして言えなかった。


    　気にしまくりだったし、上手に切り返せない幼稚な僕がいる。


    「あの時は大人げなかったし、一方的すぎた。ほんと悪かった」


    「そんなことないよ。僕も悪かった……そう言いたいけどさ。正直、なんであんなに怒られたのか、今でもよくわかってない」


    「だろーな」


    　八重桜は申し訳なさそうに首をかいた。


    「……情けないことに個人的な理由すぎてな。あんまり言いたくねえ」


    「僕も理由はあんまり聞きたくない」


    「だろーな」


    　八重桜は苦笑した。


    　他人との関わり合いを避ける僕を知ってこその苦笑いだ。


    「……一つ聞くけどさ、ゴマをするような真似は嫌い？」


    「手段を選ばねえ政治家みたいな真似は特にな」


    　八重桜は吐き捨てるように言った。


    　怒りやら憎しみやら呆あきれやら、複雑な感情を見せる八重桜のらしくない笑い方に、僕は心理的なブレーキをかけた。


    　これ以上踏みこむのは躊ちゆう躇ちよする。相手の根っこに関わるなら、僕自身を晒さらすハメになる。


    　それは僕が望む他人じゃない。八重桜の言う、都合のいい他人ではあるが。


    「……腹、減ったなあ。飯でも食いに行くか、詫びついでに奢おごるぜ」


    「ごめん、本場の味を再現したフィッシュ＆チップスを食べてきた」


    「わざわざ本場ってか？　っつーかありゃ軽食だろう、さりげなく断るんじゃねーっての」


    　ぶーたれる八や重え桜ざくらとの会話は以前のものだ。


    　一緒に牛丼屋でも行こうか考えたが、それは口に出せなかった。


    　ただ、せっかくなので、聞きそびれていたことを尋ねようかな。


    「八重桜はさ、良識的で常識人なわけだけど」


    「俺は不良なんだが」


    　八重桜は眉まゆをひそめた。


    「良識的で常識人な不良だけどさ、一いち之の瀬せさんには本気で怒って喧けん嘩かしているし、でもそのわりすぐに切り替えるし、喧嘩を長引かせないし。コツとかあるの？」


    「弥や栄さかはあの関係を望んでいるフシがあるっつーか……説明が難しいな」


    　両腕を組んで八重桜が唸うなるので、僕は尋ねる。


    「一之瀬さんは喧嘩友達の関係でいたがっているってこと？」


    「そこまでは言わねぇだろうが……少なくとも俺は本気で喧嘩しているぜ。実際、本気で腹が立つだろう？」


    「自分がその立場になって、初めてわかることってあるよね」


    　母の日勝負のキッカケを思い出して、改めてムカムカした。


    「俺はあの姉さんとの付き合い方のほうがよっぽどわからん」


    「うーん……相手の良識は期待せずに、人と思わないほうがいいよ。ねえ、一之瀬さんは僕へも喧嘩友達を求めているってことでいいの？」


    「弥栄と仲直りしたいのか？」


    　八重桜は直球で言った。


    　僕が尋ねるからには、そうとしか見えないか。


    「……ハッキリしない関係だとは自覚しているよ」


    　僕が線引いているのも理由なのだと思うけど、正直どう立ち回ればいいのかよくわらかなくなったのが本音だ。


    「だったら、俺があれこれ言うより、弥栄と直接話したほうがいい」


    　八重桜は腕を組んで答えた。


    「それが出来たら苦労はないのだけど……」


    　僕が悩んでいると、制服姿の一之瀬さんが玄関から現れた。


    「おー？　うちと仲直りしたいん？　ハッキリした関係がお好み？　なら、うちを甘やかそう。甘やかすだけでうちは特別な人間だと思えるし、甘やかす方も特権的な特別感を味わえる。お互いにスペシャルな関係を築きあう、甘々の蜜月な関係でいよーやー」


    　いつから話を聞いていたがわからないが、強引に話へ交まざる気みたい。


    　僕達の合間に入った一之瀬さんは、なんだか機嫌がよさそうに見えた。


    「一方的に蜜だけ吸われて僕に甘みがないんですが……それで何か用」


    「音ね子こお姉ちゃんに『優ゆうちゃんに恥ずかしい写真を撮られた』って泣きつかれて、子分の弥や栄さかちゃんはこうしてスマホの画像を消去しにきたわけや」


    　親分と子分の関係が逆転している。


    　大丈夫かな三さん条じようさん。その内に一いち之の瀬せさんにいいように扱われるんじゃないかな。


    「さすがにセクシャルな問題は、ネタでも見過ごされへんなー」


    「撮ってない、ブラフだよ。そう言えば大人しくなると思っただけ」


    「でも音子お姉ちゃんは『優ちゃんが欲しいならあげる。これで優ちゃんを隠し撮りした件と、おあいこだね』と言うてたし、嘘うそを吐ついてまで欲しがるよーなら、そー言っとくな」


    「大量の僕の隠し撮り写真が、おあいこにされてたまるかっ！　嘘じゃないっての！」


    　肩で息をする勢いでツッコミを入れた。


    　そんな僕の反応に、一之瀬さんは楽しそうに目を細めた。


    「お？　おおー？　桜さくらちゃんといつの間にか仲直りして調子が復活かー？　男同士はええなー、気まずくなってもすぐに仲直り？　羨うらやましいわー」


    「桜ちゃん呼ぶなっつーの。弥栄こそ機嫌がよさそうじゃねーか」


    「四しノ宮みや君が己の立場を弁わきまえて、うちを甘やかしたからかなー？」


    　甘やかしたっけ？


    　僕が首を捻ひねっていると、一之瀬さんが言葉を足した。


    「さ・く・ば・ん」


    　甘い声で甘い吐息を僕の耳に吹きかける。


    　背筋がゾクゾクと震えて、八や重え桜ざくらが軽蔑するような表情をした。


    「な、何もしてないって！　昨晩はあるてに一之瀬さんを甘やかすようには言ったけど……！」


    「そうやって、うちをちゃーんと甘やかせばええんよー」


    　一之瀬さんの声が軽い。


    　それで機嫌がよくなったの？　たったそれだけで？


    「なあ、四ノ宮君。うちらって友達として案外うまくやっていけると思わへん？」


    「……友達？」


    　僕が相当訝いぶかしげな表情をしたのか、一之瀬さんはこちらの警戒を解くように微ほほ笑えんだ。


    「重く考えんといてな？　友達の定義は人それぞれやけど、こうやって馬ば鹿かをやれるお気軽な関係として、うちらは仲よくやれると思わへん？」


    「……この一週間、全部馬鹿を演じていたってわけ？」


    「ちゃうって、うちは本気も本気やで？　ただ、あとで笑い話になるような本気」


    　一之瀬さんは例の人形のような創り臭い表情じゃない。


    　前々からの日ひ和より寮りよう限定の憎たらしくて、どこか愛嬌のある猫みたいな笑顔だ。


    「そーゆー関係もええと思わへん？　ということで仲直りの握手やー」


    　一いち之の瀬せさんは僕に右手を差し出した。


    　女心は移り気だとは言うけれど、これもそんな話なのかな。


    　そもそも喧けん嘩かの原因はなんだっけ？


    　一之瀬さんが僕を脱衣所で騙だましたから……じゃないな。それは僕が一之瀬さんに本気で怒ったキッカケだ。一之瀬さんが喧嘩を長引かせる原因にならない。


    　納得はできない。


    　でも、これで八や重え桜ざくらとも一之瀬さんとも気まずいのは解消だ。


    　一之瀬さんの心に踏みこむべきかは考えたが、それはやめようと訴える僕もいる。


    　話を蒸し返すのは関係を悪くするだけで、全然大人じゃないんじゃ？


    　それは自分が傷つきたくなくて、安全圏にいたいだけなんじゃ？


    　……冷静な大人のふりをして、たんに僕が薄情なだけなのかな。


    　宙ぶらりんになった一之瀬さんの右手を見る。


    　当たり障さわりのない関係を築けるならと──僕は握手した。


    「うん、仲直りの握手」


    　僕は自然と愛想笑いになってしまい、それを悟られないよう笑顔を保つ。


    「……なんで、そんな顔するん」


    　消えるようなか細い声に、僕は何も聞こえなかったふりをした。
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    　母の日会当日。早朝から空は曇っていた。


    　雲はぶ厚く、夜には大降りになるらしい。


    　イベント日は天候を晴れにしそうなあるてがいるだけに、この天気は意外だった。そこまでの人知を超えた力はないと思うけど、雨女とは思えないし。まあ、ホテルの広間を貸し切っての会なので天候は問題ない。


    　驚いたのは『母の日会』が有名ホテルでの開催だったことだ。


    　会の規模が窺うかがえて、少し戸と惑まどう。


    　卒寮生は何十名単位で集まるのかな。日ひ和より寮りようの歴史は思ったより古いみたいだ。


    　特に驚いていたのは三さん条じようさんだ。


    　学生組は制服で問題ないが、さすがに（見た目）大人の女性な三条さんが学生服で参加するには無理があり、でも三条さんはパーティドレスを持っていなかった。


    「ど、どうしよう優ゆうちゃん。あるてちゃんの着物はサイズが合わないし……音ね子こさんセーラー服を着たほうがいいかな!?」


    「コスプレにしか見えないのでやめようね」


    　セーラー服姿を想像したが、好きな人は好きかもしれない。


    　結局はあるての伝つ手てを頼って、急いでレンタルしに行くのを決めたようだ。


    　そういうわけで朝はちょっとバタバタしていた。


    　共同ルームには僕と一いち之の瀬せさんと八や重え桜ざくらの学生組しかおらず、目玉焼きと塩じゃけといった和食を各々で食べていた。


    　三人共、学校のブレザーに着替え済み。こういう時、学生身分は楽でいい。


    「目玉焼きにはマヨネーズ派やったやろー。かけたるわー」


    「俺がそんなことをいつ言った。いつも醬油をかけて食べてるだろーが」


    　一之瀬さんが弄いじって、八重桜が怒って、僕は傍観する。


    　すっかり以前の関係だ。少し違うのは、僕の目玉焼きにマヨネーズがかけられたこと。僕は塩コショウ派なのに……。


    　以前の関係なんだけど、どこか気後れする。


    　文句も言わずにマヨ目玉焼きを食べていると、冷たい視線を感じとる。


    　──一之瀬さんが不満そうに僕をじっと見ていた。


    「……どうしたの？　はやく朝食を食べないと冷めるよ」


    「ううん、別に？　相変わらずの態度やなあって、ちょっと思っただけ」


    　け、喧けん嘩かは仲直りしたハズだよな？


    　元々仲がよかったわけじゃないけど、握手してからさらに拗こじれたような。


    『今日は母の日です。究極で至高のカーネーションがあると聞いて、やって参りました』


    　そのニュースに、僕と一之瀬さんは大型テレビへ素早く顔を向けた。


    　若い女子アナウンサーが辛つらそうに山道を上り、ひらけた高原に出ると、大きな天窓付きのビニールハウスがあった。すぐに、農作業姿だけど化け粧しようばっちりなお婆ばあさんが出迎え、「究極で至高のカーネーション」の凄すごさを紹介した。


    　なんでも世界遺産、と言っても差し支えないとか。


    　トランプで財を成したお偉い方が母へ贈るために来日した、気分で頑張っているとか。


    　値段が高騰しすぎてカーネーション・バブル事件があった、ようだった気がするとか。


    　事実曖あい昧まいな言い方だが、超絶人気商品であることは女子アナが強く推した。これを渡されたお母さんは天にも昇る気持ちになるらしい。


    「最高級の花やって、時間的に行けそうやな。いや、言ってみただけやけど」


    「出荷分は完全予約制のようだけど、現地販売はあるのかな。いや、思っただけどさ」


    　テレビを食い入るように見ていると、突然画面が暗くなる。


    「そこは隣の県だろう？　今から行って帰っても、母の日会の時間には際どくねーか」


    　八重桜がリモコンを操作して、テレビの電源を切ったようだ。


    　僕と一之瀬さんは、毒気の抜けた表情でお互いを見合う。


    「行くつもりはないよ。カーネーションなんて、どこで買っても一緒だよね」


    「せやせや、だいたいうちと四しノ宮みや君は仲直りしとうよ」


    「そうそう、相手を出し抜く真ま似ねなんてするわけがない」


    「ふっふっふー」


    「はっはっはー」


    　何かを見通したかのように、八や重え桜ざくらが大きなため息を吐ついた。


    



    



    　僕は自室で隣県に向かう準備を整えていた。


    　スマホで調べたところ、「お母さんが凄すごく喜ぶ」超絶人気商品なのがわかった。


    　すぐに農園へ電話で確認すると、出荷分は終了したが現地でもいくらか売るようで、もう農園を開いて売っているらしい。ならすぐに行くべきだ。


    　嘘うそを吐いて相手を欺いて、卑ひ怯きようで子供っぽいかも知れない。


    　でもね、だってね……僕、普通のカーネーションしか用意できなかったんですよ……。


    　母の日勝負は流れたわけじゃない。


    　このままでは敗北決定だ。


    　一いち之の瀬せさんはしっかりプレゼントを用意していた。


    　お手製の割かつ烹ぽう着ぎをあるてに渡すようで、昨晩、丁寧に包装している姿を僕に見せつけた。裁縫もできるとかスペック高すぎるよ……。さらには八重桜に対抗するため花も買ったようで、割烹着と一緒にホテルへ配達の手配をしたようだ。


    　一之瀬さんは、完全に勝ちにきている。


    　互いの健闘を称えて命令事は実行しない。そんな生ぬるい結末はありえない。


    「とんでもない命令を下されてたまるか」


    　たとえば僕が一之瀬さんの奴ど隷れいにでもされたらデートの時より酷ひどい毎日が待っている。今でも戸と惑まどうことが多いのに、身が持たないよ。


    　それに、貴重でもただの花なら変に気負わず、僕はあるてに渡せる。


    　よい贈り物だ。


    　──そこまで考えて、はたと気づいた。


    　一之瀬さんとは距離を開けるために勝負して、あるてとは距離を開けたまま感謝を告げようとする。僕の変わらない行動原理。


    「……なんだろうな、僕のどーしようもなさは」


    　八重桜の言う、都合のいい他人。僕に都合のいい距離感だ。


    　あるてに素直な気持ちで日頃の感謝をしたい。その気持ちは本当なのに、感情が酷く冷めていく。


    「優ゆう斗とさん？　いらっしゃいますか？」


    　部屋の扉がノックされた。


    　突入されると身構えたが、あるては大人しく待っている様子。


    　いつもとは違う遠慮がちな姿勢に少し感動して、僕は扉をゆっくりと開いた。


    「部屋に扉がある意味を、あるてがようやく理解してくれて嬉うれしいよ」


    「てやー」


    　扉の隙すき間まから、あるてが突撃してきた。


    「なんでぇ!?」


    　なんとかハグは躱かわす。


    　不満顔のあるては、いつもと雰囲気が違う若草色の着物姿だったので、僕は目をとめた。


    　割かつ烹ぽう着ぎがない。腰高に帯があるし、大正浪漫ロマン娘って感じがする。外見の母属性が薄れると、本当にただの神秘的な美少女だ。あと尋常じゃなく可か愛わいい。


    　……最近あるてへの評価が高いような。自分の無意識な変化が怖い。


    「それで、急にハグをしてきた意味はあるの？　ないとか言わないよね」


    「はい、ハグはなんとなくです」


    「本当に意味がないだと……」


    　あるてが楽しみにしていた母の日会だ。卒寮生に出会えるので、喜びお裾すそ分けハグをしたくなったのだと思うけどさ。


    「優斗さん、今からお時間はありますか？」


    「え？　今からは……ちょっと出かけるところがあってさ」


    　急いで隣県に行けば母の日会には十分間に合うし、最善は尽くしておきたい。


    　そう考えていると、あるてが神妙な面持ちで、僕の右手を両手で包みこんだ。


    「優斗さんと一緒に行きたい場所があるのです」


    「──うん、わかったよ」


    　思わず口走った。


    　あるての温ぬくもりが僕のガードをすり抜けてきたわけで、割烹着がないと年相応の女の子に見えて身近に感じるとかで、決して僕がチョロイわけじゃない。母性。そう母性のなせる技。


    「いや、母性も感じてどーするよ……」


    「むー、おかーさんひどく貶おとされた気がします」


    　作り笑いで誤ご魔ま化かしつつ、僕はお昼前に出掛ける約束をした。


    　そしてお昼前、あるてとは日ひ和より寮りようの玄関で待ち合わせる。


    　他の寮生はホテルへ先に向かったらしい。ここしばらく騒がしがっただけに、古い家屋の日和寮がいつになく物寂しく感じた。


    　ショルダーバッグには、赤いカーネーションを折れないように忍ばせている。


    　約束した手前もう断れないし、究極で至高のカーネーションは諦あきらめよう。母の日会で普通の花を渡して反応が薄い時は、あとで表彰状を渡す覚悟だ。


    「お待たせしました。それでは参りましょうか」


    　戸締まりを終えたあるての手には、梱包された白いカーネーションが一輪あった。


    「……白いカーネーション？　あるても誰かを祝うの？」


    　あるては返答せずに微ほほ笑えんで、黙って僕と手を繋つないだ。


    　自然すぎて拒むのを一瞬忘れる。


    　僕は手を離すように言ったが、あるてはむしろ指を絡めてくる。抗議の視線は優しい瞳ひとみで受け止められてしまった。


    　結局そのまま二人で坂を下り、あるてが呼んでいたタクシーに乗りこむ。


    　あるては運転手へ小声で住所を伝えて、その時も僕達は手を握っていた。


    　タクシーが静かに発進する。


    　車窓の景色がゆるやかに変わっていき、閑静な住宅街には畑が増えはじめ、その内に緑一色な山の斜面と並ぶようにタクシーは走った。


    （こんなところに一体なんの用が？　でも、この道は見覚えがあるような）


    　夢で見たことある風景だと何度も錯覚する。


    　それがデジャヴじゃないと気づいた時、僕はあるての手を強く握り返した。


    　目的地でタクシーが止まる。止まっても、僕は降りられなかった。


    「優ゆう斗とさん、ここで降りずにホテルへ向かいましょうか？」


    「……大丈夫だよ。降りるよ」


    「強引すぎたのは自覚しています。ですが、どうしても今日この日に、ここに優斗さんと来たくて……私の我わが儘ままです。怒ってくれて構いません」


    「僕に話があるのなら、僕はそれを聞きたい」


    　あるては僕が不安にならないよう、ずっと手を握っていたんだ。


    　ひょっとしたら、あるても僕に怒られないか不安で、手を握っていたのかな。


    　僕は一度目を閉じて心の整理をつけたあと、あるてと一緒にタクシーを降りた。


    　──そこはお寺の墓地だった。


    　あるては境内に置いてあった手桶に水を汲くみ、柄ひ杓しやくを借りる。砂利の音を聞きながら境内を通り過ぎていき、寺が管理している墓地へ向かう。長方形の墓石が並ぶその光景は、特撮のビルみたいだと、子供の時はそう感じていた。


    　あるてに先導されるように石畳の道を歩き、目的の場所に訪れる。


    『四しノ宮みや家之墓』と刻まれた墓石がそこにあった。


    「ここに来るのは久々だよ」


    「そうなんですか？」


    「両親が死んだ時は子供だったし、よく状況を理解していなくて……流されるままだった。雄ゆう三ぞう爺じいの時は……ここまで来れなかった。足が全然動かなくてさ、だから雄三爺とはちゃんとお別れできていない。どこかで生きているじゃないかって……たまに思うよ」


    　あるてが口を開いたので、僕は手で制止した。


    「一人では絶対に来れなかったし、ちょうどよかった」


    　あるては困り眉まゆで微ほほ笑えんだ。僕を気遣ってくれたのか何も言わなかった。


    　それから僕達は柄ひ杓しやくで墓に水をかける。


    　墓を覆おおうように水が流れ、あるてはその様子をじっと見つめていた。


    「今まで黙っていたのですが、私、優ゆう斗とさんのお母さんとお知り合いでした」


    　僕と墓にいる母さんへ告げるように、あるては言った。


    　あるてと正面から向き合うと、薄浅あさ葱ぎ色の瞳ひとみが僕を捉える。


    「なんとなくそんな気がしていた。母の日会の規模は大きいし、卒寮生が多そうだ。きっと、あるての一家は親子代々で寮母として働いていたんだろうなって、だからあるてのために集まる人が多くて……もしかしたら、僕の母さんも日ひ和より寮りように住んでいたんじゃないかなって」


    　核心は避けたが、途中で馬ば鹿からしくなった。


    「……ごめん。この前、若い頃の母さんとあるてが一緒に写っている写真を見た」


    　あるては驚いたように目を見開く。


    「……そうでしたか。知っていたのに尋ねなかったのは、秘密厳守の約束を守ってくれたからでしょうか」


    「一応日和寮の寮生だしね……僕が聞いたら答えてくれた？」


    「聞かれても、私ははぐらかしたと思います」


    　あるては墓を懐なつかしむように見た。


    「私はさておき、ご本人……雅みやびさんが当時の話はされたくないでしょうね」


    「母さんはヤンキーだったんだよね？　本人は隠していたけどさ、口調も仕草も荒かったよ。子供の僕でも察していたぐらいだし」


    　あるてはコメカミに指を置き、難しい表情をした。


    　母さんの過去を明かすか悩んでいるのかな。


    「優斗さんの従妹いとこ……真ま菜なさんですね。血筋なのでしょうか、真菜さんの怒った姿は雅さんにソックリでした。雅さんの場合、あの圧力が常にですが」


    「あの圧力が常に……!?」


    「ヤンチャさんでした」


    「ヤンチャで片づけられる度合いなの!?」


    「でもお淑しとやかになられました」


    　深く聞きたいような、聞きたくないような……。いや、今はそれよりも本題だ。


    「はぐらかすつもりでいたのなら、なんで今日は？」


    　僕をわざわざ墓地に連れてきて、母さんの過去話に花を咲かせようとした。あるてがそんな無神経なら、僕はあんなにも贈り物で悩まなかった。


    「優ゆう斗とさん、母の日の由来を知っていますか？」


    　人差し指をピンと立て、あるては教師然とした。


    「聞きたくなくても教えるのが、あるてなのは知っているよ」


    「はい。今から百年前のアメリカでのお話です。敬愛する母親を亡くしたアンナさんが、母親への尊敬の念を忘れないよう、母親のための祝日を設ける運動を始めたのがきっかけでした。アンナさんの母親はとても偉大な方だったのですよ」


    　亡くした母親と聞いて、僕は墓に目を移す。


    「アンナさんの母親は医療補助のボランティア団体を設立し、戦争で傷ついた人達へ手を差しのべました。そんな背景があったからこそ、アンナさんの運動も賛同者が増え、ついにはアメリカ全土を巻きこみ、そして五月の第二日曜日が母の日と法で決まりました」


    　あるては一呼吸置いた。


    「日本に母の日の概念が伝わったのは大正時代ですね」


    「……えっと、亡くなった母を想うことが正しい母の日ってこと？」


    　あるては静かに首を横に振る。


    「あくまでも由来です。アンナさんの母親は白いカーネーションが大好きでした。なので最初は母親が健在であれば赤いカーネーション、亡くなっていれば白としていたようですが……母を亡くした子供への配慮を考え、赤色で統一したようです」


    「だったら、その白いカーネーションは──」


    　僕は目を窄すぼめた。


    「受け取って下さい」
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    　あるては一輪の白いカーネーションを僕へ差し出した。


    　僕の一番繊細な部分へ突き刺さる花は、受け取り手を待っている。


    　受け取るのも添えるのも、僕の自由意志へ任された。ここで僕が反発してもあるては批ひ難なんしないだろう。拒まれる覚悟で墓参りに連れてきて、僕の目の前で佇たたずんでいる。


    　涼風があるての髪を浚さらい、花弁が揺れた。


    　風に奪われるぐらいならと捻ひねくれたことを考え、僕はカーネーションを手にした。


    　茎に巻かれた梱包を剥はがし、四しノ宮みや家の墓前に添える。


    　母さんと父さんと、そして爺じいちゃんを尊んだ。


    　なんの打算もない、冷めることのない純然な感情が胸の奥から湧き出てくる。必要以上の距離感を気にせず、しがらみもなかった。


    「無理に合わせなくていいですよ」


    　黙禱を終えた僕へ、あるては穏やかに言った。


    　最近、僕が無理に合わせていたのは人間関係しかないけど……はぐらかそうかな。


    　でも見透かすような瞳ひとみに釣つられ、僕は心当たりを口にする。


    「一いち之の瀬せさんとのこと？」


    「私とのこともです」


    　ショルダーバッグの中の贈り物を気取られないよう、バッグを肩にかけ直す。


    　そうやって心を構え直したが、あるての微ほほ笑えみに負けた。


    「……そんなに空回りしていたかな」


    「見守ろうと決めていた私が構ってしまうぐらいには」


    　僕は指遊びをしながら、ぽつぽつと語っていく。


    「……誰にも頼らず、一人で生きられるようになりたい。そうやって生きるには僕は弱すぎて寂しがりで……だから今のままじゃ駄目だと思った。でも、僕は何一つ変わらない」


    「在り方を疑問に思うようになったのなら、それは優ゆう斗とさんの変化です」


    「けど、他人からの干渉は相変わらず苦手だし、積極的に他人と関わる自分もよしと思えない。傷つくことを恐れずに、もっと相手と対話すべきなんじゃないかって……安全な位置にいたいだけの薄情な人間じゃないかって……色々考えてさ」


    　ありのままで受け入れて欲しい。そう思うほど僕は子供じゃないのに。


    「ずっと一人で頑張っていたのも優ゆう斗とさんなんですよ」


    　あるてが歩み寄る。


    「そうやって優斗さんは周囲と交流を築いてきました。積み重ねてきた経験を切って離すことはできません。そんな面も含めて優斗さんなんです」


    「だから、人と合わせなくていい？」


    　あるては僕の胸に手を添え、慈いつくしむように微ほほ笑えむ。


    「無理をする必要はありません。ですが、相手を知ることは決して諦あきらめないで下さい。優斗さんの側そばにいる私は赤の他人ではありません。それは寮生のみなさんも同じです」


    　僕は添えたカーネーションを眺める。


    「……決して諦めるなって、厳しいなあ」


    「はい、私はすぱるたおかーさんなので」


    　だだ甘やかしの女の子は厳しい目つきで、なおも微笑んで見せた。


    　僕へ伝えたいことは伝えたのか、あるては墓前で腰を下ろして黙禱した。


    　母さんと積もる話があるのか、あるては長々とその場を動かず、急せかす必要のない僕はゆったりした時間を共有し合った。


    



    



    　寺へ道具を返却し、僕達はタクシーでホテルへ向かおうとした。


    　あるてが再度手を繋つなごうとしたので、僕はバンザイしながら境内を歩いていると、スマホに八や重え桜ざくらからの電話がかかった。監禁事件後、番号を交換したが電話で話すのは初だな。


    『弥や栄さかはそっちに行ってねぇのか』


    「僕とあるてだけだよ。一緒にホテルへ行ったんじゃないの？」


    『別行動だ。ホテルにまだ来ていなくてな。連絡もつかねーし、優斗へちょっかいをかけに行ったとも思ったが、違うようだな』


    「……ひょっとして究極で至高のカーネーションを買いに、隣県に行ったんじゃ」


    　一いち之の瀬せさんもずっと焦っていたし、いい贈り物を用意できなかったのかな。


    『隣県？　わざわざか？　弥栄はプレゼントを用意していただろう』


    「現地販売はしているよーだし……絶対に勝ちたいみたい」


    『はあ、優斗によほど勝ちたいようだな。で、お前も行こうとしていたのか？　まあそれはいいが、弥栄は母の日会の時間にはちゃんと間に合わせるだろーし、気になってな』


    「……僕に勝つためだけに？　ちょっと理解できないよ」


    『だから喧けん嘩かしたんだろう』


    　返答に困ったので事情はあるてにも伝えるように言って、僕は電話を切った。一応農園にも電話をかけたが、忙しいのか繋がらないな。


    　電話でのやり取りに状況を察したのか、あるてが僕に尋ねる。


    「弥や栄さかさん、迷子なのですか？」


    「迷子って年齢でも性格でもないと思うけど、トラブルかな」


    　なんの気なしの言葉があるての表情を崩した。


    　いくらなんでも配慮が足らなさすぎた。あるては目に見えて落ち着きをなくした。


    「私、捜してきます」


    「……たまたまスマホの電源を切っているかも知れないし、もうすぐホテルに着くかも知れない。そもそも迷子の確証もないんだよ？　主賓のあるてが母の日会に遅れたら、今日集まってくれた人に申し訳が立たないよ」


    「ですが……」


    　余計な発言であるてを心配させたのは僕か。


    　……せっかくの母の日だ。あるてのために頑張るのも悪くない。


    「僕が心当たりのある場所を探しに行くよ。隣県だし、多分母の日会には少し遅れるよ」


    　隣県へ行くついでに例のカーネーションを買えるものな！


    　……そうやって、一いち之の瀬せさんを遠くまで捜しに行く理由を他にも作った。変えられない根っこがあるようで、僕の行動に言い訳が欲しかった。


    　面倒な僕に辟へき易えきしていると、あるてが僕の顔を覗のぞきこむ。


    「優ゆう斗とさん？　どうしたんですか？　言い訳がましそうな表情をして」


    「そんな複雑な表情ってある？　あと、さりげなく僕をハグしようとしない」


    「さりげなくしませんよー、ていっ」


    「堂々とハグされたーっ！」


    　感動した様子のあるてにハグされた。


    　あるては僕の鞄かばんごと背中をさわさわーの、頬ほおをすりすりーのする。


    「すみません、隣県だとおかーさん力ちからが働かなくて居場所がわからなくて……弥栄さんのところへ導くように愛情を注ぎましたので、迷ったら鞄を開いて下さいね」


    「わ、わ、わかったから！　僕の胸に頬を擦こすりつけるのはやめてくれっ！」


    　割かつ烹ぽう着ぎを着ていないせいか、女の子をいつもより意識してしまう。思いっきり悶もだえるが、今日のあるてはなかなか離してくれない。


    　そ、そんなに感動することかなあ？


    「──優斗さんは私が不気味だとは思わないんですね」


    　僕の胸にうずくまっているので表情は見えず、あるての感情は読めない。


    　そっか。あるてにしてみれば、自分が人じゃないと明かしたも同然か。


    　三さん条じようさんも正体を明かすのにずっと悩んでいたようだし、それぞれの事情があるのかな。あけすけとした性格だけに、両者共その悩みには無縁と思っていた。


    　というかだ。


    「あのさ……おかーさん力ちからを僕が本気で信じていたとでも……？」


    「優ゆう斗とさん、おかーさん力ちからはありますよ？　世の中の不思議なことはだいたいおかーさん力ちからで説明がつきます」


    「この大おお雑ざつ把ぱさんめ！」


    　もしそうなら、オカルト雑誌「月刊おかーさん」が創刊されてしまう。


    　超常現象をひもとく雑誌が、母の愛情を語る雑誌へ鞍くら替がえだ。


    　隣県だと力が働かないとかどうとか言ってたけど、理由があるのかな。


    　はぐらかしたかどうかはわからないが、ハグから離す気ないのはわかるので、僕はあるての両肩に手を置いて、少々乱暴に引き剥はがす。あるての名な残ごり惜しそうな表情に、ちょっと、ほんの少し、ナノミクロン単位で心が揺らいだが、自分を律した。


    「優斗さん。弥や栄さかさんをよろしくお願いしますね」


    　あるては心配そうに頭を下げた。


    　もう一度安心させるような台詞せりふを吐こうとして、気恥ずかしくなってやめた。


    



    



    　あるてとは途中までタクシーで同乗し、駅前で別れることになった。


    　タクシー内のあるてが「おかーさん力ちからによると、弥栄さんはこの地域にいないのは確かです。それ以上はわかりませんが」と言ったので、迷わず隣県に向かうのを決める。


    「もし、弥栄さんの様子が変だった場合ですが……」


    「一いち之の瀬せさんの様子が変だった場合……？」


    「いえ、今のは忘れて下さい。ただ……」


    　あるては一度顔を伏せてから、僕と目を合わせた。


    「弥栄さんのことを見てあげて下さいね」


    　たしか、一之瀬さんとのデート前にも言われた言葉だ。今はなんとなくあるての言いたかったことがわかる気がした。


    　そして、あの時と今も同じ意味なのだと思えたが、僕はつい誤ご魔ま化かした。


    「……迷子になるほど子供とは思えないけど、見失わないように気をつけるよ」


    「はい、子供じゃありません。可か愛わいい女の子です」


    　あるてには見透かされたみたいだが、何も言われなかった。


    　そうして別れたが、最後まで心配そうな表情をしていたのが心残りだ。


    　せめて、卒寮生と会う時には笑顔になって欲しい。


    　県をまたぐ鉄道に乗り、途中で乗り換えながら農園へ向かう。


    　曇り空は色濃くて雨の気配はあるが、夜まで滞在する気はないし大丈夫かな。


    　到着した駅は、ずいぶんと田舎だった。


    　構内に駅員もいるし、駅前にコンビニもあるので人によっては田舎と呼ばないかも。


    　しかし、数百メートル間隔で民家が並び、緑豊富な山やま間あいの風景に、遠い異国の地まで訪れた気がする。気後れしながら駅員へ「僕と似たようなブレザーの、すごく美人な子が通りませんでしたか」と尋ねると、午前中に改札を通りすぎたとのこと。


    　予想通りか。


    　僕は本数の少ないバスに乗り、農園の最寄りのバス停へ向かった。


    



    「カーネーション、完売なんですか」


    　農園前の掘っ立て小屋のような受付で、僕はそう声に出した。


    　ニュースで見たお婆ばあさんが苦笑いし、空になった箱を見せる。


    「テレビ効果はほんま凄すごいわ。午前中には売り切れて、農園でずっと仕事しとったわ。電話に気づかんですまんなあ」


    　午前中に完売か。今は三時を過ぎている。


    　時間的に一いち之の瀬せさんは買えたのかな。


    「あの……すごく美人な子が来ませんでした？　高校生の女の子です」


    「ああ、きたでえ、べっぴんさんの子やろ？　兄ちゃんと同じように買えなくて、ガッカリしとったわ。そんでぇその子はえらい食い下がって来たけん、質は落ちるが山ん中に群生したカーネーションがあるうて教えたわ」


    「山の中に？　究極で至高のカーネーションがあるんですか？」


    「山の川ん方になあ群生しとるんや。綺き麗れいやが究極で至高には遠いで？　花は水と土が大事やがそれだけでは足らん。お客さんへの真心、ほんで──」


    「その子は山へ向かったんですよね？　ありがとうございました！」


    　長くなりそうだったので、話を切ろうとした。


    「兄ちゃんも川へ行くんけ？　登山道は歩きやすいけん大丈夫や思うが、山の天気は変わりやすいんで、小雨でもすぐに引き返しな」


    　花が群生する川は、狭い登山道を歩いた先にあるとのことで、僕は錆さびた農園の看板から急勾こう配ばいの山道を登って行く。


    　しばらく歩くと、分岐点に着いた。


    　狭い登山道だが十分歩けるか。これなら遭難ってことはなさそうだ。念のため、入る前に八や重え桜ざくらへ連絡したが繋つながらなかった。


    「……電波は届かないか。一之瀬さんとはすれ違いじゃなさそうだけど」


    　変に奥へ入らずに、警察に連絡を入れてみるか？


    　話を大きくさせすぎか。まあ、簡単な登山道みたいだし大丈夫だよね。


    　──そう物もの見み遊ゆ山さんでいた僕は、だんだんと後悔し始めていた。


    　人っ子一人いない狭い山道は何度も分岐し、何回か道を見失いかける。鬱うつ蒼そうとしげる木々には大きな蜘く蛛もの巣が張っていたり、蛇へびが視界を横切ったりと何かと辛つらい。


    　強風が吹くと山が怒ったようにさざめき、大自然に独りぼっちが怖くなってきた。


    「道が狭いし、たまに道を見失うし……どこが歩きやすいんだよ！　田舎のおおらかな尺度を、都会っ子が真に受けるんじゃなかった……っ」


    　川まで行って誰もいなかったら、一度電波の繋つながる場所へ戻ろう。


    　周囲は薄暗いし危ない。日没はもう少し先だけど……。


    　山の日没は早いと聞くし、素人判断しちゃいけない気がする。


    　夜の山を恐れて足早になったが、突然バッグの中身が蠢うごめいて、驚いて足を滑らせかける。なんとか体勢を立て直し、慌ててバッグを開く。


    　……カーネーションの花弁が、風もないのに揺れているんですけどー。


    「不思議な現象が日常的になってきたなあ」


    　そういえば、お寺でハグされた時に鞄かばんがどうか言ってたっけ。何か力を与えたとか？


    　カーネーションを手に持つと、花が不自然に捻ねじれた。


    　花は、山道から外れた森の奥深くを羅針盤のように示している。


    　びっくりするほどの怪奇現象。でもこれは安心安全のあるて産だ。


    「おかーさん力ちからね。もしかして僕が監禁された時もこの力で見つけたのかな」


    　僕の胸に顔をうずめたあるてを思い返す。


    　山道を外れるのは危ない気がするし、カーネーションの導きを否定しようか考えたが、あるての笑顔が翳かげった気がした。


    　だったらと、僕は山道を外れて森の奥へ足を踏み入れた。


    



    



    　──数十分は歩いていたと思う。


    　実際は数分かも、不安でか体感時間が伸びているような。


    　歩き慣れない森の中、腐葉土の臭いが空気を侵してジメジメしているし、木の幹は気味悪いぐらいに太いし、高低差が激しくて結構疲れる。正直引き返したい……。


    　おかしい。ディスカバリーチャンネルを見て、サバイバルには慣れたと思っていたのに。


    　なんで僕はこんな森を彷徨さまよっているんだと、


    「一いち之の瀬せさんのアホー！　いるならさっさと出て来いよー！」


    　原因である一之瀬さんを罵ののしった。


    「四しノ宮みや君にアホ呼ばわれるされるほど、落ちぶれてへんわーアホー！」


    　具体的な木霊こだまがすぐ側そばから返ってきた。


    　よく見ると朽ちた倒木に腰をかけ、一いち之の瀬せさんが地面に座っていた。


    　一之瀬さんは、靴くつと靴下を片っぽ脱いで右足を伸ばし、苦しそうな表情だ。


    　僕はカーネーションをバッグに片づけながら駆け寄ると、機嫌がすこぶる悪いのか一之瀬さんはそっぽを向いた。


    「おかーさんは？」


    「僕が母の日会を優先させたよ。一之瀬さんが本当にトラブルに巻きこまれていたとは思わなかったからさ。だから、僕が代わりに一之瀬さんを捜しに来た」


    「……言われて来たんと違うん？」


    「僕の意思だよ。……意外かも知れないけどさ」


    「ふーん。ほー。ふーん。ええ心構えやなー」


    　一之瀬さんは唇くちびるを尖とがらせたが、機嫌は直したみたいだ。


    　彼女の目元は赤かったが、僕は気づかないふりをした。


    「これ見てーやー、斜面で滑って右足を痛めてもうた。もう痛くて痛くて動けへんの。スマホの電波も繋つながらんし最悪やったわ」


    　一之瀬さんの冷静な口調だけど、右足首はかなり腫はれているな。


    　赤紫色に変色して拳こぶしほどの腫れだ。筋を痛めたみたいだが。


    「触って痛みは？　怪け我がしても歩けるなら骨は折れてないと思うけど」


    「歯を食いしばってなら歩けるよ。何？　か弱い女子高生に無理させる気か」


    　とか言いつつ、添木で固定しようとした跡があるので本当に逞たくましい。


    「よく、うちを捜し当てられたね。大変やったのちゃう」


    　あるての力を教えていいのか迷った。


    「性格が悪そうな顔の子が来ませんでしたか？　って聞いて回れば簡単だったよ」


    「うちの容姿をべた褒ぼめしていたわけか……まあ、おかーさん力ちからのおかげやろうね」


    　片手間で本でも読むように、僕の思考を読んでくる。　


    　一之瀬さんのこの部分は本当に合わない。やっぱり馬が合わないんじゃないかと思う。


    「……まあ、憎まれ口を叩けるなら大丈夫だね。だったら──」


    「ほんま四しノ宮みや君来るん遅いわー。まあええわ。だったら──」


    「僕はもう行くね」「はよー、おんぶしてーなー」


    　僕達は仲良く黙り、なんとも言えない間がしばらく続いた。


    　一之瀬さんは「こいつありえへん。死ねや」と言いたそうに息を吐く。


    「……ないわ。ほんまないわ。ここまで嫌がらせしに来たん!?」


    「いや、普通に助けを呼んでくるよ。ここから山を下りるのに時間がかかるし、怪我人を連れて安全に山道を歩くなんて、素人の僕にはできないよ」


    「うちの知っている四ノ宮君は正論も言わないし、理知的な態度もとらん！」


    「ははーん、さては僕をアホだと思っているな」


    「さっきもそう言ったし、いい加減に自分がアホだと認めへんと、よりアホに見られると思わへんの？」


    「遭難寸前だった、お馬ば鹿かさんに言われてもね」


    　売り言葉に買い言葉は、まるで八や重え桜ざくらと一いち之の瀬せさんの会話みたいだ。


    　何な故ぜこんな場所にいたのかは聞けずにいた。


    　あるても「弥や栄さかさんの様子が変だった場合」と言い淀よどんでいたし、なにげない質問が内面へ深く触れそうで、僕は表面上の仲のよさに逃げた。


    「お姫様抱っこしろとか、難易度高いことふっかけてへんやん」


    「わかったよ。だったら僕の肩を貸すけど、途中で夜になりそうなら安全な場所に一之瀬さんを一時避難させてから、僕は山を降りて助けを呼んでくるね」


    「貧弱ならわかるけど、四しノ宮みや君は肉体労働してるやん。うちの体重は収穫袋いっぱいのリンゴと変わらへんよ。おんぶくらい余裕ちゃうの。助けるとこちゃうの」


    「だから、肩を貸すって言っているじゃないか」


    　僕は一之瀬さんへ手を差し出した。


    「この期ごに及んでこの男は……うちにそんな扱いをするんか……」


    　小声だったので僕は反応せず、聞こえないふりをしてしまう。


    「へー？　ほー？　そーかそーか。うんうん、そっかあ」


    　一之瀬さんはシニカルに笑った。


    　お、怒らしたかな？　でも、一之瀬さんは笑顔で僕の手を掴つかみ、靴くつと靴下を片手に持って、立ち上がった。さすがに補助はしようと細い腰に手を回し、緊張する。


    「痛みのせいで気分は戦場の負傷兵なんやけど、うちは花の女子高生なんよ」


    「花の女子高生でも一人分の体重はあるよね。不安定な足場でおんぶはムリ」


    　一之瀬さんに肩を貸し、ひょっこりひょっこりと歩いて行く。


    　身長差もあるし、一之瀬さんはほぼケンケン歩きなので前にまったく進まない。


    　これ、時間がかかるな……。下山前に夜になるかも……。


    　それでもおんぶは避ける。工事現場のアルバイトで不安定な足場で歩くコツは知っているが、人を背負った状態での山歩きは自信がない。共倒れになったらおしまいだ。


    「なあ四ノ宮君。うちは何故こんな登山道から離れた場所にいたと思う……？」


    　数十メートルくらいは歩いた頃に、一之瀬さんが口を開いた。


    　あるてもそこは気にしていた。変に首をつっこみ僕のキャパを超える問題が現われでもしたら、一之瀬さんへの接し方が本気でわからなくなる。


    「……時計を持った兎うさぎを追いかけていたとか？」


    「うちな、視えるんよ」


    　一いち之の瀬せさんは口を三日月の形にし、気味の悪い笑い方で僕を煽あおる。


    　思いっきり話を脱線させようとしたが、一之瀬さんは逃がす気ないようだ。


    「視みえるって……お隣の山田さんとか？」


    「誰や。幽霊。うち、幽霊が見えるんよ」


    　本題を強引に切り出された。


    「幽霊なんているわけないじゃないか。今はプラズマが蔓まん延えんする科学文明の時代だよ」


    「四しノ宮みや君それ、音ね子こお姉ちゃんの前でも同じこと言えるん？」


    「三さん条じようさんは化け猫だし、化け生しようだし……ジャンルが違うし……」


    　一之瀬さんは僕にスマホの画面を見せてきた。


    「ここに来る前なー。スマホ弄いじってたら変な映像を見てもうて……」


    　画面には、森の中の寂れた井戸のシーンが映っていた。


    　しばらく映像を見ていると──井戸から長い髪の女が現れたところで映像が切れた。


    「見ると呪のろわれる映像アプリらしいんよ。これを見た者には本物が現れるらしいで？」


    「ジョークアプリだよね？　子供じゃあるまいし騙だまされないって、それで本物が現われて逃げ回っていたって言いたいの？」


    「……信じてくれへんの」


    　一之瀬さんは寂しそうな表情だ。


    「……あ、あのさ、冗談を言っている場合じゃないよね？　暗くなる前に離れようよ」


    「四ノ宮君、こっちは進まない方がええよ？」


    　一之瀬さんに引き止められる。


    　僕が進もうとしていたのは、すぐ近くの川だ。


    　比較的平坦なほとりの側そばなら一之瀬さんも歩きやすいのではと判断してだが。


    「よくない気配を感じる……四ノ宮君、引き返した方がええって」


    「一之瀬さんを素直に信じるのも、よくない気配を感じるんだよ」


    　一之瀬さんは怯おびえた表情で動こうとしない。


    「……わかったよ。なんにも無いことを僕が確認してくる」


    　一之瀬さんを大木に凭もたれさせて、僕は一人で川岸へと向かったが──。


    　小川には、石を段重ねした墓みたいな物が、たーくさんありました。


    　賽さいの河か原わらを彷ほう彿ふつさせる光景に僕は急ターンし、一之瀬さんのところへ舞い戻る。


    　僕は息を整えながら、片っぽの靴くつへ靴下を入れていた一之瀬さんを安心させるべく言った。


    「川には何もなかったよ。何もなかったけど……他の道を行こうか」


    　真実は告げず、相手を不安にさせない。これぞ大人の気配りだ。


    　彼女の霊感を信じたわけじゃないし、森を歩きたくなっただけだし。


    「し、四ノ宮君……」


    　一いち之の瀬せさんは震える指先を僕の背後に向けた。


    　僕はおっかなびっくり振り返ったが、そこには森の深い闇やみがあるだけだ。


    「え？　え？　な、何？　ほんと何っ!?」


    「視みえへんの……？　すぐ側そばにおるのに……？　四しノ宮みや君を呼ぶ声も……？」


    「視えないなあ！　なーんにも聞こえないなあ！　ぜんぜん怖くないなあ！」


    「あ、あかんて、もっと声を下げて……悪霊を刺激させたらあかん……」


    「悪霊なの!?　あ、いや、信じたわけじゃなくてさっ……」


    「逃げて四ノ宮君！」


    「ひいっ……！」


    　僕は頭を抱かかえて、その場に屈かがんだ。


    「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん烈れつ在ざい前ぜん！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！　キリエ・エルレイソン！　お化けなんていない！　お化けなんて嘘うそに決まっているよ！」


    　古今東西の退魔の呪じゆ文もんを唱えながら、災厄が過ぎ去るのを待っていたが──。


    （何も起こらない？）


    　恐る恐る顔を上げると、一之瀬さんが僕にスマホを向けていた。


    「……なんで僕にスマホを向けているの？」


    「四ノ宮君の反応はいつも素敵やわ。デートの時も、今もそれは変わらへん。ずっとそのままの四ノ宮君でいてな？」


    　一之瀬さんは微ほほ笑えみながら、スマホを操作していた。


    　僕は状況を正しく理解し、恥ずかしくて頭に血が滾たぎっていく。


    「騙だましたな!?」


    「臨兵闘者、南無阿弥、エルレイソン！　これで悪霊退散やな！」


    「悪霊退散やなじゃないよ!?　今すぐ一之瀬さんを置いて退散するよ!?　簡単に騙された僕を動画撮影して何が楽しんだよ!?」


    「楽しいからに決まってるやん。さあ、おんぶをするのです」


    　立ち上がって僕が叫んでも、一之瀬さんはしれっと返してくる。


    　ア……素直な僕を弄もてあそんで、そんなに僕の態度が嫌だったのかよ。


    「ふざけた真ま似ねを……！　もう知るかっ、勝手にし──」


    「うちを見捨てるようなら、うちの『愛いとしの四ノ宮君フォルダ』が火を噴くで」


    　一之瀬さんがスマホを見せびらかす。


    「……今、フォルダって言った？　ほ、他にも動画があるってこと!?」


    「当たり前やん。愛しい四ノ宮君との初デート。四ノ宮君の数々のギャグはうちの胸の中と、スマホの中と、今の動画以外はネットの海にちゃんと保管しとうよ」


    「アップロード完了済みだと!?」


    「まだ非公開設定やから安心してな」


    　人を食った性格で僕の思考をしっかり読む癖に、僕の苦手な距離まで滑りこんでは好き放題に振り回す。僕が目を逸そらしても強引に顔を向けさせる。


    　一いち之の瀬せ弥や栄さかという人間が得体の知れない幽霊に思えた。


    「……僕が甘やかさないのがそんなに嫌なのかよ！　ちょっと避けたぐらいで、僕を玩具おもちやみたいに扱わなくたっていいじゃないか！　そんな場合じゃないだろう!?」


    「なんや、そう扱ったのは認めるんや」


    　一之瀬さんが真顔で僕を責めるように言った。


    　僕は一之瀬さんのペースに引きこまれたのだと察し、頭の熱が急速に冷えていく。


    「……う、嘘うそばっかり吐ついてさ。狼おおかみ少女になっても知らないよ」


    「幽霊が視みえるのは本当。久々にキツイもんを視て、逃げていたのも本当。おかーさんに聞いたらええよ」


    　軽い声なので、またからかうつもりだと思った。


    　でも、あるてのことを出したということは本当なのかな。


    「……他には何もないよね？」


    一之瀬さんが朗ほがらかに笑う。


    「そやねー。音ね子こお姉ちゃんみたいに膂りよ力りよくに優れているわけでもなし、おかーさんのように不思議な力が使えるわけでもない。うちは人間。正真正銘混ざりけなしの一之瀬弥栄や」


    「それは、まあ……人間だとは思っていたよ」


    　妙な圧力に押され、僕は自然と一歩退いた。


    「うんうん。うちは幽霊が視えるだけで普通の女の子。普通の子が視えないものが視える。その点に置いては普通じゃないかもやけどー、そもそも他人の視界なんて共有できないものやし？　わからなければ普通の美少女弥栄ちゃんや」


    「……自分で言うかな」


    「四しノ宮みや君は不気味に思わんようやね。そこだけはうちに好評価……でもな？」


    　僕の今までの態度は許さへん、そんな言葉が聞こえた気がした。


    　明るい表情の一之瀬さんは、その場に三角座りになる。


    「うちは普通やんな。視えるだけの普通の子やんな」


    「……だと思うよ」


    「だったらなんで……？」


    　一之瀬さんの目尻が震えた。


    　心が決壊寸前なのが痛々しいほど伝わる表情で、今にもわっと泣き出しそうだったが、一之瀬さんはうずくまり膝ひざに顔を隠した。


    「なんで、うちの親は……うちを見捨てて、どっか行ったん……」


    　小雨が降ってきた。


    



    



    　パラパラと小雨が降り始め、少しずつ勢いが増す。


    　森の木の葉が傘かさ代わりになるが、ときたま葉脈を伝って大きな雨粒が頭に落ちた。


    　僕はかける言葉をずっと考えていた。


    　Ａ、『そうなんだ。僕は両親が事故で死んだんだ。親のいない気持ちはわかるよ』


    　Ｂ、『親がいなくても子は立派に育つよ。手を取り合って頑張ろうよ』


    　Ｃ、『そうやって僕を騙だまそうとするのは悪い癖だよ』


    　どの選択肢も駄目だ。


    　一いち之の瀬せさんが僕へ突き刺した言葉は諸刃すぎて、二人共傷ついたのがわかる。だからこうして僕が黙っても、一之瀬さんは言葉を求めない。


    　言葉の痛みは承知の上なんだ。


    　僕の毛先を伝い雨粒が落ちる。水分が服に染みこんで重くなった。


    　顔を上げる気配のない一之瀬さんも、僕と同じように濡れている。


    　寒いし、冷たいし、いい加減に言葉を選ぼうとした。


    　けれど時間が経ちすぎた。たとえそれが心からの言葉だとしても、遅すぎる言葉は鮮度が落ちて、加工済みだと悟さとられる。スーパーの刺身と同じだ。


    　僕個人としてはＡが本音に近い選択だけど……。


    　息苦しさに負け、頭の表層に浮かんだ言葉をそのまま口にした。


    「……何で僕に言ったの？」


    　最悪の言葉すぎて、自分を殴りたくなった。


    　一之瀬さんはうずくまった姿勢で、くっくっくと不敵に笑う。


    「赤の他人でなあなあな関係はこれでお終しまい。ざまーみろ、他人でいられなくしたわ」


    　少し鼻声だった。


    「……風邪を引くよ。せめて雨風を凌しのげる場所に行こうよ」


    「そんな他人のふりもここが年貢の納め時や、観念するがええ四しノ宮みや大だい五ご郎ろう左ざ衛え門もん」


    「誰だよ。長いよ。いつの時代の人だよ」


    　軽口はいつもの一之瀬さん。


    　白々しさが痛々しくて、会話を終わらせたい。


    「これは四ノ宮君の問題でもあるもんね。両親に見捨てられたうちと、今までのように接するほど四ノ宮君は薄情じゃないし、傷が癒いやされとうわけないもん」


    「……雨が強くなってきたしさ、せめて木陰に入ろうよ」


    「普通の女の子が怪け我がをして山中に一人きり……不安にならんと思うの」


    　軽い声に非難の色が混ざった。


    「うちが一人で泣いていたって気づいていたやろう？　何も言わなかったのは四しノ宮みや君の優しさちゃうよね？　うちと距離を置こうとしたんよね？　自分以外のことは背負いこみたくないんよね？　薄情もん」


    「僕は薄情じゃないって言ったばかりじゃないか」


    「いいや、やっぱり薄情もんや。弥や栄さかちゃん裁判でも有罪や」


    「だからってさ、こんな自分も傷つくような真ま似ねしなくても」


    　一いち之の瀬せさんは顔を上げない。


    　僕の視線を乱暴に釘くぎづけさせたまま、微動だにしない。


    「ふっふー、普段はただの美少女弥栄ちゃんその正体は、他人を悪戯いたずらに引っかき回し、時には陰から操る悪魔美少女弥栄ちゃん。自爆もお手のもんや」


    「なんの自慢にもなっていないじゃないか」


    「自分と似た傷を持っていると知って同情した？　共感した？」


    　軽快な会話に刃物を忍ばせ、一之瀬さんは僕の心を刺してくる。


    　ずっと安全圏にいた僕をここぞとばかりに責めた。


    「ビックリしたが、一番かな」


    　平凡な言葉しかひねり出せない自分が情けない。


    「普通の感想にビックリやわ」


    「……僕達は、わかり合えるかもしれないなって思ったよ」


    　嘘うそだった。


    　そう言えばこの場が収まると思い、一之瀬さんが好むであろう言葉を選んだ。


    「せやんなー？　あんねあんね、うちも四ノ宮君の過去を知った時、うちと痛みを共有できるかもって、うちと仲のいい友達になってくれるかもって思ったんよ」


    「……三さん条じようさんの監禁事件の時か。そういえば盗み聞きしていたらしいね」


    「なあ、四ノ宮君……うちらって外れとうよね」


    「何からさ」


    「まっとうな人生のレール。一度脱線して、そこからなんとか線路に戻ろうとしても、外れているから戻られへん。頑張って出来るだけ線路に寄ってみるけど、そのままや。うちらはさ、ズレたまま普通の人生を演じとうよね」


    　共感はできた。でも仲間とは思えなかった。


    「一之瀬さんは優等生を完かん璧ぺきにこなしているじゃないか」


    「四ノ宮君はクラスメイトと談笑している時、一歩引くことはないん？　のけ者にされていないのに距離を感じたことは？　疎外感はない？」


    「……僕は別に、自分のことでいっぱいいっぱいだし」


    「嘘うそ。自覚ないなら言うけど、四しノ宮みや君たまにすごく冷めた顔をするよ。最近は特に」


    　それは一いち之の瀬せさんも一緒じゃないか。


    　自覚があるのか尋ねる前に、一之瀬さんが会話を続けた。


    「自分が欠けた人間やとは思わへん。でも足らない人間とは思う。足らない箇所を一生懸命補おうとしても、それは本来自分に備わってないものやからすぐにボロがでる……一生自分はそんな人間やと思ったことはない？」


    「……そうだね、もしかしたら僕達は手を取り合えるかも」


    「なんでさっきから嘘ばっかり言うん」


    　簡単に見破る一之瀬さんに、僕は成す術すべなかった。


    　お互いに、これ以上は濡れる箇所がないぐらい雨でずぶ濡れになっている。


    「最初はな、うちと四ノ宮君は同じ人種や思うてたよ」


    　一之瀬さんは手探りで小石を探して、ぽいっと僕へ投げた。


    「けど違ったわ。四ノ宮君は子供連れの家族を見ても辛つらくない。本気で心配してくれる幼おさな馴な染じみもいる。寂しさを共有できるお姉ちゃんもいる。うちと全然違う」


    　一之瀬さんにはあるてがいるじゃないか。


    　ありえないぐらい無神経な台詞せりふを言いそうになり、僕は太ももに爪を立てた。


    「……僕のことがそんなに不満だったんだ」


    「不満不満大不満。大不満やー」


    　だからあんなにも僕をからかったり、対立しようとしたのか。


    　くだらない喧けん嘩かの発端。どうしようもない対立の理由。


    　──本当にそうなのかな？　少しニュアンスが違うような。


    　一之瀬さんはデートの前から僕へ不満を溜ためていたような。


    　あるてに甘やかされる僕に、単純に嫉しつ妬としていたと思えない。


    　一之瀬さんは沈黙した。次は僕が踏みこむ番だと言いたげだ。


    「……相手に踏みこむ順番とか決まりはないだろうに」


    　僕への不満なんて解決しようがない。


    　それに親がいない問題は、僕が解決して欲しいぐらいだ。


    　ここで自分を晒さらせば答えは得られるのか？　それで一之瀬さんは満足するのか？


    　ここは僕の問題は脇に置き、今は一之瀬さんを慰めるべき場面じゃないか？


    　頭がごちゃごちゃする。


    　一之瀬さんは幼馴染でも家族でもない。他人の剥むき出した心に触れるのは本当に怖い。手の震えが止まらない。雨が冷たくてよかった。一之瀬さんが僕を見ていなくて助かった。


    　雨の重さに沈みかけたが、あるての──あの手の温ぬくもりが僕を支えた。


    　決して諦あきらめるなとか、本当に厳しい。


    　わかっているよ、あるて。


    　一いち之の瀬せさんを、このまま放っておけないよ。


    「僕と一之瀬さんは違う、それは確かだと思うよ」


    　僕は一之瀬さんとの対話を続けた。


    「……でも一之瀬さんが僕に不満を感じてもさ、直しようがないよ」


    「嘘うそ。絶対に嘘。大嘘吐つき。直せるやん」


    「嘘って言われても……」


    　さすがに数少ない人間関係を断てない。


    「神かん林ばやしさんは四しノ宮みや君の側そばにずっといた。音ね子こお姉ちゃんも同じやし……納得できるよ。でもおかーさんは違うやん。おかーさんは最近やん」


    「ま、待って、なんの話をしてるわけ？」


    「うちだけが、四ノ宮君にとって他人や」


    　虚を突かれて、僕は素に戻る。


    「え？　あ……。え!?　僕が他人行儀だったのが不満だったの？　それだけ？」


    　尖とががった石が飛んできた。


    「さっきから、そう言うてたわ！　アホー！　アホー！　アホー！」


    「いや！　うん！　言ってた！　言ってたけど、僕が勘違いしていたというか……っ！」


    　つまりあるてとは仲がいいのに、自分を他人扱いする僕が不満ってこと？


    　それだけで僕を振り回すとか？　普通じゃないよ。


    　……普通じゃないって僕もそうか。


    　過剰なほど相手との距離を気にして、誰にも頼らず生きたいと願っている。


    　一之瀬さんから言わせれば人間として足らない。それでも僕と似た傷を持った一之瀬さんなら、いまさら修正が難しいのは知っているハズだ。


    　僕と同じ孤独を抱かかえているのなら──。


    　ああ、そっか。いつも飄ひよう々ひようとしている一之瀬さんも孤独が嫌なんだ。


    　だから他人行儀が嫌なんだ。


    　きっと他人にどう思われているのか気になって仕方がない。


    　多分、他人から好かれているかを人一倍気にしている。


    　だから、裏表のない愛情を注ぐあるてが大好きなんだ。反りの合わない八や重え桜ざくらとは喧けん嘩か友達でいて、取っつきにくい三さん条じようさんとは親分子分と関係性をハッキリさせている。


    　僕は孤独から逃れようと一人で強くあろうとして、一之瀬さんは孤独から逃れようと他人との関係性を重視した。一之瀬さんはそういう子なんだ。


    　だから、いつまでも他人行儀の僕が近くにいると不安なんだ。


    「うちとは友達やない言うのなら、うちを見捨てたらええやん。うちを放って置いて一人で日ひ和より寮りように帰って、温かい風呂でも入ってたらええわ！」


    「そんな罪悪感を煽あおる言い方しなくても」


    「あほんだらー」


    　小石がひゅんひゅんと飛来する。


    　……僕が大人になって、妥協すべきなのかな。


    （今日から僕達はずっ友だよ。日和寮にいる間は友達でいようね）


    　そう言ってこのお話はお終しまい。ハッピーエンド。


    　──そんなわけがない。それこそ半端な他人行儀な関係そのものだ。


    　相手の事情を汲くんで相手に合わせる。それは一見正しい選択だけど、あるても言ったように僕の目の前にいるのは、赤の他人じゃない。これからも日ひ和より寮りようで共同生活する僕の隣人だ。だいたい器用に大人になれるのなら、僕は一いち之の瀬せさんと喧けん嘩かしていない。


    　これが正解かはわからないが、それでいいと思う。


    　そもそも、僕達は最初から噛かみ合ってないのだし。


    「一之瀬さんは僕にとって……やっぱり他人だよ」


    　小石投げが止まった。


    「だって知り合って間もないよ。僕は友達とは思えない」


    「ずっとそのままでいる気のくせに」


    「う……それは、まあ、そうだったんだけどさ」


    　一之瀬さんが石を探し始めた。


    　大きい石を投げられる前に、自分の意思を伝えなきゃ。


    「正直、今でも一之瀬さんのことは苦手だし……人の思考を読むし……」


    　そういえば、本人に面と向かって苦手だと伝えるのは初めてか。


    　本音を明かすなんて、ろくにしてこなかったな。


    「でも苦手だけど、別に憎んでいるわけじゃない。距離を置いているけど、嫌っているわけじゃない。僕は友達はいらないんだ。強がりじゃないよ。一之瀬さんから言わせれば、僕のこんな性質は人として足らないんだろうね」


    「欲しくないやのうて、怖いんやろう」


    「……そうだね。その通りだよ。人によって仲のいい基準が違う。そんな曖あい昧まいでもろくて、いつか離れてしまいそうな関係は、僕は一番よしとしないよ」


    「この期ごに及んでほんとこの男は……」


    　一之瀬さんは円盤状の石をその手にした。


    「な、なんと言われても一之瀬さんは他人だよ。だから僕は気兼ねなく怒れるし、許せることもできるし、だからこそ僕は気が向けば優しくできる」


    「そんな都合のいい他人が──」


    「でも赤の他人じゃない」


    　そう考えると肩の力が抜けて、急に楽になった。


    　輪郭のなかった一いち之の瀬せさんの存在がハッキリと見えた……気がする。


    　所詮、一方通行な自己紹介だ。


    　相手を完かん璧ぺきに理解したなんて傲ごう慢まんにはなれない。


    「僕は本当にしょうがなくて、残念で、ズレた人間だと思う。最近ようやく自覚したよ。それを許せとは言わないし、譲れともお願いしない。それは一之瀬さんにも言えるよね。多分、寮で生活する限りまた喧けん嘩かするかも。それでも僕は他人として、いつでも勝負を受けるよ」


    　僕は深呼吸する。


    　そして不思議な部屋に閉じこめられた時の、自分なりの答えを告げた。


    「一之瀬さんは僕にとって……一之瀬さんでしかないよ」


    　僕の番は終わったと思う。次は一之瀬さんの番だが何も言ってくれない。


    　長考状態に入ったのか、身体からだを前後に揺らしている。


    　雨が強くなったし、かなり暗くなったので本格的に危ないのだけど……。


    「ないわー、重いわー」


    　一之瀬さんがそう切り捨てた。


    「お、重いってなんだよ!?」


    「重い重い、重すぎるわ。勘弁してくれって感じやわ」


    「だから何が重いんだって！」


    「……気が向いたら優しくするんよね？」


    「そーだよっ、だからさ」


    　僕は三角座り中の一之瀬さんへ近づいて、中腰になった。


    「──帰ろうよ一之瀬さん。ここは寒いし、風邪を引くよ。あるてがさ、みんなが……それに……その、僕も心配しているよ。じゃなきゃここまで来ないよ」


    　僕が手を差しのべる前に、一之瀬さんが顔を上げた。


    　雨で濡れているので、泣いていたか判別がつかない。


    　あの人形のような表情で瞼まぶたに水滴が垂れるのも気にせず、僕をじっと見てきた。


    「おんぶ」


    「へ？　おんぶって、まあ、そうするしかないけどさ……」


    「おんぶ」


    　一之瀬さんは両手を差し出した。


    「怪け我がをしても知らないよ」


    　バッグを前にずらし、僕が背中を向けると、ゆっくりと体重がかかってくる。


    　全身ずぶ濡れのせいで持ちにくい。両腕のポジションを変えようとして、一之瀬さんの濡れた足を直で撫なでてしまい、少し頭がのぼせた。


    　思考があっちこっちに飛ぶが、自分の足を滑らせないように気を引き締める。


    　僕はしっかりと一いち之の瀬せさんを背負い、そうして足を進めていった。


    



    



    　一歩一歩、転ばないように森を進む。


    　雨足は強く、夜に差し掛かっているのか暗幕が森を包み始めている。雨粒が木の葉を激しく叩くので、暴力的な合奏は僕の恐怖心を煽あおった。


    　状況はよろしくない。せめて、山道に出れば少しは安心できるのに。


    　一之瀬さんも危急を察してか、僕の背中で大人しい。


    「なあなあ、四しノ宮みや君」


    　と思ったら、日常会話でもするように話しかけてきた。


    「ゆっくり喋しやべる余裕はないんだけど」


    「四ノ宮君、うちのデリケートな内面に色々気づいたやろ？　今後、もしそのことを一言でも口にした場合、四ノ宮君が自覚していないことを一番恥ずかしいタイミングでバラすね」


    「僕が自覚していないこと？　なんだよそれ」


    「一番恥ずかしいタイミングでバラす」


    「わ、わかったよ。絶対に言わないよ」


    　返答に満足したのか、一之瀬さんが僕の首にそっと腕を回してきた。


    　いつになく近いが、不思議とそれが苦手だとは思わなかった。


    「……あんなあんな、おかーさんはお母さんやろ？」


    「うん？　たしかにあるてはおかーさんと自称してるけど？」


    　少し間があった。なんだか背中で笑っているように思えた。


    「桜さくらちゃんが長男だとしたら、四ノ宮君は次男やなー」


    「いきなりの家族設定。というか僕が次男かよ」


    「桜ちゃんよりしっかりしている自信あるん？」


    「……ないです」


    「せやろー。次男さんは、もっと周りを見なあかんよ」


    　危険な状況なのに、一之瀬さんの声は穏やかだ。


    「それでな、音ね子こお姉ちゃんが長女やとしたら、うちは三女かな」


    「三さん条じようさん長女なんだ。一応は慕っているんだ……」


    「うち、駄目なお姉ちゃんが欲しかってん」


    「駄目なって……駄目だけど、本人の前で言わないでくれよ」


    　激しい雨音の中でも聞こえる、静かな会話だった。


    「だいたい次女は？　一つ飛ばして三女になってるけど？」


    「うちほど三女に相応ふさわしい人材はいないと思うんよ」


    「末っ子気質を発揮して、甘やかされたいだけじゃないか」


    　馬ば鹿か話しながら前に進むが、登山道はまだ見えない。


    　……もしかして方向を間違えた？　土砂降りの山で迷うなんて自殺行為に等しいぞ。遭難前提で動くべきか？　助けを呼びに僕だけでも先行するか？　でも、怪け我が人の一いち之の瀬せさんを雨が降っている中に放置するわけいかないし。


    　やばい、今になって事態の深刻さに気づいた。


    　焦りが伝わったのか、一之瀬さんが僕の肩に顔をうずめた。


    「……大丈夫だよ。農園のお婆ばあさんがもしかしたら気にかけてくれるかも」


    「眠い。疲れた。お腹が減った」


    　それだけ言えれば上等だよと思いつつ、僕はいよいよもって遭難を覚悟した。


    　──そんな時、森の奥で人工的な光が動いた。


    「い、一之瀬さん光だよ!?　助かった！　誰かが捜しに来てくれたんだ！」


    　僕達の声に反応して、懐中電灯の光が近づいてくる。


    　森全体を照らすには心許ないが、僕の心を照らすには十分過ぎる光だ。


    　冷たい雨で身体からだは寒いはずなのに、震えはもう感じない。安心して脱力しかけたが、もうひと踏ん張りだと、一之瀬さんへ負担をかけないよう光へと突き進む。


    　強い光に目が慣れて……僕は傘かさを差した、亜あ麻ま色の髪をした着物少女と対面した。


    「あるて……」


    「すみません優ゆう斗とさん。お任せすると言ったのに、結局来てしまいました」


    　あるてが申し訳なさそうに微ほほ笑えんだ。


    「謝る必要なんてないよ！　た、助かった。本気で遭難を覚悟していたところなん──」


    　背中の一之瀬さんが震えた。


    　小さな嗚咽おえつを漏もらし、僕の肩を涙で濡らしていく。


    「ごめんな……ごめんな……おかーさん、あんなに楽しみにしとうたのに……」


    　言われるまで、僕は当たり前のことに気づけなかった。


    　あるてがここにいるってことは、母の日会を抜け出したんだ。


    　卒寮生との語らいもすべて放り投げて、あるてはここにいる。


    「……ごめん。そんなことも気づかず、自分のことばかり優先して……」


    「それこそ謝る必要はありません。みなさんがいるから、私はおかーさんをしていられるのです。卒寮生のみなさんには全然変わらないなって、笑われちゃいました」


    　あるては何も問題ないといった表情で、僕達へ傘を差した。


    　自分が濡れるのも気にせず、優しく微笑んでいる。


    「おかーさんが濡れちゃう……風邪を引いちゃう……」


    「だったら一緒に風邪を引きましょう」


    「あかんよ……おかーさんはいつも元気でいて欲しいもん……」


    　あるては一いち之の瀬せさんの頬ほおに手を添えた。


    「怖い思いをしませんでしたか？」


    「……うん、おかーさんが来たから大丈夫」


    「寂しくありませんでしたか？」


    「……四しノ宮みや君で暇ひまを潰つぶしていたし大丈夫」


    「うぉい」


    　僕に悪態を吐つける余裕があるなら振り落としてやるか考えたが、普段の一之瀬さんなら絶対見せない姿に、さすがに少しほだされてしまったわけで……。


    　それにだ。


    　あるてを心配させたままなのが……なんか嫌だ。


    「……一之瀬さん。僕のバッグの中にあるカーネーションをあるてに渡すんだよね」


    　僕にそう言われ、一之瀬さんは迷う素振りを見せた。


    　珍しく躊躇ためらったので僕が急せかすように背中を揺すってやれば、一之瀬さんは、バッグの花を取り出した。


    「あ、あんね……おかーさん、いつも、いつも、ありがとうな」


    　一いち之の瀬せさんは赤色のカーネーションをあるてに渡す。


    　おずおずと差し出された花を、あるては大事に受け取った。
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    「はい……はい、ありがとうございます。弥や栄さかさんの愛情がいっぱい伝わります。おかーさん、弥栄さんと出会えて本当に幸せです」


    　存命する母親へ渡す赤色のカーネーション。


    　花言葉はまんま「母の愛」だとか。


    　雨の中、あるてと一之瀬さんは幸せそうに笑っている。あれだけ拘こだわっていた母の日勝負の勝敗を決める、最高の笑顔だが、僕はそれでいいと思った。


    　今は勝敗よりも、僕は強く望むものがある。


    　こんなにずぶ濡れで肉体を酷こく使ししたんだ。そう思っても仕方がない。


    　日ひ和より寮りように帰って、温かいお風呂に入って、みんなで温かい晩御飯を食べたい。


    　今はあの日常が、どうしようもなく恋しかった。

  


  
    



    
      [image: ]

    


    



    



    　あのあと、全身ずぶ濡れの僕達は農園の方々にお世話になった。


    　さすがに遭難事件にまで発展しかけたので、「僕は誰にも頼りたくないんです！」なんて意地を張れるわけもなく、農園の方々には素直に感謝した。


    　結局、母の日会に行く時間はなく、僕が卒寮生に出会うことはなかった。


    　あるてを笑顔で送り出した卒寮生に会ってみたくなっていたが、原因となった僕がどの面を下げて会えばいいかわからないので怖くもあった。


    　僕と一之瀬さんの小さな戦争は終しゆう焉えんを迎えた。


    　高度な駆け引きを要する舌戦も、卓越した洞察力による心理戦も、第三者を巻きこんだ政治戦も今は昔。残るは戦争の虚しさと、平和を望む心だ。


    　決して、絶対に、子供じみた喧けん嘩かではなかったことを言述する。


    　そうして、僕達の日常が戻ってくる。今日も学校だ。


    　まあ、別に世界の危機が差し迫ったわけでも、三さん条じようさんに監禁されたわけでもないので、日常の中の戦争が終わりを迎えて、平穏になっただけの話だ。


    　奇々怪々な事件に巻きこまれたわけじゃ……わけじゃないよね？


    「……慣れちゃったせいで、異様だってことに気づかないだけじゃ？」


    　学校の廊下で足を止めた。


    　ぽかぽか陽気の昼休み、今日も僕は渡わた辺なべ先生に呼び出されてプリントを運んでいた。


    　隣のクラスの真ま菜なも珍しく呼び出され、同じプリントを仲良く抱かかえていた。


    「優ゆう君？　異様がどうしたの？」


    　隣を歩いていた真菜も立ち止まる。


    「自分の常識を少し疑っちゃってさ」


    「優君に常識があったんだ」


    「最近の真菜は本当に僕に厳しい……」


    　当たり前でしょうと言わんばかりな目つきで、真菜が先を歩いていく。


    「そういえばお母さん達、ハワイの招待券を喜んでいたよ」


    「そう？　喜んでくれたら嬉うれしいよ。使い道なかったし」


    「お父さんもすごく喜んじゃって……優君となら県内日帰り旅行は許すだってさ。我わが親ながら調子ばっかよくてほんと呆あきれる」


    　真菜は苛いら立だったように息を吐いた。


    「アタシも日ひ和より寮りように住もうかなあ」


    　冗談だと思うけど、そうなったら真菜はなんとなく次女っぽい。


    「真菜は長女の役割をこなさなきゃ、次女にはなれないって」


    「え？　そりゃあアタシは一人娘だし、お父さんが過干渉になるのもわからなくもないけど、だからって行動制限するのは酷ひどくない……ねえ、今の変な意味なかった？」


    　真菜は鋭い目つきで僕に詰め寄った。


    　日和寮でのあれやそれの言えないこと、真菜に見られるわけにはいかない。


    　おかしい……僕自身が望んでいるわけじゃないのに……。


    「優君には聞きそびれたこといっぱいあるんだけど……一いち之の瀬せさんとの関係とかさ」


    「い、一之瀬さんならあそこにいるし、直接聞いて来たら？」


    　真菜の圧を視線で受け流す。


    　流した先には一之瀬さんが特進科の男子達を引き連れて、プリントを持っていた。男子達は口々に誰がプリントを持つかで口論している。


    「……あの群れに突撃する度胸はないかな」


    　一之瀬さんは今日も元気にアイ活だ（アイドル活動の略。一之瀬さんへこの語句が使われる場合、自身が甘やかされるための偶像的外交活動を示す。類語→姫活）。


    　一之瀬さんを遠い目で眺めていると、目が合う。


    　ただそれだけで、一之瀬さんは素知らぬふりで去っていった。


    「へー、寮生なのに学校では仲良くしないんだ」


    「言っても寮生だし、こんな距離感だと思うよ」


    　僕に構う必要がなくなったのか、何か思うところがあったのか。


    　最近の一いち之の瀬せさんは学校で僕へ無駄に愛想を振りまき、特進科の男子達の嫉しつ妬とを煽あおるような真ま似ねはしなくなった。僕が望む距離を考慮してくれたのかはわからないが、学校では大人しく慎ましやかな一之瀬さんに徹してくれるようだ。


    



    



    　じゃあ寮でも大人しくなったかと言えば、そんなことは一切ない。


    「なんでお前はいつもそうなんだっ！」


    「なんで桜さくらちゃんそんなに怒るん!?　うち、ひ弱な女の子やで!?」


    　直前の会話と状況は略す。一之瀬さんが悪い。それで説明が足りるから困る。


    　アルバイトもなく今日は早めに帰って来れたし、母の日勝負も終わったので久々にゆっくりできると思っていたのに、共同ルームで二人が喧けん嘩かを始めていた。


    　嘆息つきながら畳に鞄かばんを置き、僕は大型テレビの電源を入れる。


    　二人の喧騒を聞きながらまったりしていると、


    「やっちゃえ、音ね子こお姉ちゃん！」


    「我われは音子さん……汝なんじも音子さんなの？　今後ともよろしくー」


    　一之瀬さんが切り札の三さん条じようさんを召喚した。


    　猫のくせに犬のように唸うなりながら、手刀で威い嚇かくする三条さん。天敵をけしかけられて、またも八や重え桜ざくらが敗れるかと思ったが、いつもと様子が違う。


    「待て、俺はアンタと争う気はねえ」


    「そっちにはなくても音子さんにはあるの！　可か哀わい想そうな子分のために、たとえ相手が最恐最悪の不良でも立ち向かうんだから！」


    　今日も三条さんは悪い意味で絶好調だ。


    　そんな三条さんに屈することなく、八重桜は威風堂々と告げる。


    「和わ村むら屋やのシュークリームを買ってある」


    「……和村屋？　あの駅前の超人気店の？　販売早々売り切れることで有名な？」


    「そうだ。あの和村屋のシュークリームだ。冷蔵庫に入れてある」


    　三条さんの目が泳いだ。


    　言葉の意味を正しく理解したな……。


    「桜ちゃんは音子お姉ちゃんが簡単に買収されるチョロイ人だと思っとるよ！　騙だまされちゃアカンよ！」


    「そ、そうだよ！　ね、音子さん買収なんかされないよ！」


    　三条さんは辛つらそうな表情で甘言を払いのけた。


    「シュークリームは六個買ってきた。さあ問題だ。この寮には何人いると思う？」


    「えっと？　あるてちゃんでしょう。それに弥や栄さかちゃんに門もん司じちゃんに、優ゆうちゃんに、音ね子こさんに……アレアレ？　五人しかいないよ？　一個余るよ？　も、もしかして……」


    　三さん条じようさんは目を輝かせて前のめりになる。


    「ああ。でも全部だ。全部、アンタの物だ」


    「全部!?」


    　うまいなあ八や重え桜ざくら。


    　一度最低数を提示してお得感を煽あおってから、全部か。三条さんには効果がバツグンのようだし僕も今度真ま似ねしてみよう。


    「ね、音子お姉ちゃん……う、うちを裏切るん？」


    「だ、大丈夫だよ。弥クリームちゃん、音子さん食い物に釣つられないよ」


    　裏切る。半分以上意識がシュークリームだ。


    「そうか、ならこの話はなかったことにしよう。他の奴やつ等らと仲良く食べるとするか」


    　三条さんは落ち着きをなくし、一いち之の瀬せさんと八重桜を交互に見た。


    　素敵なお姉ちゃんのプライドと食い意地の板挟みになった三条さんは、


    「……あのね弥栄ちゃん、喧けん嘩かはよくないと思うの」


    　ご期待どおり食い意地に負けた。


    「だ、だってね、寮生は寮生同士で仲良くしたほうが、た、楽しいと思うの」


    「……音子お姉ちゃんキラーイ」


    　一之瀬さんは座ざ布ぶ団とんに寝転がり、冷たくあしらった。


    　三条さんは相当ショックを受けたようで、瞳ひとみを潤うるませて唇くちびるをぷるぷる震わせたあと、


    「優ちゃんのドアホー！」


    「なんでだよ!?　僕は一切関係なかったじゃないか！」


    　そうして共同ルームを飛び出していった。


    　また布団に潜りこまれたなあと辟へき易えきしていれば、すぐに戻って来る。


    　三条さんの手には、小皿に乗ったシュークリームとフォークがあった。


    「ほ、本当は全部音子さんのだけど、弥栄ちゃんにも食べさせてあげるよー」


    　本当は全部八重桜のだけど、僕以外には懐なつかなかったあのデルタ……もとい三条さんがご機嫌取ろうと頑張っているのでツッコミはいれない。


    　母の日会で三条さんはとても頑張った。そうあとになって聞いた。


    　あるてが抜けて、僕達もいない。苦手な八重桜と同席だ。そんな中で現在の寮生はどんな人物かと、卒寮生の質問責めにあったらしい。


    　その時、人嫌いでプライドの高い三条さんがどんな対応をしたのか？


    　それはそれは麗うるわしい、素敵なお姉さんを演じきった。


    　三さん条じようさんの「音ね子こさんへの評価のせいで、優ゆうちゃん達が変に思われるのは嫌だし」と、らしからぬ発言に驚いた。三条さんなりに、日ひ和より寮りように愛着を持ち始めているのだと思う。


    　まあ、かなり疲れたようでそのあとはぐったりしていたが。


    「ふう……」


    　もう一人の疲れた人間、八や重え桜ざくらが腰を下ろした。


    　扱いづらい動物を餌えさでならす対応に切り替えたようで、その判断は間違ってないと思う。


    　あっちもあっちで微妙な関係性に決着がついたようだ。


    「撮りますよー。はいー、かしゃー」


    　音の鳴った方角に、にこにこ顔のあるて（割かつ烹ぽう着ぎは一いち之の瀬せさんからのプレゼント）がデジカメ片手に廊下で立っていた。


    　微妙な仲の僕達を撮影して楽しいのかな。


    「あのさ、あるて知っているかな」


    「優ゆう斗とさんも知っていますか？　でじかめで撮ってもぷりんとはできるのです」


    「それを教えたのは僕でしょーが。了承もなしに撮影するのは失礼だよ」


    　プリントできるのを知ってから、あるては何かと撮影したがる。


    「そうでした……申し訳ありません。では了承を得ましょう。みなさんが仲良く肩を組んだお写真を撮りたいので、よろしくお願いします」


    　誰もあるてに答えなかった。一之瀬さんですら顔を逸そらした。


    　仲がいいのか悪いのか。形容しがたい距離感の僕達だ。


    「もー、みなさん恥ずかしがり屋さんですねー」


    「やらせ写真を撮るほど人間できてない人ばかりなんで」


    「仕方ありません。玄関に飾るのは表彰状のみにしておきましょー」


    　拗すねるかと思ったが、あるては機嫌がよい。


    　表彰状とやらがそんなに嬉うれしいのかな。


    　うん？　表彰状？　僕のは恥ずかしくなって、山から帰ったあとに捨てたハズだけど……。


    「優斗さんの想いが詰まった、優しい優しい表彰状です。日和寮の新しい思い出として、一番目立つ場所に飾らせていただきますね」


    　耳が一気に熱くなる。


    　こんな嫌がらせ半分お節介半分な真ま似ね、心当たりは一人しかいない。


    　というか、犯人は三条さんにシュークリームを食べさせて貰もらいながら、嫌らしくニッタニタ笑ってやがる。


    「い、一之瀬さん!?　す、捨てたと思ったのに！」


    「捨てたままにするにはー、面白すぎる内容なのが悪いとー、うちは思うんよー」


    「やっぱり僕を面白い玩具おもちやだと思っているよね？　ね？」


    　くそう、喧けん嘩かするならいつでも受けて立つぞ。


    　僕が睨にらんでやれば、一いち之の瀬せさんは笑顔で返してきた。


    「あんな四しノ宮みや君、なんだかんだあったし、うちに色々と思うところがあるだろうし言っておくけど……うちな、それはそれとして、お気に入りの子で遊ぶのが大好き」


    　無邪じや気きな微ほほ笑えみは自然すぎて、怒る気が失せてしまう。


    　……お気に入りの子「で」かよ。やっぱり、苦手だな。


    　一之瀬さんとの関係はあんまり変わらないようで、少し変わったかも知れない。


    　僕は特段それが嫌だとは思わなかった。


    



    



    　さて、ここからは余談。


    　本当に余談だ。これは別に前置きとかじゃなく、ただの普通の余談だ。


    　……そういうことにして欲しい。


    　うららかな日差しの午後。学校から一早く帰った僕は、玄関横の応接間を掃そう除じしているあるてを部屋の出入り口から眺めていた。


    　他の寮生の予定を知る限り、日ひ和より寮りようには僕とあるてしかいない。


    　つまり、あるてと久々に二人っきりなわけだ。


    　二人っきりと言い方も他意があるわけじゃなく、純粋に数字的な意味だ。


    　あるては歌いながら畳に掃除機をかけている。


    「あるての『あ』はー♪　愛していますの『あ』ー♪」


    　割かつ烹ぽう着ぎ姿が最近そんなに違和感なくて、あるてに似合っていると思える僕がいる。


    「あるての『る』はー♪　ルコウソウの『る』ー♪」


    　言うべきか、言わないベきか……まだ迷っているが。


    「あるての『て』はー、今日も思いつきませ……はっ!?　思いつきそうです！　閃ひらめきが降ってきました！　これは俗に言う、『ぱない』です。おかーさんぱないです！」


    「あるて、ちょっといいかな」


    「……閃きが逃げました」


    　あるては両手で顔を覆おおった。


    　突然、僕に声をかけられてアイディアの泉に蓋ふたがされたらしい。


    「ご、ごめん！　集中しているとは思わなくてさ！　うっかりしていたよ！」


    「いいんです。こんなこともあります。だからおかーさんも優ゆう斗とさんへ、ついうっかりハグをすることもあるのです」


    「それは仕返し？　それともただの可か愛わいがり？」


    　あるてがハグの構えでにじり寄ってきたので、本題を切り出す。


    「……あるてにはさ、聞きたいことがあるんだ」


    　真ま面じ目めな声色に察したのか、あるては真剣な表情になった。


    　多分、あるての正体について僕が尋ねると思っている。


    　あるてが母の日会を抜け出して隣県に来た時間帯、一部地域で紅葉が始まったとか、シーズンが終わった桜並木が再度開花していたとか。その他色々と……この地域限定での異変が起きたらしい。


    　あるてと関係性があるのかはわからない。


    　ただ、八や重え桜ざくらの植えたリュウゼツランの花が、その日に枯れていた。


    　八重桜は「開花してこんなに早く枯れるハズはないんだが」と首を捻ひねっていたが、僕はあるてが「この地域を離れたせいでは？」と考えた。


    　そうなると、三さん条じようさんよりも不思議な存在だ。


    　あるてが正体を明かすのを不安がった理由が、そこにあるんじゃないか？


    　……だけど、それがなんだとも思う。


    　あるてがいたから、僕は墓参りできたんだ。


    　僕が思うに、あるては植物周りの人。


    　いや、なんか水道周りの人みたいなニュアンスになったが、身近にいそうな人という意味ではその通りだ。植物周りで不思議な力を使える女の子。それがあるて。


    　そして、


    「僕が聞きたいのはさ、昔の母さんについてなんだ」


    　僕の母さんをお世話していた子だ。


    「優ゆう斗とさん、秘密厳守です」


    「言うと思ったよ」


    「雅みやびさんが過去を話したがらないと思いますので」


    「わかっているんだけど……うん……それはわかっているんだよ……？　わかっているけど、母さんのことが知りたくなったっていうか……」


    　ごにょごにょと声がこもってしまい、僕は顔を伏せた。


    　そんな僕の態度に、あるては表情を柔らかくさせる。


    「そうですね……どうしてもと言うのなら交換条件になります」


    「交換条件？　まあ、僕の出来ることならなんでもするよ」


    「私が優斗さんを膝ひざ枕まくらしている間は、学生時代の雅さんについて教えましょう」


    　あるてはその場に座って、膝をぽんぽんと叩いて見せた。


    　ぐっ……お察しされた。


    　いや、察せられていない。ほんと違うんだよ。母の日勝負とか、墓前でのあれこれとか、あるてに素直に甘える一いち之の瀬せさんの姿を見ていたら、色々と感じるものがあったりとかさ……なかったりとかさ……。


    　決して！　決してだ！　僕は母恋しくなったんじゃない。


    　うん、交換条件なら仕方がないな。一方的な甘やかしじゃないし、大人の決め事だ。


    　これはお膳立てされたわけじゃないのだ。


    　──そうやって、僕はあるての膝ひざに頭をのせた。


    「ほんとこれ交換条件だから、仕方がなくてでね　自立した大人だからこそね？」


    「はいー。交換条件ですー。仕方がありませんー」


    　慈愛に満ちた表情で、子供をあやすような口調に頬ほおが熱くなる。


    　離れたくなったが、あるての膝は温かくて気持ちよくて。


    「そう！　これはお布ふ団とん！　お布団と一緒だ！　お布団が気持ちいいのは当たり前だし、業ごうを背負ってもお布団だから大丈夫！　大人も休日はお布団で休むしさ！」


    「はいー。私のお膝はお布団ですー」


    　何を言っても無駄っぽい。愛いとおしそうに顔を覗のぞいてくるあるてから、僕は目を逸そらした。


    　あるては仕方なさそうに笑い、僕の髪を優しく撫なでる。


    「それでは、雅みやびさんがいじめっ子の自宅の窓を全部割りに行った話をしましょうか」


    「待って、母さんそんなに無茶苦茶だったの？」


    　予想以上の話をされて、かなり驚く。


    「でも、いじめられっ子を守るためなのですよ」


    「美談かも知れないけど、まずはもう少し軽めの話を……」


    「そうですか。では、いじめっ子の父親の会社へ殴りこみに行った話を」


    「怖いんだけど!?　もっと女の子らしいエピソードとかないの!?」


    「ヤンチャさんでした」


    「ヤンチャの一言で片づけたくない……」


    「でもお淑しとやかになられました」


    　緩やかな日差しと温かな膝を感じながら、デンジャラスな会話が展開される。


    　ちょーーっとばかし気合いが入ったヤンキーだったとは思わず、正直戸と惑まどいは隠せないが、そんな母さんが人を愛し、僕を産んだのが不思議だった。


    　もしかして、あるてと関わることで変化したのかな。


    　母さんとあるてとの関係性は親子に似ていたのかな。


    　僕とあるてとの関係は、母さんにはどんな風に見えるのだろう。


    



    



    　さて、これも余談。最後の余談。


    　母の日勝負は僕の一人負けになった。


    　一位以外の人が罰ゲームだと思っていたが、どうも違うらしい。


    　八や重え桜ざくらは母の日会でとても綺き麗れいなカサブランカを渡し、一いち之の瀬せさんはあのカーネーションを渡したことになって、僕だけが期限日に何も渡していない形になった。


    　なんだか釈然としないので抗議したのだが、


    「負けは負けやでー」


    　と最高に腹が立つ笑顔で一之瀬さんは例の封筒を、八重桜のと一緒に合わせて僕に渡した。


    　二人の命令事。いったいどんな無茶が書いてあるのだろうと、僕は恐る恐る封を開けた。


    



    『門もん司じと呼べ』『弥や栄さかって呼ぶこと』


    



    　たしかに、まあ、僕にとってはすごく無茶なことだなあと、僕は手にした封筒を太陽にかざした。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　お久しぶりです。今いま慈じムジナです。


    『年下寮母おかーさんに甘えていいですよ？』の二巻が出ました！


    　手に取っていただき、ありがとうございます。


    　ゆるく笑って、ちょっとしんみりして、最後にはほんのりしてもらえれば幸いです。


    　とはいっても読者様が本書をどう捉え、どう考えるかは読者様の数だけ存在し、作者はそこに介在することができません。


    　作者の今慈ムジナが読者様に関与できることはただ一つ、


    「母（ママ）キャラって……いいよね？」


    　この訴えに尽きるのだと思います。


    　いえ、正直に告白すれば……以前の僕は「ボーイッシュ」と「どこか陰のある面倒くさい性格」の子に惹ひかれる……母属性に惹かれない人間でありました。


    「母キャラが好き？」と尋ねられたら「嗜たしなむ程度で」と答える曖あい昧まいな人間です。


    　母キャラへの教養も理解もあるが、根源までには至れなかった半端者でした。


    　ですが、資質はあったのでしょう。


    　仕事（仕事です）でソシャゲをプレイして「母キャラ」の勉強をする内にです。


    　そこでマハトマの子とか、朝あさ潮しおの十番の子とか、某ちゃまのよさを知るにつれ、僕の疲れた心は射抜かれて、すっかり虜とりこになっていました。


    　知らなかったのです。母属性の子にとある属性をちょっと追加することで、こんなにも強く惹かれるのだと、僕は知らなかったのです。


    　それが、退化か進化かはわかりません。


    　けれど、新しい世界がそこに広がっていました。


    　──ママ教、イイトコ、イチドハオイデ。


    　素敵なイラストを描いて下さる、はねことさん。僕の我わが儘ままとも言えるシーンの数々を魅力的に仕上げていただき、ありがとうございます。ふんわり春コーデ弥や栄さか、最高でした。下着姿とか、もう本当にすべてが最高です！


    　いつもご苦労かけてばかりの担当さん。今回もご迷惑おかけばかりで……でも、すごくよい本になったと思います。ありがとうございます。どうにか恩返しできれば……。


    　ガガガ文庫編集部の皆様。


    　出版や販売に携たずさわっていただいた関係者様。今回もありがとうございました。


    　そして本書を手に取っていただいた皆様へ、本当にありがとうございました。愛情いっぱいのおかーさんがお届けできれば幸いです。


    　感謝、大事です。

  


  
    今慈ムジナ


    Muzina Imazi


    



    色んな国の母の呼び方に、だいたい「マ」が入っています。バベルの塔が崩壊する以前でも、ママはママだったのでしょう。ママの歴史を紐解くことが、人類の歴史を明かすことに繋がるハズです。さあ──ママ教に入ろう。
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